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　午後十一時半。

　魔製都市、南西区画。




　人ひと気けのない車道を、一台のスポーツカーが猛スピードで突っ切っていく。

　運転席でハンドルを握る青年───魔術師、曲まげ師し幸こう次じ郎ろうは、車のバックミラーをチラチラと確認しながら、さらにアクセルを強く踏み込んだ。

「……ったく。しつこいなクソッ」

　幸次郎は渋じゆう面めんを作り、小さな舌打ちを漏もらす。

　彼が忌いま々いましげに睨にらみつけるバックミラー。

　そこに先ほどから、小さな機影が映り込んでいた。

　それは───一人の少女。

　寒色系のレインコートをまとい、頭にスクエア型のサングラスをちょこんと載せている、ひどく奇妙な恰かつ好こうをした少女だった。

　しかし、そんな恰かつ好こうの奇抜さなど気にかけるほどのことでもない。

　その少女は…………飛んでいたのだ。

　車道ギリギリ上を、優ゆう雅がに滑かつ空くうするように。

「───きゃはははっ♪　ほらほらぁ、もういい加減に観念しちゃいなよぉ～。あたしからは逃げられないってわかってるでしょ、テロリストさん？」

　弾んだ声色が、幸こう次じ郎ろうの脳に直接響くように届いてくる。

　レインコートの裾すそをはためかせ、そこから光の粒りゆう子しを振ふり撒まきながら、全力疾走のスポーツカーをピッタリと追跡してくるその少女。

　正直、身が凍るような思いだった。心が負けてしまわないようにと、幸次郎は無理やり乾いた笑い声をあげてみせる。

「魔導組合ＡＳＡの現エース───《人工魔女トライフルズ》リリバス。よりにもよってあんなモンスターに尻尾つかまれちまうとはな。おれもつくづくツイてないねッ！」

　ハンドルを大きく右に切ると、キュルキュルとタイヤを擦こすらせて、スポーツカーが車道を右折した。

　急な方向転換だったにもかかわらず、レインコートの少女───《人工魔女》リリバスは、特に慌てた様子もなくついてくる。

　……速い。

　振りきれない。このままでは追いつかれるのも時間の問題だ。

　そんな危機感が幸次郎の胸をよぎったとき、背後のリリバスが新しい動きを見せた。

「……うー。そろそろ追いかけっこも飽きてきちゃった。一気に終わらせちゃってもいいかな？　一気に終わらせちゃってもいいよねっ♪　───術式兵装展開、《ニヴルヘイム》。きれいに冷凍保存されちゃえ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ♪」

　刹せつ那な、リリバスの体から振り撒かれていた光の粒子が、いっそう強い輝きを帯びた。

　バキバキバキィッ───と。

　大きな音が鼓こ膜まくに響いたかと思った瞬間、車のバックミラーに映る景色が一変する。

　……なにもかもが凍りついていた。

　車道の路面も、車道の脇に植えられた草木も、周囲にある高層ビル群でさえ。

　あっという間に凍りつき、景色を白銀の世界へと変えてしまう。

「おいおいおいおい……マジかよ」

　幸次郎が驚きよう愕がくしたのも束つかの間ま、今度はリリバスが右手を大きく振るい、前方に向かって光の粒子を飛ばしてきた。

　粒子は全力疾走するスポーツカーの左側後輪に付着。

　間髪を入れずに、凍りついてしまった。

「ぬおおおおおお……!?」

　片側の車輪が完全に凍結し、バランスを崩したスポーツカーは派手にスピン。

　幸次郎を乗せたまま車道の脇に逸それて、すぐ近くにあった道路標識に衝突した。

　スポーツカーが停止したのを確認したリリバスは、空中で一回転。自身のスピードを殺しながら、体内の術式兵装を解除する。

　そして、無残に半壊した車体の前にストンッと降り立った。

　息を吐いたリリバスは、警戒しつつ運転席のほうへ回り込む。

　すると───。

「あれれ？」

　とたんにあがる、間の抜けた声。

　スポーツカーの運転席は、すでにもぬけの殻状態になっていた。







「───ハァハァ……！」

　スポーツカーが半壊した車道から、少し離れた高層ビルの屋上。

　鉄柵に寄り掛かる幸こう次じ郎ろうは、乱れた息を整えながら額の汗を拭った。

「マジで死ぬかと思ったぜ……。まさか緊急用に仕込んでおいた転移式まで使うハメになるとはな。魔力の消費激しいからあんま使いたくねえんだよ、これ」

　そういう彼の足元には、ゆっくりと回転する光こう芒ぼうが浮かびあがっていた。

　幸次郎をここまで運び、役目を終えた術式は、やがて動きを止めて消失する。

「……大事な任務が控えてるっつーに。これも日頃の行いが悪いツケかね？」

　軽い冗談を飛ばしながらも、幸次郎はゆっくりと立ちあがった。

　このままここでグズグズしているわけにもいかない。一時的に追手の目をくらますのに成功したとはいえ、充分な距離を離すまでは油断できなかった。

　まだ捕まるわけにはいかない。自分にはやるべきことが残されているのだから。

　そう思い、幸次郎が一歩踏みだしたその瞬間。

　───銃声。

　耳に痛い発砲音が鼓こ膜まくを叩たたき、鋭い弾丸が幸次郎の頬ほおを掠かすめていった。

　幸次郎は即座に反応を示し、弾丸が飛んできた方向とは反対側に跳ぶ。臨戦態勢を取って、夜の暗闇に目を凝らした。

　その瞬間、闇の中にポツリと浮かびあがる、小さな光を視認する。

「───今の牽けん制せい射撃で微み塵じんも怯ひるまないか。さすがは魔導組合ＡＳＡが危険視する筋金入りのテロリスト……といったところだな」

　高層ビルの屋上に反響する、低く落ち着いた男の声。

　幸次郎が目にした小さな光───火のついたタバコをくわえた一人の男が、悠然とした態度でこちらを睥へい睨げいしていた。

　年頃は二十代前半といったところか？　自分とほとんど変わらないように思える。

　顔立ちは驚くくらいに整っており、無造作にはねた黒髪短髪の上にスクエア型のサングラスを載せていた。そして、彼の右手には、一丁の半自動式拳銃。銃口は真まっ直すぐにこちらへ向けられ、幸こう次じ郎ろうの動きをピッタリと地面に縫い付けている。

「……お前。《人工魔女トライフルズ》リリバスのオペレーター、朝あさ桐ぎり竜たつ史ふみか？」

「ほう？　俺の名を知っていたとは意外だな。Ａ級指定犯罪者、曲まげ師し幸次郎」

「そりゃあまあ。お前の《人工魔女》のせいで、うちの同志たちが数えきれないくらい捕まっちまったからな。……つーか、そっちだってちゃっかりおれのことを知ってんじゃねえかよ。そこまで調べついてんの？　イヤだねホントにもう」

　朝桐。そう呼ばれた男は、幸次郎を嘲あざけるように小さく鼻を鳴らした。

「……先月に発生した魔導災害。その主犯であった魔術師エル＝エルマ＝エルガルはすでに組合側が捕らえた。しかし、解せないこともある。あれだけの大規模な都市攻撃、そして、そのためのエーテルギアをかき集めるには、魔術師一人の力では不可能だ。なにか裏で動いているものがある。もっと大きな、組織的な何かの影が。その窓口と思おぼしき人物こそが───」

「おれ。って言いたいんだろ？　いやはや、結構いい線まで調べついちゃってるじゃん？　ピンチってやつかな、こりゃ？」

　本気とも冗談ともつかない態度で肩をすくめてみせる幸次郎。

　朝桐は牽けん制せいするように拳銃の引き金に軽く力をこめる。

「これまでも、魔術師たちの組織的な犯罪行為は何件か確認されていた。しかし、捕らえることができたのはロクな情報を持たないザコばかり。……貴様が初めての当たりだよ、曲師幸次郎。大人しく投とう降こうし、洗いざらい吐いてもらおう」

「そう言われて、おれが素直に従うとでも思ってるのか？」

「さあな。正直、それは俺にとってどちらでもよいことだ。大人しく従わないのならば、力ずくでねじ伏せればいいだけのこと」

「だははははっ。威勢がいいな、企業の猟犬。そういう生意気な態度はキライじゃないが──────魔術師を舐なめてもらっちゃ困るねッ」

　叫んだと同時、幸次郎の右手に小さな光こう芒ぼうが顕けん現げんした。

　即座に反応した朝桐が舌打ち。躊躇ためらいなく拳銃の引き金をしぼる。

「起動アクテイヴエイト───！」

　朝桐の掛け声で、銃口の前に一つの光芒が顕現した。射出された銃弾が内側からぶつかった瞬間───そこから裂けるようにして、銃弾が拡散する。

　……メガイラ社製、対魔導小型散弾銃《カスパル》。

　魔導組合ＡＳＡからオペレーターに支給される人工魔術ブラツクアート式の武装の一つである。

　単発の威力や射程ではアレクトリア社製の《イグニス》などに劣るものの、中距離戦での命中率においては非常に優秀な性能を誇る代物だ。

　眼がん前ぜんに迫るいくつもの弾丸を目にしながら、しかし幸次郎は余裕の笑みを浮かべた。

　右手から発生した魔法陣を介し、一冊の本のようなものが現れる。それを手にした幸次郎は素早く左手の親指の皮を噛かみ切きり、溢あふれだした自身の血液を本の表紙に押しつけた。

「…………自動演算式魔導書《スクリプト》。術式演算の補助を開始。───起動アクテイヴエイト」

　幸こう次じ郎ろうが告げると、本の表紙がひとりでに開かれ、中身のページがパラパラと高速でめくられ始めた。

　続けて、周囲に無数の光こう芒ぼうが展開。それらを確認するなり、幸次郎は血に塗まみれた左手の親指を走らせ、光芒の一つ一つに血文字の紋章を刻んでいく。

「───堅けん牢ろうなる守護を我が手に。苛か烈れつなる来らい寇こうを我が敵に。対岸に座して嘲あざ笑わらう獅し子しよ、彼かの者を喰くらえ───！」

　流れるような呪文の詠唱。それに呼応し、幸次郎の周囲にあった光芒が収束した。

　……そして、収束した光芒を介して、全身が光り輝く巨大な獣が現れる。

　立派な鬣たてがみを持つ光の魔獣が、幸次郎の盾となるように立ちはだかった。巨大な顎あぎとを開いて、魔力の込められた咆ほう哮こう。朝あさ桐ぎりの放った銃弾を真正面から残らず吹き飛ばす。

「人工魔術ブラツクアートによる術式演算の補助だと……!?」

　朝桐は目を剥むいて驚きの声を漏もらした。

　いくら有能な魔術師でも、短時間であれだけ大規模な術式を組みあげることは不可能だ。幸次郎は、人工魔術式の魔導書を補助につけることで、それを実現させていた。

　これはありえないことである。……いや、理屈上では魔術師が人工魔術を利用できないことはない。人間に扱えるよう調整された人工魔術を、その源流である魔術師が使いこなせないはずがないからだ。

　だが、実際に『魔術師が人工魔術を利用する』となると、話はべつになってくる。

　人工魔術は、魔術師が人間に魔術を奪われたという象徴。魔術師にとっては忌むべき存在のはずだった。自身の誇りをなげうってまで───人工魔術を利用する？

　朝桐の目には、目の前の魔術師の青年がひどく異様な存在に映る。

「悪いね。おれは、古臭い考えに縛られる年寄りどもや、『魔術師の誇りを人間の手から取り戻す』とか騒いでいる頭の固い連中とは違う。───勝つためにならなんでも利用するさ。そうでなければ、お前ら人間を負かすことなんてできない」

　幸次郎は底冷えするような薄い笑みを浮かべる。

　簡易的に作り出された光の魔獣はすでに姿形が崩れかかっていたものの、まだ動く余力は残されているようだった。前脚で地面を穿うがち、朝桐に向かって襲いかかる。

　鋭い牙が朝桐に食らいつくかと思われた、まさにそのとき───。

「きゃはははははっ！　よーやくはっけ～ん♪」

　甲高い少女の笑い声が、はるか上空から降ってきた。

　立ちすくむ朝桐の前に、小柄な人影が舞い降りる。

　彼女がまとうレインコートの裾すそ部分からまばゆい光の粒りゆう子しが溢あふれだし、向かってくる魔獣の全身を包み込んだ。

　瞬間、魔獣の全身が凍結。その場で固まってピクリとも動かなくなる。

　危ういところで危機を脱した朝桐は、短い息をついた。

「……リリバス」

「やっほ～、マスター♪　危ないところだったね～♪」

「貴様がノロノロとしているからだ。つまらん小細工に出し抜かれおって。このマヌケめ」

「うええぇ!?　た、助けてあげたのにひどい仕打ち！　……で、でも。そんなつれないところも含めてス・テ・キ……♪」

　悪戯いたずらっぽく舌をチロリとのぞかせたリリバスは、朝あさ桐ぎりの胸に寄り掛かるようにしてピタリと張りついた。妙に色っぽい仕草だったが、当の朝桐自身はなんの感慨もあらわさずにやれやれと首を振る。

　視線をあげると、数メートル先に苦笑いを浮かべて冷や汗を流す幸こう次じ郎ろうの姿があった。

「あちゃあ……。最悪のタイミングで《人工魔女トライフルズ》さまのご登場かよ」

「そういうことだ。もはや貴様に勝ち目はない。投とう降こうしろ」

「それは無理な相談だって言ってるだろ」

　攻撃用の魔獣を失った幸次郎は、バックステップで距離を取りながら次の魔術を行使する準備に取り掛かる。

　しかし、

「───っ!?」

　とたんに目を見開き、自分の右手に視線を移す。

　……右手に握っていたはずの魔導書が、透明な氷におおわれるようにして凍りついていた。魔導書は幸こう次じ郎ろうの手からポロリと落ちて、地面に当たって跡形もなく砕ける。













「ざ～んねん♪　それはもう使えないよ～だ♪」

「チッ……！」

　朝あさ桐ぎりの胸でクスクスと楽しそうに忍び笑いをするリリバス。彼女から発せられる光の粒りゆう子しを浴びて、幸次郎の使用していた魔導書が破壊された。

　それだけではない。リリバスが放つ粒子は、すでにビルの屋上全体に散布されていた。

　……不覚。幸次郎がそう後悔したときにはもう遅い。

　朝桐が無感動な目で、焦りを露あらわにする幸次郎を睥へい睨げいした。

「終わりだ、魔術師。リリバスが駆けつけた時点で、すでに勝敗は決している。それでもなお抵抗を続けるなら、氷漬けの状態で魔導組合ＡＳＡ側に引き渡すことになるな」

「ったく。《人工魔女トライフルズ》ってのはこれだからイヤだね。性能がチートすぎるっつーの！」

　悔しげに歯は噛がみするものの、幸次郎に逃げ場などなかった。

　抵抗しても無駄。逃走を図っても無駄。相手の気分一つで、自分は瞬またたく間まに冷凍保存されてしまうことだろう。朝桐の言葉通り、すでにこの状態は詰みであると言えた。

　ならば、せめて痛みをやわらげるために、大人しく投とう降こうするか？

　───否いな。

「……でも、言ったはずだぜ？　勝つためになら、おれはなんでも利用する。そっちがご自慢の反則兵器を持ちだしてくるってなら、こっちもそれ相応の切り札を使わせてもらう」

　焦燥に歪ゆがんでいたはずの幸次郎の口元が、不意に笑った。

　刹せつ那な、




　───キィンッと。




　涼しげな音とともに、夜の闇に一筋の閃ひらめきが奔はしった。

　それとほぼ同時。

　目を見開いた朝桐の口元から、くわえタバコがポロリと落ちた。

「リリバスッ！　止めろ！」

「ほへ？　───って、うわわわっ!?」

　朝桐の警告が飛んだ直後、地面が大きく傾いた。

　慌てたリリバスが朝桐の腕を掴つかみ、空中へ浮上。

　その間にも地面はどんどん横へ傾き、激しい地響きをあげる。

　リリバスに運ばれながら、朝桐は見た。

　……それまで立っていた高層ビルが、中ほどから斜めに切り裂かれていた。

　どのような攻撃を受ければそのような状態になるのか。原因はわからなかったが、切り裂かれたビルが傾かしいで、崩落し始めている。巨大なコンクリートの塊となったビルの上層部分は、そのまま地上に向かって真っ逆さまに落下していった。

「リリバスッ!!」

「わ、わかってるよ、マスターっ。───そりゃ！」

　朝あさ桐ぎりの一喝を受けて、滞空するリリバスがレインコートの裾すそをはためかせた。空気中に漂っていた光の粒りゆう子しが収束。崩れゆくビルの残ざん骸がいを包み込むようにして、すっぽりと覆おおう。

「術式兵装展開。起動アクテイヴエイト───《ニヴルヘイム》！」

　朝桐の合図で、光の粒子が強い輝きを放った。

　すると、何十トンあろうかというビルの残骸が、急激にその落下速度を緩める。残骸はそのままゆっくりと降下を続け、やがて小さな振動を残して地上に落下した。

　周囲への被害を最小限にとどめたことを確認した朝桐は、ホッと安あん堵どの息をつく。

「……よくやった」

「ぶぅ。褒めてくれるのは嬉うれしいんだけどさ？　せっかくの獲物、逃がしちゃったよ？」

　胸をなで下ろすオペレーターの朝桐とは反対に、滞空しながら彼を持ち上げているリリバスは不服そうに頬ほおを膨らませた。

　言われてみれば、先ほどまで対たい峙じしていた魔術師の姿がどこにも見当たらない。

　朝桐も小さく舌打ちを漏もらした。

「仕方がなかった。ここ一帯はアレクトリア社が所有する商業区画。クライアントからの要望で、周囲への被害は最小限にとどめろと言われている」

「でもでもぉ～。そのせいで目標を見失っちゃ世話なくない？」

「どこかの誰かが加減も知らずに術式兵装を解放したせいで、交通路のほうにも甚大な被害がでている。これ以上に被害を広げた場合、クライアントから俺たちへの信頼失しつ墜ついは免れないだろうな」

「うっ……」

　朝桐の容赦ない言げん及きゆうに、リリバスは苦しそうな顔をして押し黙る。

　所有する兵器が反省するのを眺めながら、朝桐は浅いため息をついた。

「すでに都市のほうで警備は固められている。奴やつの足取りを再び掴つかむのも時間の問題だろう。それよりも、気になるのは───」

　言って、視線を地上に降ろす。

　眼下に広がるのは、中ほどから袈け裟さ斬りのような状態にされた高層ビル。

　まるで巨大な刀の一撃でも受けたかのようであった。あれほどの脅威的な破壊を引き起こすのは、自分が所有する最強の《人工魔女トライフルズ》、リリバスにすら不可能だろう。

「あの魔術師が魔術を行使したような素振りはなかった。というか、強大な魔力を孕はらんだエーテルギアですら、あれほどの破壊をたったの一撃で引き起こすことなどまず不可能だ。これはまるで───」

「───『術式兵装』？　みたいだよね？」

　朝桐は渋じゆう面めんになってうなずく。

「あまり考えたくない可能性ではあるがな。もし、お前以上に強力な術式兵装を内蔵した《人工魔女》というものが存在しうるのなら。あるいは、その推測も当たっているのかもしれない」

　口元に手を当てた朝あさ桐ぎりは、一考した後に、再びリリバスを見る。

「とにかくクライアントへの報告が先だ。メイス＝アレクトリアへ通信を繋つなげろ。急げよ」
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　その少女は一人、暗い路地裏にたたずんでいた。

　丈の長いローブで全身をすっぽりと包くるみ、フードを目ま深ぶかにかぶっているため容よう姿しなどはうかがい知れない。

　その小柄な体たい躯くは、年齢で言えば十代前半くらいに思えた。静まり返った深夜帯、暗い路地裏に幼い少女が一人というのは少し危うげな光景にも思えたが、当の本人は上の空でただただビル群の隙間から覗のぞく夜空を仰ぎ見ている。

　そのとき。ちょうど少女の背後…………薄汚れたビル壁の表面に、直径一メートルほどの光こう芒ぼうがほんのりと浮かび上がった。

「───ぶはっ。ゼェゼェ……。ほ、本日二度目の死を味わったぜ……」

　光芒の内側から、派手なアクセサリーを全身にぶら下げた青年が這はいだしてくる。

　彼の疲れ切った声を聞いた少女は、夜空からゆっくりと視線をおろして振り返った。

「おかえり。コージロー」

「ん……ああ、ただいま。つーか、相手がこんな疲ひ労ろう困こん憊ぱいの状態なのに無表情で『おかえり』って。呑のん気きだな、お前は」

　自らが作成した転移式の魔法陣から抜けだした幸こう次じ郎ろうは、息を切らしながら路上に大の字で寝転がった。

　敵の目をあざむくためとはいえ、二度にわたる連続の転移ジヤンプ。いかに幸次郎が魔術師として卓越した技術を持っていたとしても、相当体へ負担のかかる荒業だった。

　……逆に。

　そこまでしなくては人間に、あの《人工魔女トライフルズ》という超兵器には太た刀ち打うちできない。

　いや、そこまでしてもまだ足りないと言ったほうが正しいのか？

　幸次郎は自嘲気味の苦笑いを浮かべながら、こちらを見下ろしている少女に顔を向けた。

「コージロー。言われたとおり、指定ポイントに『術式兵装』を放った。問題ない？」

「ああ。タイミングはバッチリだったさ。おかげでこうして無事に逃げだしてこれた」

「……コージロー」

「なんだよ。まだなにか言いたいことがあるのか？　こちとら疲れてるんだから、少しくらい休ませてほしいんだけどな」

「でも。そこ、さっき野良犬がおしっこしてた」

「ぬおおおおおいッ!?」

　自分が大の字に寝ていた場所を指さされ、幸こう次じ郎ろうは悲鳴をあげて飛び起きる。

「そういうことは早く言え！」

「だから。はやく言った」

　少女は表情一つ変えずに、ちょこんと小首を傾かしげた。

　……調子が狂う。この無む垢くな少女のおかげで自分が助けられたという事実にも、どうも実感が湧かない。それくらい、目の前の彼女はただ普通の女の子に見えた。

　幸次郎はバツが悪そうに顔をしかめて、頭をボリボリと掻かく。

「企業の連中に尻尾を掴つかまれた。もう魔製都市ここにも長居はできないだろう。だが、撤退するにしても捕まるにしても、おれにはまだやり残した任務がある」

「うん。そのために、コージローはワタシを目覚めさせた。ちがう？」

「…………」

　なんの躊躇ためらいもなく。そう訊たずね返かえしてくる少女に、幸次郎は思わず渋じゆう面めんを作る。

「……もう一度だけ確認する。立場的に言えば、おれはお前の敵だ。敵であるお前を利用して、人間どもに一泡吹かせようとしている。おれにとって、お前は敵から奪った都合のいい道具。使えなくなれば平気で捨てるだろうし、任務達たつ成せいのために使い潰すことも厭いとわない。それで…………お前はそれでいいのか？」

「問題ない。それでもいいよ」

　幸次郎の質問に即答した少女は、胸元へそっと手を当てる。

「ワタシは一度、終わりを迎えた存在。壊れた道具。真っ暗ななかでなにもなくて、寂しくて、意味も失って。そんなとき、コージローがワタシを暗いところから引きあげてくれた。失った意味を、もう一度だけ与えてくれた。だから、いいの」

　語調は淡々としていた。しかし、その言葉には強い意思が感じられた。

　壊れた道具。意味を失った存在。そんな彼女に救いの手を差し伸べたのは───彼女を破壊の道具として再び利用しようとしている自分テロリスト。

　幸次郎はうんざりとため息をつく。

「これが上からの命令で、こいつを使わなきゃ任務に臨むことすらままならないとは言え。いざ実物と触れ合っちまうと、どうしても胸くそ悪くなるね。自分自身に反へ吐どがでる」

「コージロー……？」

「わかったよ。お前がそれでいいなら好きにしろ。おれはおれで、お前を都合よく利用させてもらう。……えーと、こういうときは人間どもの決め台詞ぜりふでなんつったかな？」

　少し考える素振りをみせた幸次郎は、やがて「おお、そうだった」と腑ふ抜ぬけた声をあげた。再び目の前の少女に向き直る。

「殲せん滅めつせよ───《人工魔女トライフルズ》」

　丈の長いローブのフードに隠れたその下で。

　少女の頬ほおに浮かび上がった浅黒い刻印が、ほんのりと不気味な光を放った。






　　　　第一章　過去最強ロストナンバー









　その日、錺かざり矢や水みな最もは激しい不安感を覚えていた。

　学校の教室。時刻はちょうど昼休み時。

　騒がしい室内、飛び交うクラスメイトたちの談笑、ごくごくありふれた光景……。

　そんな当たり前なものに、何な故ぜだか言い表しようのない不安を感じてしまう。

「三み崎さきのやつ……今日は一体どうしたんだ？」

　訝いぶかしむような視線を周囲へ投げかけながら、水最は昼飯のやきそばパンを頬ほお張ばった。

　今日は口うるさい後輩───三み崎さき瑠る衣いの姿が見えない。いつもは頼んでもいないのに訪ねてきて、「栄養ないものばかり食べるな」だとか「午前中の授業はちゃんと寝ないで受けましたか？」みたいなことを延々としゃべりかけてくるくせに。

　姿が見えなくて寂しい。とは、べつに思わない。子供じゃあるまいし。

　むしろ平和だった。瑠衣さえ訪ねてこなければ、いつものようにクラスメイトたちからの好こう奇きや嫉しつ妬との視線を浴びることはない。

　だけど……やっぱり、不安は残る。

　瑠衣の身になにかあったのでは？

　そんな考えが働いてしまった。

「……いやいや。どんだけ心配してんだよ、オレ？　あいつだって普通の女子高生なんだし、今日はたまたまクラスメイトと昼食を取ることにしただけだろ、たぶん」

　さすがに考えすぎか。

　水最はやれやれと嘆たん息そくして、椅子の背もたれに体を預けた。

　とにかく、今日は口うるさくて厄介なのがいないため、久しぶりに一人でゆっくりできる。自宅は自宅で、もっと面倒な奴やつがうるさいため、よくよく考えてみればこうして静かな時間を過ごせるのは貴重であるとも言えた。

　今はこの平穏な時間を噛かみしめよう。

　内心でそう思い直した、そのとき。




「おーい、錺矢ァ。お前に客人だぞー」




　教室の後ろ側から、そんな声が響いてきた。

　とたんに水最は半眼になる。

　───って。結局は来たのかよ、あいつ。

　ため息を吐つきつつ、水最はダラダラと振り返った。

　すると、クラスメイトの男子生徒が教室の後方出入口の前で、こちらに向かって手招きをしているのが目に入った。まあ結局はいつものパターンである。

（…………ん？）

　だがそこで、いつもと様子が違うことに気がついた。

　もし瑠る衣いが訪ねてきた場合、普段なら「かわいい後輩女子といちゃつきやがって」みたいな嫉しつ妬との眼まな差ざしを浴びせられるのが常だが。今はなんというか、その男子生徒がどこか困惑しているように見えたのだ。

（なんだ？　あの微妙な反応は？）

　不審に思いつつも、水みな最もは席から立ちあがった。

　そちらに向かって歩いて行くと───。

「……ッ」

　瞬間的に、水最の表情は強こわ張ばった。

　教室の外で自分を待っていた人物。それは、瑠衣とはまったく別の相手だった。

「……あんた」

「───お久しぶりです。オペレーター、錺かざり矢や水最」

　こちらに向かってお辞じ儀ぎをするスラリとしたシルエット。

　黒スーツをまとった二十代前半くらいの女性が、物静かにたたずんでいた。
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「なんの用だよ？　つか、ここ学校だぜ？」

「承知しています。しかし、我が主あるじから貴方あなたへ緊急の依頼があるのです。指定された連絡先にかけてみても繋つながらなかったので、こうして直接お出迎えにあがった次第です」

　校舎三階の長廊下。

　驚くほど早足に進むその女性の背中を、水みな最もは油断ならない目で睨にらみながら追う。

「……ねえ、あれ見てよ」

「ん？　二年の錺かざり矢やか？　って、うおお!?　なんだあの超絶美人さんは!?」

「錺矢クンって、一年生の三み崎さきさんと付き合ってたんじゃなかったの？　もしかして、アイジンとか……？」

「ぬおおおおっ……！　学校内で白昼堂々、大人の女性と逢あい引びきとはッ。許さんぞ、錺矢ァ！　いつかコロス！」

「……やめなよ、みっともない」

　予想通りと言うかなんというか。廊下を進む最中、教室の外に出ている生徒たちから好こう奇きの眼まな差ざしをイヤというほどに浴びた。

　不満げな顔をする水最に、女性は歩調を緩めないままチラリと横目を送ってきた。

「入校の許可は取ってあります」

「……そういう問題じゃねえよ。今やってる仕事のことは、あまりここの生徒連中に知られたくない。下手に目立つことも勘弁だ」

「それは。貴方がこちらと連絡を取れない状況にしていたのが問題なのでは？」

　この女性───名前を中なか林ばやしと言ったか。

　アレクトリア社の社長秘書を務めている人物だ。それは、今の水最の仕事の……企業の傭よう兵へいとしての仕事の、直接の商談相手と言うことでもあった。

「授業中だったからな。携帯の電源も切ってる」

「それでは困るのです。貴方は我が社が雇い入れたオペレーター。いついかなるときでも、こちらの呼びかけに対して迅速に対応していただかなければ」

「オレは学生だぜ？　学生相手にそんな無む茶ちやな要求をするのかよ？」

「関係ありません。どんな立場にあろうとも、報酬に応じて優れた働きをする。それが貴方たち、オペレーターの存在意義ではないのですか？」

　水最の皮肉っぽい言葉に、中林は冷たい声でそう返してきた。

　……むろん、水最とて「学生だから」という甘ったれた考えが通じるとは思っていない。

　金を貰もらい、それに応じてひたすらに任務を遂行する。

　それが水最の請うけ負おう仕事内容なのだから。

　しかし、緊急の依頼とはなんだろうか？

　こちらが携帯の電源を切っていたのが原因だったとはいえ、企業の社長秘書が直じき々じきに学校まで押しかけてくるなど、これまでにない事例だった。

「とにかく、詳しい話は本社のほうで。貴方あなたとしても、今の仕事内容をここの生徒たちに盗み聞きはされたくないのでしょう？」

　そう言う中なか林ばやしも、どこか浮うき足あし立っているように思えた。

　一抹の不安を抱きつつも、中林の言う通りここで詳しい話はできない。水みな最もは小さく舌打ちして「わかったよ」と応じると、再び黙って彼女の後を追うことにした。

　そのまま廊下を進み、下の階へ続く階段のほうへ。階段を下りるのかと思いきや、中林はそこを素通りし、さらに廊下の奥へと進んで行った。

　てっきり学校の外へ向かっているのだと思っていた水最は、疑問符を浮かべて首を捻ひねる。

「おい。どこに行くんだよ？　アレクトリア本社に向かうんじゃないのか？」

「いえ。その前に、拾っておかなければならないもう一人のお客人がいます」

「もう一人の客人……？」

　中林はどんどん奥へと進み、やがて一つの扉の前で足を止めた。

　水最は彼女の肩越しに、扉に付けられたプレートの文字を読み取る。

「女子更衣室……？　こんなところになんの用が───」

「失礼いたします」

「───あ」

　こちらが止める暇もなく、中林は女子更衣室の扉を勢いよく開け放った。

　次の瞬間、目の前に広がる室内の光景。

　女子更衣室は男子更衣室とほぼ同じ構造をしており、左右の壁にびっしりと並べられたロッカーと、中央に置かれた折り畳み式の長机以外は特になにもない簡素な空間だった。

　いや、何もないというのはちょっと違うか。

　正確に言えば、それらの備品以外に、もう一つ別の影があった。

　それを直視した瞬間、水最は口を開け放ったまま固まる。

「───えっ？」

　扉が開け放たれた音に反応して、その影もこちらへ振り返る。

　その影……というかその少女は、下半身にスカートをはいて、上半身はブラジャーだけという、なんともきわどい恰かつ好こうをしていた。

　ほっそりとした剥むき出だしの背中に、ゆるやかな曲線を描いて流れる黒髪。ブラに包まれた胸はかなり控えめだったが、だからと言って幼いという印象はまったくなく、むしろ可か憐れんで繊細な造ぞう形けい美びを感じさせる。

　その少女、三み崎さき瑠る衣いは、大きな瞳をまん丸にして硬直していた。

　華きや奢しやな両手にはシャツが握られていて、おそらくは着替えの真っ最中だったと思われる。どうしてこんな時間帯に更衣室で着替えを？　……と疑問に思わなくもなかったが、今はそんな細かいことを気にしていられる場面でもなかった。

　このとんでもない状況を作りだしてくれやがった中林は、一人だけ冷静な態度で鼻から浅い息を吐く。

「お迎えにあがりました。《ワイズマン》の特別捜査官、三み崎さき瑠る衣いさま。まだ着がえ終えていなかったのですか？　できるだけ早く支度を済ませてもらえると幸いです。時間も押しているので」

　腕時計を確認しつつ、中なか林ばやしは淡々とそんなことを言う。

　彼女の冷静な声で、水みな最もと瑠衣は同時にハッと我に返った。

「せ、せせせせせせんぱい……！」

「ま、待て、三崎。オレのせいじゃないぞ？　賭けてもいい」

「いいから！　こっちを見ないでくださいっ！」

　悲鳴に近い大声をあげた瑠衣は、反射的に手に持ったシャツを丸めて投げつけてくる。

　少し身を傾けて中林が躱かわしたソレは、見事に水最の顔面にクリーンヒットした。バフッという音とともに、眼がん前ぜんに布が広がって、ほのかにいい香りが鼻び孔こうをくすぐる。

「ほぶっ!?」

「あ……。って、きゃあああああああああ！　なにやってるんですか、錺かざり矢や先輩！　か、返してくださいっ！」

「お前が投げつけてきたんだろうがッ。つーか、少し落ち着け。あんまり騒ぐと人が集まってくるぞ？」

　水最は廊下のほうへチラチラと視線をやりながら、瑠衣のシャツを投げて返してやった。

　瑠衣は信じられないスピードでそれを羽織り、ボタンを留とめる。着替えを済ませた彼女は、改めて真っ赤な顔になって水最を睨にらみつけてきた。

「……どうして先輩がこんなところにいるんですか。そして、どうしてわたしの着替えを覗のぞいたりしたんですか」

「覗いてねえよッ。こいつが勝手に開けやがったんだ」

　不機嫌に言って、水最は中林を顎でしゃくる。

　中林は水最と瑠衣の顔を交互に見やり、悪びれた様子もなく肩をすくめてみせる。

「失礼。急いでいたもので」

「だからってノックもなしに開けないでください！　た、体育の授業の片付けの最中にいきなり呼び出されて、着がえさせられたかと思ったら……こんなことになるだなんて……う、うううぅぅ……」

　下着姿を見られたことがよほど恥ずかしかったらしく、瑠衣は涙目になって唸うなった。

　べつに裸を見られたわけじゃあるまいし、そこまでショックを受けないでも……と水最は思うのだが、そんなことを口走ったら「だから先輩はデリカシーがないんです！」と怒鳴られるのは明白だった。余計な口はきかないでおくことにする。

　……そんなことよりも。

　水最は瞬間的に視線を鋭くすると、中林を睨みつけた。

「どういうことだ。もう一人の客人ってのは三崎のことなのか？　どうして企業の人間が、警察の特務機関、《ワイズマン》の人間をわざわざ呼びつける？」

　三み崎さき瑠る衣いはただの女子学生ではない。魔術犯罪の脅威から市民を守るため警視庁に設立されたチーム───特殊災害対策課。通称《ワイズマン》。そこに所属する捜査官というのが、瑠衣のもう一つの肩書だった。

　魔術犯罪解決のため、企業と警察が協力する状況はままある。

　しかし、基本的にお互いの捜査方針などについては不干渉を貫いていた。むしろ、企業側が警察側を「足手まとい」と疎うとんでいる風潮さえある。

　その企業が、警察のいち捜査官でしかない瑠衣を、傭よう兵へいである自分と共に呼びつける。

　どうもきな臭い。企業のことを信じ切れていない水みな最もとしては、瑠衣を心配する気持ちも相まって、警戒せざるを得ない状況だった。

「私のほうからはなんとも言えません。社長の命令ですので」

「……テメェら。また何かよからぬことを考えてんじゃないだろうな？」

「よからぬこと？　さあ、身に覚えはありませんが」

　しらばっくれたような中なか林ばやしの態度に、水最の腹の底で怒りの感情が湧きあがった。

　べつに、水最も彼女に対して難癖をつけたいわけではない。

　思い出されるのは先月の事件。───大規模な魔導災害が引き起こされ、その主犯である魔術師の少女、エル＝エルマ＝エルガルが企業側に捕まった事件だ。

　あのとき、水最は企業側が覆おおい隠かくそうとしている『何か』の一端を目まの当あたりにした。

　だが、それを追及する間もなく、こいつらは上から力でもみ消してきたのだ。

　お互いが納得した末の結果なのだから、そのことについて今さら掘り返すつもりはない。しかし、水最が企業を胡う散さん臭くさいと思う気持ちは、よりいっそう強くなっていた。

　水最と中林の間に流れる不穏な空気を読み取ったのか、瑠衣が慌てて言葉を継ぐ。

「せ、先輩っ。落ち着いてください。わたしは大丈夫ですから」

「三崎……」

「用件はわかりませんけど、緊急事態らしいですし。企業のほうが協力を求めるなら、わたしたちもそれに応じます。警察上層部にも連絡は取ってあるから大丈夫です」

　不安はあった。だが、瑠衣がそうと決めたのなら、自分に口を挟む権利などない。

　本当は厄介なことにこいつを巻き込みたくないんだが……。

　内心でそう思いつつも、水最はやれやれと頷うなずき返かえした。

「話はまとまりましたか？　先ほども申しましたが、時間が押しています。本社にて社長が首を長くしてお待ちです。すみやかなご同行を願います」

　元凶であるはずの中林は、頃合いを見計らったように告げると、さっさと背を向けて歩きだしてしまった。

　水最と瑠衣は顔を見合わせる。

　お互いに企業のことは信用できない。しかし、この魔製都市において最も強大な権力を有する彼らが、自分たちを「緊急事態」だと言って呼びつけている。

　なにかが起きようとしている。なにかよからぬことが、確実に。

　ならば、もう難しく考える必要などなかった。

　どんなことがあろうと、都市を魔術の脅威から守る。それが二人の仕事なのだから。

「ったく。また面倒そうだが、しかたねえ。行くか」

「はいっ。行きましょう」

　二人は肩を並べて、中なか林ばやしの後を追った。
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「───ミィくぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ！　ソラはとってもとっっっても会いたかったんだよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]─────────むぎゅうっ!?」

　アレクトリア本社のエントランスホール。

　足を踏み入れるなり飛びついてきたツーサイドアップの少女の抱ほう擁ようを、水みな最もは容赦なく片手を突き出して防いだ。

　おでこあたりを水最にガッチリと掴つかまれたその少女は、足をジタバタとさせて抵抗する。

「ミィ[image: ][image: ][image: ][image: ]く[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ。せっかくの再会なのにあんまりだよぉ！」

「やかましい。毎度毎度、数時間程度離れたくらいで騒ぐな。それを再会とは言わん」

「だってだって！　寂しかったんだもんっ。一分一秒、少しでもミィくんと一緒にいたい！　それがソラという女の子ですっ」

「えらそうに言うな。気色悪いわ」

　自慢げに「ふふんっ」と鼻を鳴らす少女に、水最は辟へき易えきしてため息をついた。

　ソラ。それがこの少女の名前だ。

　いや。名前と言うよりも、「識別名」とでも称したほうが正しいのかもしれない。

　ソラは人間ではない。大企業の集合体───魔導組合ＡＳＡが開発した対魔導殲せん滅めつ用の兵器。《人工魔女トライフルズ》と呼ばれる存在なのである。

　そして、水最が務める企業の傭よう兵へい『オペレーター』こそが、彼女たちを管理し、使役し、魔術犯罪の解決にあたる専門家なのだった。

「お前もアレクトリア社から呼びだされたのか？」

「うんっ。おうちまでお迎えが来て、連れてこられたのっ。黒服の人がいっぱいで恐こわかったよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

「いちいち張り付いてくるなッ。ったく、鬱陶しい……」

　首筋に飛びついてきたソラをやれやれと見つめていると、水最は不意に背後からジットリとした視線を感じた。

　恐る恐る振り返ってみる。すると、瑠る衣いが半眼になってこちらを睨にらんでいた。

「先輩……。どさくさに紛れて、ソラちゃんにいやらしいこととかしないでくださいよ？」

「……よーし。待て待て。今のやり取りのどこに、お前がそんなことを危き惧ぐしなきゃならない要素があった？　しねえよ、ンなこと」

「わ、わからないじゃないですかッ。先輩はむっつりスケベだし！　こ、この間だって、自宅で裸のソラちゃんとあんなことを……！」

「あれはこのアホが勝手に暴走しただけだって説明しただろ!?　つか、誰がむっつりスケベだ！　人聞き悪い！」

「ふふふふ……。ルイがソラとミィくんのアツアツな仲を見て、醜くひがんでいるんだよっ。悔しかったらルイもソラみたいにミィくんに抱きついてみるといいんだよ～」

「うっ……ううぅぅぅ……」

　ソラの余計な挑発に、瑠る衣いが悔しそうな目で水みな最もを睨にらんでくる。……というか、なんで自分が睨まれてるんだろう？　ものすごい理不尽さを感じる。

　そんなこんなで騒いでいると、今度はべつの方角から湿っぽい視線を感じた。

　三人のことを傍はたで見ていた中なか林ばやしが、少し苛いら立だった様子で腕時計をしきりに確認している。

「申し訳ありません。社長がお待ちですので」

　口調は丁寧だが、確実に怒っている。普段から冷徹で何を考えているのかわからない女性だったが、こんなに感情的な態度を取っているところは水最も初めて見た。よほど社長を待たせるのがイヤなのだろうか。とにかく、大人しく従ったほうがよさそうではあった。

「悪かったよ。案内してくれ」

「では。こちらへ」

　中林に案内を受けて。

　水最たちはエントランスホールから上層階へ通ずる高速エレベーターへと乗り込んだ。





　　　　　　　//






　高速エレベーターが行き着いた先は、アレクトリア本社の中ほどにあたる階層だった。

　先行する中林に続いて、水最たちもエレベーターから降りる。以前に訪れた最上階とは内装や間取りなどがかなり違い、一般の社員なども普通に通路を行き来していた。

「今日は最上階の執務室じゃないのか？」

「はい。社長はこの先の第三ミーティングルームにおります。今日の訪問者は、貴方あなたがただけではありませんので」

「…………？」

　中林の意味深な言葉を問とい質ただす暇もなく、やがて『第三ミーティングルーム』というプレートの掲げられた扉の前まで辿たどり着ついた。

　中林は控えめにノックをして、その扉を開け放つ。

「失礼いたします。錺かざり矢や水最さま、並びに三み崎さき瑠衣さま、お連れしました」

　会議室の内部は非常に広々とした造りをしていた。

　三十人ほどが詰めかけてもまだ余裕のありそうなスペースに、巨大な長机が置かれている。普段ならばここに社員たちが集まって会議などを行うのだろうが、今は寂しいほどに人がおらず、ガランとしていた。

　長机の一番奥に腰かけていた人影が、こちらの入室に合わせて顔を向ける。

「───やあやあ、ミナモ。それに、ルイ・ミサキ特別捜査官。今日はいきなり呼びだしてしまってすまなかったね」

　軽く手をあげて挨拶をする、金髪碧へき眼がんの少女。

　全身には黒猫を彷ほう彿ふつとさせる漆黒のドレスをまとい、幼げな容よう姿しに反してスタイルは抜群にいい。端たん麗れいな顔に張り付いたニヤニヤとした笑みは、妖艶であると同時にどこか胡う散さん臭くさい雰囲気をかもしだしていた。

　メイス＝アレクトリア。この少女が、アレクトリア社の代表取締役を務める人物だった。

「……メイス＝アレクトリア」

「そんな顔で睨にらむなよぉ、ミナモ。あのときのことはお互いに納得のいく形で終わらせたはずだろ？　違うかい？」

「わかってる。今さら掘り返すつもりはねえよ。べつに睨んでもいねえ」

「おや。じゃあ、そのムスッとした表情は地顔なのかな？　君さぁ、少しくらい笑わないと体に悪いんじゃない？　まだ若いのに」

　どこまで本気かわからない口調でそう言うメイスに、水みな最もは小さく鼻を鳴らす。

　やはり、こいつは気に食わない。表面上ではおちゃらけていても、その鋭い眼光はまるでこちらの心を見透かしてくるかのようだった。

「とにかく、座りなよ。───先客もお待ちかねだ」

「先客……？」

　水最はそこで、この会議室にいるのがメイスだけでなかったことに気がついた。

　メイスが腰を掛けている場所の少し手前。

　水最たちから見て向かって右側に、並んで座る二つの人影を確認した。

「やっほ～、ソラっ♪　ひっさしぶりぃ♪」

　歌うように紡がれる、弾んだ少女の声色。

　その声を耳にした瞬間、隣にいたソラが怯おびえたように身をすくませた。小動物のようなすばしっこい動きで、すかさず水最の背中に隠れる。

「リ、リリバス……!?」

　二人のうち一人、寒色系のレインコートをまといサングラスを頭に乗せた少女が「よッス♪」と朗らかな笑顔で応じた。

　水最も目を丸くして驚く。

　リリバス。彼女は、現存する《人工魔女トライフルズ》の中で「最強」と言われる存在───魔導組合ＡＳＡが有する最大戦力と噂うわさされる生きた兵器だった。

　先月、水最も初めて顔を合わせた。そのときは無邪気な雰囲気のなかにも戦いや闘争を楽しんでいるような態度があって、あまりいい印象は抱かなかったのだが。

「ん？　ついこの間、会ったばかりだから久しぶりってわけでもないのか。まあ、そんなことはどうでもいいよねっ♪　君たちとまた出会えてとっても嬉うれしいよ♪」

「…………」

　屈託のないリリバスの言葉に、ソラはますます萎い縮しゆくしたように身を縮こまらせた。

　水みな最もは怪け訝げんな顔をして振り返る。

「なにビビってんだよ？　あいつはお前の知り合いなんだろ？」

「だ、だって！　ソラ、あいつのことすごく苦手なんだもん……っ！」

「え～っ。ひっどいなぁ。昔はあんなに仲良くしてたじゃない？」

「む、昔は昔、今は今なんだよっ。ソラはもう昔とは違うんだから、あんまり気安く話しかけないでほしいんだよっ」

　ソラは水最の背中から顔をだすと、「べぇ」と舌を突きだした。リリバスはそんなソラの態度を気にすることもなく、ケタケタと愉快そうに笑う。

　……ソラが誰かに対して、子供みたいな対抗心や敵対意識を向けるのはべつに珍しいことでもない。水最のことが関わってくると、余計にそれが顕著になったりもする。

　だが、今日の彼女はちょっと様子が違った。リリバスは水最と敵対しているわけではない。瑠る衣いに対してのように「恋こい敵がたき」と称して、勝手に対抗心を燃やしているわけでもない。

　あくまで個人的な感情で、リリバスを嫌っている……というよりも、どこか恐れているようにさえ思えた。リリバス自体はソラに対して裏表のない好意を向けているので、その齟そ齬ごみたいなものが余計に水最の違和感を誘う。

　こいつらの間に、昔なにかあったのだろうか……？

「せ、先輩。あの人って」

　そのとき。脇にいた瑠衣が、水最の服の袖をちょいちょいと引っ張ってきた。

　瑠衣の視線は、リリバスのすぐ隣に向けられている。彼女も彼女で非常に驚いた顔をしており、食い入るようにそこにいる人物を見つめていた。

「あ？　どうした？」

　水最も瑠衣の視線を追って首を傾け───そこで、一人の男を見止めた。

　年齢は十代後半か、二十代前半といったところ。

　驚くくらいに整った容よう姿しをしており、腕を組んだ姿勢で仏ぶつ頂ちよう面づらのまま椅子に腰かけていた。頭にはリリバスと全く同じ型のサングラスが載せられている。

　おそらくは、あの男がリリバスのオペレーターなのだろう。

　しかし、瑠衣がそこまで驚く理由がわからなかった。確かにビックリするくらいの美男子ではあるが、そのことに対して舞い上がっている……というふうでもない。そもそも、瑠衣は出会った男の容姿云うん々ぬんで盛り上がるような、軽い性格でもなかった。

「なんだよ。なんでそんなに驚いてんだ？」

「せ、先輩。わからないんですかッ？」

「わからないって……なにがだよ？」

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　あの人、テレビの中で見たことあるんだよっ！」

　瑠る衣いの言葉を訝いぶかしんでいると、不意にソラが大声をあげてその男を指さした。

　テレビの中……？　そう言われれば、どこかで見た顔のような気も───。

「紹介するよ。彼の名は朝あさ桐ぎり竜たつ史ふみ。《人工魔女トライフルズ》リリバスのオペレーターだ。同時に、普段は若手俳優として芸能活動も行っている」

　機を見計らったように、メイスがそう紹介を加えた。

　水みな最もはそこでようやくハッとする。

　そうだ。この男の顔、前にニュース番組やテレビドラマの中とかで見たことがある。普段はテレビなどあまり見ないため、今の今まで気づけなかった。

　朝桐はメイスから紹介されたにもかかわらず、軽い会釈すら返さない。仏ぶつ頂ちよう面づらで天井を仰ぎ見ている。

「……余計な説明はいい、メイス＝アレクトリア。要件があるなら早く伝えろ。いい加減に時間の無駄だ」

「おや？　若い女性を中心に人気沸騰中の若手俳優とは思えない、冷たい態度だね。アイドルとかに限らず、テレビに出る奴やつってのはみんなそうやって裏表を使い分けているもんなのかい？　まあボクが言えた義理ではないけど」

「世間話は必要ないと言ったはずだ。これ以上くだらない話を続けるなら、俺たちは帰らせてもらうぞ」

　自分を雇っているクライアントに対しての態度とは思えない、横柄な物言いだった。いや、水最も人のことを言えた義理ではないのだが……。

　さすがに見かねたのか、中なか林ばやしが眉まゆ根ねを寄せて朝桐のほうへ進みでる。

　だがその前に、メイスが「まあまあ」と言って彼女を宥なだめた。

「しゃ、社長……しかし……！」

「彼の素っ気ない態度は今に始まったことじゃないだろ？　オペレーター、アサギリはどこまでも職人肌の傭よう兵へいだ。必要なこと以外には興味を示さず、私情を挟むのを最も嫌う。ただし、こちらの要望には全力を以もって応える。金で雇うにはもってこいの人材なわけだよ。だから、他の社長連中からも重宝されている。……どこかの誰かさんと違ってね？」

　最後の一言は皮肉を込めて、こちらに向けられているようだった。

　水最は不機嫌に鼻を鳴らす。……自分が金で雇われる傭兵としては落ちこぼれというのは、重々承知している。だから、特になにも言い返すつもりはなかった。

　メイスは「今のは褒め言葉だよ？」と含み笑いをしながら言うと、改めて姿勢を正して椅子に座り直した。

「さあ。挨拶も済んだことだし、そろそろ腰を落ち着けてくれるとありがたいな。君たちに、ボクから今回の依頼内容の説明をしようじゃないか」

　今の一連のやり取りを挨拶と言っていいのかは甚はなはだ疑問だったが、いつまでも突っ立っていてはまともに話が進まない。メイスに促されるまま、水最たちも長机の椅子に腰かけた。ちょうど、朝あさ桐ぎりたちとは向かい合うような形になる。

　水みな最もたちが席についたのを確認すると、メイスは改めて一同の顔を見回した。

「はてさて。───事前に話している通り、今ちょっとマズい事態に陥っていてね。この依頼はアレクトリア社個別のものでなく、魔導組合ＡＳＡ全体からの要請と考えてくれていい」

　メイスは、自分の左手にいる朝桐たちのほうへ視線を投げかけた。

「オペレーター、アサギリはもう大体の察しがついているんじゃないかい？　先日、君が関わった案件にも関係していることだよ」

　そう言われて、仏ぶつ頂ちよう面づらだった朝桐の眉まゆがピクリと反応を示した。

　彼の隣に座っているリリバスが、困った顔になって苦笑いをする。

「たはは……。ここでそのことに言げん及きゆうとは手厳しいねぇ、社長さん」

「べつに責めてるわけじゃない。むしろ、あの状況で君たちはよくやってくれたほうだと思っている。他のオペレーターと《人工魔女トライフルズ》だったら、間違いなく返り討ちに遭って、被害はもっと広がっていただろう」

　リリバスとメイスの間で交わされる会話を、水最は怪け訝げんな顔で聞いていた。

　どうやら、彼女たちの間だけで共通の理解みたいなものがあるらしい。朝桐はなにかをいうわけでもなく、黙ったままその話を聞いていた。

　困惑したように水最へ視線を投げかける瑠る衣いや、ポカーンとしているソラに気づいたのか、メイスが「ああ」と小さく相あい槌づちを打つ。

「悪い悪い。君たちを置き去りにしてしまったね。実は先日、そこのオペレーター、アサギリたちに、アレクトリア社のほうからある依頼をしたんだ。都市に潜伏する危険な魔術師の尻尾を掴つかんだから、ただちに捕ほ縛ばくしてくれ───ってね」

「都市に潜伏する魔術師だと……？」

　その言葉の響きに、水最はなにか胸騒ぎのようなものを覚えた。

「そう。だけど、その魔術師が中々のやり手でね。彼らを退けて、見事に逃げられてしまった。───これがその魔術師の詳細だよ」

　自分の手元に目を移したメイスは、そこに置いてあった資料のような紙束に手をかけた。長机の上をスライドさせて、水最たちのほうへよこしてくる。

　資料を受け取った水最は、資料の一番上にクリップで止めてあった写真へ目を向けた。

　瞬間、全身の毛がゾワゾワッと逆立つ。

「ミ、ミィくんっ！　こいつって……!?」

　横から写真を覗のぞき込こんだソラも、水最と同じように息を呑のむ。

　……写真には一人の青年が写っていた。

　ファー付きのジャケットに、あちらこちらから趣味の悪い鉄製のアクセサリーをぶら下げた威嚇的な出いで立たち。一方で、その表情には覇気のようなものがまったく感じられず、酷ひどく気だるげに見える。

　瑠衣が視線で「どうしたんですか？」と訴えてきたが、すぐに応じることができなかった。見間違えようがない。自分は以前に、この男と会ったことがある。

「魔導組合ＡＳＡによって制定された基準に則のつとるならば、危険レベルはＡ級。すなわち、最も凶悪とされるレベルの犯罪者だ。……魔術師、曲まげ師し幸こう次じ郎ろう。彼の名はそう言う」

　淡々と語るメイスは、軽く肩をすくめてみせる。

「ここ数年に起こった魔術師の犯罪行為。その裏に、必ずと言っていいほど彼の影がチラついている。それだけじゃない。彼のその背後にはもっと大きな何か───組織的な動きさえも感じられる。むろん、それも魔術師によって作られたものだろう」

「組織的な動き？　じゃあ、こいつは……？」

「魔術師によって作られた犯罪組織の幹部。おそらくはそんな感じだろうね」

　水みな最もは堪たまらずに顔をしかめた。

　魔術師の犯罪行為の裏で、暗躍しているらしいこの曲師という青年。さらに、彼の後ろには組織的な何かがついている疑いがあるという。

　……それなら。

　先月に起こった魔導災害のとき、こいつが自分たちの前に姿を現した意味とは───？

「気づいたかな？　そう、先月に起こった魔導災害の裏でも、彼が糸を引いていたのではないかという可能性がある。つまり、主犯であった魔術師エル＝エルマ＝エルガルのバックアップを行っていたのではないか？　……とね。案外、彼女もその男にそそのかされて犯罪行為に手を染めたのかもしれないよ？」

　魔術師エル＝エルマ＝エルガル。彼女は「自分の家族の形見を、人の手から奪い返す」と言って、水最たちと敵対した。

　しかし、彼女自身はごくごく普通の女の子だった。自ら進んで人を傷つける犯罪行為に手を染めるような奴やつではないと、水最も感じていた。

　もし、この青年がエルをそそのかし、先月のような事件を誘発させたのだとしたならば。

　……たぶん自分はこいつを許せないだろう。水最はそう思った。

「彼の目的は一切が不明。その裏にあると思おぼしき組織の詳細も謎だ。これまで捕らえることのできた魔術師たちから事情聴取をしても、有益な情報は何一つとして得られていない」

　メイスはうんざりとため息をついて、

「彼を捕らえることができれば、その裏にある組織とやらに近づくヒントも得られるだろう。今後の魔製都市の平穏を保つためにも、絶対に逃がしてはならない。───はずだったんだけどねぇ」

　メイスのその言葉で、再びリリバスが気まずそうな顔をした。朝あさ桐ぎりは相変わらず黙り込んでいる。

「万全を期して、ボクら魔導組合は最強の《人工魔女トライフルズ》を有するオペレーター、アサギリに依頼をした。魔術師、曲師幸次郎を捕ほ縛ばくせよと。しかし、彼は思いもよらない方法で、こちらの追手を退けた」

　メイスはあごをしゃくって、水最に資料のページをめくるよう促した。

　水みな最もは訝いぶかりながらもそれに従う。すると、紙一枚めくった次の紙面に、またべつの写真がプリントされているのを見つけた。写真は都市の一角を写しており、どうやら現場検けん証しようの資料であるようだったが───直後、同じ写真を目にした瑠る衣いから小さな悲鳴があがる。

　水最、そしてソラも、瞬間的に言葉を失っていた。

　写真に写り込んでいたのは俄にわかには信じられない光景。

　巨大な高層ビルが、その中心から斜めにバッサリと切り裂かれていた。

「なんだこりゃ……!?」

「言っとくけど、べつに撮影用のジオラマとかじゃないよ？　実際の現場写真だ。詳細が知れると都市が混乱するから、マスコミ関連には情報を秘匿してあるけどね」

　水最は写真から顔をあげて、メイスを見た。

「これを……この魔術師がやったってのかッ？」

「まさか。いくら手て練だれの魔術師でも、そんな冗談みたいな破壊を引き起こせるはずがない。考えられる可能性は主に二つ。一つは、こちらが予想だにしない破壊力をもった兵器───すなわち、彼が強力なエーテルギアを所持していたという可能性。まあ、ぶっちゃけるとこの可能性は低いね。エーテルギアは確かに強力な兵器だが、その起動には莫ばく大だいな魔力を有する。追われている彼自身にそんな余裕はなかったはずだし、付近に仲間の魔術師がいるっぽい反応も見られなかった」

「じゃあ、なんだってこんな……」

「結論を急せかすなよ。確かに、仲間と思おぼしき魔術師の反応は観測されなかった。しかし。その時刻、その現場に、魔術師とはまったく別種の魔力反応をこちらで捉えている」

　メイスはおもむろに人差し指を立てた。

　それをスゥッと動かし……指先を水最の隣にいるソラへと向ける。

「ふあっ!?　ソ、ソラっ!?」

「別に君個人ってわけじゃないよ。こちらが観測したのは、《人工魔女トライフルズ》の魔力反応だ」

　室内に緊張が走った。

　人工魔女の魔力反応？　それはつまり……魔術師が自らの逃亡手段として、《人工魔女》を使って都市を破壊したと言うことか？

「そ、そんなっ。魔術師が《人工魔女》を使うだなんてあり得ません！　そもそも、すべての《人工魔女》は貴方あなたがた魔導組合ＡＳＡが管理下に置いているはずでしょう!?」

「その意見は尤もつともだよ、ルイ・ミサキ。魔導組合もこの事態を受けて、すぐに管理下にある《人工魔女》の調査を行った。結果、現在起動している《人工魔女》に、確認された魔力反応は該当しないと判断された」

「…………ッ!?」

　ますます訳がわからない。

　魔力反応は《人工魔女》のもの。しかし、現存する《人工魔女》のどれにも該当しない。

　ならば、その現場にいた《人工魔女》とは一体───？

「そもそも。《人工魔女トライフルズ》とは人工魔術ブラツクアートを動力に起動する、生きた兵器だ。『物質』と『魔術』の融合。その技術を用いて、本来は生身の人間が体得しえない強力な魔術を、人工生命に無理やり植えつけている。だからこそ体にかかる負担も大きく、これまでに多くの《人工魔女》が廃棄になってきたわけで──────おっと、失礼」

　そこまで言って、メイスはソラとリリバスに目め配くばせをする。

　明け透けな物言いに、ソラは不愉快そうに眉まゆ根ねを寄せていた。リリバスも表情には出さなかったが、静かに目を伏せて黙り込んでいる。

　……メイスの言うことは真実だった。

《人工魔女》とは生きた兵器。戦うためだけに生みだされた道具だ。

　だからこそ、そんな無む茶ちやな技術を体内に埋め込まれ、エーテルギアにも比肩しうる力を得ている。それは同時に、彼女たちが人間として尊そん重ちようされておらず、初めから使い捨て前提で作られたことを意味していた。

「とにかくだよ。現在起動している《人工魔女》に該当するものはなかった。だけど、それが《人工魔女》の全てではない。三十年前の魔術師たちとの戦争、《大搾取カタストロフ》が発生してから現在に至るまで。限界を迎え、廃棄された《人工魔女》が数多くいた」

　そこまで聞いて、水みな最ももメイスが言わんとしていることを理解した。

「メイス、お前まさか。魔術師たちがその廃棄された《人工魔女》を拾いあげて、再利用しているとでも言いたいのか？」

「おお。察しがいいじゃないか、ミナモ。その通りだよ」

　眩暈めまいを覚えた。

　すでに使い捨てられた命を破壊行為のために再利用。魔術師という連中はそこまでするのか？　《人工魔女》というものを生みだした人間も人間だが、逆にそれを利用しようと考える神経を疑った。

《人工魔女》だって、ちゃんと生きているのに……。

　そんな考えが一瞬だけ胸中を過よぎって、水最は慌てて自分を恥じた。

　なにを偉そうなことを。自分だって、ソラを兵器として利用しているくせに。

「ミィくん……」

　こちらの思いを汲くんだのか、ソラが複雑そうな顔をして上目遣いに見てきた。

　水最は軽く首を振ると、「大丈夫だ」と言って彼女を宥なだめてやる。

「技術的な面から考えれば、魔術師が廃棄された《人工魔女》を再起動させることは難しくもないだろう。なにせ、人工魔術の源流は彼ら自身だ。自分たちの仇かたきであるはずの《人工魔女》を好き好んで修理するなんて、さすがに予想外だったけどねぇ」

　メイスは肩をすくめながら、椅子の背もたれに寄り掛かる。

「しかも、この破壊力だ。廃棄品の再利用だから長くは持たないと思うが、どう見ても現存する《人工魔女》を上回っている。むろん、現エースのリリバスさえもね。ボクらは仮にこれを『過去最強ロストナンバー』と呼称することにした」

　ロストナンバー。単純なネーミングだが、これ以上ないくらい言い得て妙でもあった。

　魔術師の手により、再び目覚めさせられた最強の《人工魔女トライフルズ》。魔導組合ＡＳＡが「緊急事態」と言って自分たちを呼びだしたことにも納得がいく。

「……待て。再利用って言っても、奴やつらはどこからそいつを手に入れた？　廃棄された《人工魔女》だって、適当に放置されてるわけじゃねえだろ」

「だから、急せかすなよ。これからそれについても話すところさ」

　水みな最もの質問に、メイスはやれやれと首を振った。

「中なか林ばやし。頼むよ」

「はい。承知いたしました」

　部屋の隅で待機していた中林が軽く頭を下げる。彼女はすぐさまスーツのポケットから小さなリモコンのようなものを取りだした。

「《人工魔女》が盗みだされた場所は、すでに大体の見当がついています」

　言いながら、中林は手元のリモコンを操作した。

　ほどなくして壁側に白色のスクリーンが下りて、プロジェクター装置が起動する。白スクリーン上に、魔製都市全体の見取り図のようなものが映しだされた。

「都市の北東部にご注目ください。この一角に、魔導組合が設けた特殊施設が存在します」

　中林はポケットからレーザーポインターを取りだすと、地図の右上に向かって照射した。

　ちょうどそこに、都市本土から少し離れた場所にある孤島のようなものがポツンと存在していた。地図を見て、水最は初めてそんなものがあったことを知る。

「これは───？」

「《絶界の墓標ビヴロスト》。ボクら魔導組合は形式的にそう呼んでいるよ」

　メイスが言葉を継ぐ。

「この都市にある人工魔術ブラツクアートとは切り離された場所。都市側からのまともな魔力供給は絶たれ、連絡手段の類たぐいも一切存在しない。まさに墓場───廃棄された《人工魔女》や人工魔術式の製品が投棄される、いわばゴミ置き場だよ」

　低くつぶやかれたその説明に、ソラが大きく身震いをした。

　廃棄された《人工魔女》が眠る墓場。《絶界の墓標》。地図上で初めてその存在を知った水最も、険しい顔で眉まゆをひそめた。

「《絶界の墓標》……ここに廃棄された《人工魔女》があるってのかよ」

「イエス。《人工魔女》という超兵器を『この場所に捨てました！』なんて公表できないから、一般人はおろかオペレーターにもその詳細は伝えてないけどね。廃棄された《人工魔女》は、例外なくこの場所で眠る。そして、通常は二度と目覚めることはない」

　メイスは「ふぅ」と息を吐いて、

「都市の営みから切り離された孤島。魔導組合の権限の下もと、最低限のＡＩプログラムだけで管理される無人の島。……どこから嗅ぎつけたか知らないけど、まさか魔術師に忍び込まれて、墓荒らしの憂うき目めに遭うことになるとはねぇ。人工魔術を忌み嫌う彼らが、廃棄品に興味を示すはずがない───という認識から、少し管理体制がずさんだったかもしれない。これは完全にボクら魔導組合ＡＳＡの非だよ」

「……憂うれえてる場合かよ。盗みだされた《人工魔女トライフルズ》の足取りはつかめてないのか？」

「おお。ちょうどいいところに突っ込んでくれるじゃないか、ミナモ。今の話と関連して、それが今回の君らに与えられる任務内容だ」

　メイスは気を取り直すように顔をあげ、こちらを見み据すえた。

「残念ながら過去に廃棄された《人工魔女》のデータは破棄されているため、この過去最強ロストナンバーがどのような個体なのかの判別はつかない。ただし、人工魔術ブラツクアートを糧とする《人工魔女》である限り、都市内に潜伏していればこちらの管制プログラムに引っ掛かる。居場所だけならすぐにわかるってことさ」

「なら、その過去最強は今どこにいる？」

　畳み掛ける水みな最もの質問に、メイスがゆっくりと腕をあげた。

　スッと。壁際にある白スクリーン上の地図を指さす。

　水最はハッとして地図上の孤島に目を向けた。

「《絶界の墓標ビヴロスト》……ッ」

「ほぼ確定と見て間違いない。今のところ、魔術師や《人工魔女》と思おぼしき人物が都市外に脱走したという報告はあがってきていないからね。彼らは未いまだに都市に留とどまっている。《人工魔女》の管制プログラムが及ばない、唯一の区域に。都市側からの魔力供給の絶たれた、誰もいない無人の島……裏切りの《人工魔女》を連れた魔術師が隠れるにはもってこいだろう？　好き好んでそんな辛しん気き臭くさい場所に寝泊まりする奴やつの気が知れないけど」

　茶ちや化かすように言って、メイスは再び一同をグルリと見回した。

　水最とソラ、それまで黙って話を聞いているだけだった朝あさ桐ぎりたちも僅わずかに身を固くする。

「君たち二人のオペレーターには、これからすぐにその現場に赴いて、過去最強の《人工魔女》の捜索にあたってほしい。見つけ次第、これを破壊してくれたまえ。……この任務、受けてくれるかな？」

　メイスの質問に、それまで一言も口を挟まなかった朝桐がゆっくりと頷うなずいた。

「了解した。俺とリリバスは受けさせてもらおう。先日の借りも残っていることだしな」

「きゃはっ♪　マスターったら平気そうな顔してたくせに、前の失敗のことを意外と気にしてたのね～。大丈夫、今度は愛いとしのマスターに恥なんかかかせないもんっ♪」

「余計な口を叩たたくなリリバス。耳障りだ」

「ふぇ？　あ、あううぅぅぅぅ……」

　朝桐たちの返事に、メイスは満足げな表情で頷き返した。

　続いて水最に視線を向ける。

「では、ミナモ。君のほうはどうかな？」

　水最は顔をしかめた。……都市の平和を脅おびやかすかもしれない凶悪な魔術師。そして、そいつが再起動させたという過去最強の《人工魔女》の破壊───。

　重大な任務だ。しかも、話の流れからすると朝あさ桐ぎりたちと手を組む形になるらしい。

　どうしてそんな任務に自分なんかが選ばれた？　そう思わなくもない。ただそれ以上に、水みな最もの視線は手元の資料にある魔術師の青年に向けられていた。

　先月の魔導災害の裏で、糸を引いていたというその青年。

　彼は何を思い、何を目的として、エルにあんなことをさせたのか？

　知らなければならない。それがあの事件に関わった自分の責任のようにも感じたから。

「……了解した。こちらも異存ない」

「ふふっ。助かるよ。それでは、ミナモ、アサギリ。君たちへ魔導組合ＡＳＡを代表するボクから、改めて任務内容を伝えよう。ただちに魔術師の潜伏場所と思おぼしき《絶界の墓標ビヴロスト》へ向かえ。そして、都市を脅おびやかす危険性のある過去最強ロストナンバーの《人工魔女トライフルズ》を破壊せよ」

　依頼主の宣言に、傭よう兵へいたちはそれ以上の物を言わずに席から立ちあがった。





　　　　　　　//






「ああ、ルイ・ミサキ。君にはこれから別個に話したいことがある。というか、君をここへ呼んだのはそっちが本題だから。悪いけど、少し残ってくれ」

　水最たちがアレクトリア社のミーティングルームから退出しようとしたその矢先。

　椅子に深々と腰をかけたままのメイスが、立ち去ろうとしていた瑠る衣いの背中に向かってそう声を掛けた。

　ビクリと肩を震わせた瑠衣は、メイスを振り返る。

「わたし……ですか？」

「そう。用があるのは君一人だよ。だから、他の人間にはご退出願おうか？」

　メイスの嫌いや味みったらしい言葉が、足を止めていた水最に向けられる。

　瑠衣が咄とつ嗟さに視線をメイスから逸そらして、不安そうにこちらを見てきた。水最も無言で眉まゆ根ねを寄せて、メイスを睨にらみつける。

「睨むな睨むな。べつに取って食おうってわけじゃない。こちらから彼女個人に話を通すことは、ちゃんと警察上層部にも伝えてある。ボクが彼女になにかしようもんなら、あちらさんが黙っちゃいないよ。そんな地雷を踏むほどボクもバカじゃない」

　ヘラヘラと笑うメイスは、肩をすくめながらそう言う。

「余計なことに首を突っ込もうとするなよ、オペレーター。君はこれから重大な任務に臨むんだ。下手をすれば死ぬかもしれない。他人のことをいちいち気にしている場合かな？」

　嫌味っぽくはあった。だが同時に、正しくもあった。

　水最は浅く息をつくと、瑠衣を見る。

　少し肩を震わせている彼女に向かって、力強くうなずいてみせた。

「……メイス。こいつに少しでもおかしなことをしたら───」

「だから大丈夫だって。ナイトさまは心配性だなぁ」

　メイスの皮肉を鼻であしらい、水みな最もは背を向けた。扉を出て、その場から姿を消す。

　社長秘書の中なか林ばやしは、オペレーターたちのナビゲートを続けるため同じく退出。だだっ広いミーティングルームに残ったのは、瑠る衣いとメイスの二人だけになった。

「それで。わたしにお話とはなんでしょうか？」

「まあまあ。とにかくこっちに来て座りなよ」

　メイスの馴なれ馴なれしい態度を胡う散さん臭くさくは思ったが、相手は大企業の社長で、自分はいち捜査官にすぎない。大人しく従うことにした。

　メイスは瑠衣が自分の近くに腰かけるまで、ニヤニヤと笑って見つめ続けていた。

「それじゃあまあ。お互いに忙しいし、さっそく本題に移ろうか。今日は君に、ボクのほうから渡したい物があるんだ」

「渡したい物？」

「これだよ」

　言って、メイスは長机の下の収納スペースから何か箱のようなものを取りだした。

　四十センチほどの大きさの箱だった。厚みもそれなりにある。瑠衣は怪け訝げんな顔をして、差しだされるその箱を見つめる。

「これはなんですか？」

「開けてみればわかるよ。きっと、今の君が一番必要としている物だ」

　メイスの意味深な言葉に警戒心を強めつつも、瑠衣は恐る恐るその箱に手を伸ばす。

　持ち上げてみると、それなりの重量があった。とりあえず差し迫った危険性を感じなかったので、そのまま蓋を開けてみる。

「……拳銃？」

　箱の中には、一丁の拳銃が収められていた。

　作りは非常にシンプルで、何の変へん哲てつもない中折れ式の単発銃であった。見たところ、人工魔術ブラツクアート式が内部に組み込まれている様子もない。

　疑問の視線を向けると、メイスは「チッチッ」とおかしそうに舌を鳴らした。

「大事なのはそっちじゃない。ほら、銃の隣に専用の弾丸があるだろう？」

　視線を箱のほうへ戻すと、なるほど、確かに拳銃の隣に一発の銃弾が収められていた。

　瑠衣はその銃弾から、なにか言い表しようのない不快感を覚える。

　この感覚には覚えがあった。不可視ではあるが、肌にねっとりと張り付くような感じ。瑠衣が最も苦手とし、そして最も憎んでいるものだ。

「この銃弾……エーテルギア？」

　驚きよう愕がくに目を見開いて顔をあげると、満足げに微笑ほほえむメイスがうなずいてみせた。

「そいつは特別性でね。魔導組合ＡＳＡのほうで調整を加え、ただの人間にも扱えるよう加工したものだ。いやぁ、本当に苦労したよ。なにせ、エーテルギアは魔術師が誇る英知の結晶だ。それを手探りで解明し、実用化にまで持ってくるのに、魔導組合の技術を総動員で十年以上もかかってしまった」

「エ、エーテルギアを人間が使えるように調整？」

　荒こう唐とう無む稽けいなメイスの説明に、瑠る衣いは堪たまらずに目を白黒させた。

　エーテルギアとは強力な魔術兵器。そして、魔術師たちが所持していた貴重な魔術的遺産だ。これらを研究・解明することで、企業団体は人工魔術ブラツクアート式を作りだすことに成功した。ソラやリリバスなどの《人工魔女トライフルズ》も、その研究の成果である。

　そのエーテルギアを。今まではただの教材、もしくは研究サンプルでしかなかったエーテルギアを、魔導組合ＡＳＡは人間が実用できるまでに解明したと言うのだろうか……？

「そんな……エーテルギアは危険な代物ですッ。仮に実用化に成功していたとして、破壊をもたらす兵器には違いありません。それをどうして───」

「人間と魔術師の戦争、《大搾取カタストロフ》からすでに三十年以上が経過した。それでも、未いまだに人間と魔術師の間で争いは収まらない。今の魔術師たちを、人間が押さえつけていられる最大の理由はなんだと思う？　───それは、《人工魔女》の存在があるからだよ」

　戸惑いを隠せない瑠衣とは対照的に、メイスは涼しい顔でそう答えた。

「もちろん、単純な数や物資量で人間が上回っているというのもある。だけど、やはり対魔術における最大戦力は《人工魔女》だ。警察の人間である君にこんなことを言うのもあれだが……もし人類がオペレーターと《人工魔女》の存在を欠いた場合、今のような平和な生活をどれほど保てると思う？」

　その質問に、瑠衣は答えることができなかった。













　……三十年前の《大搾取カタストロフ》。それを終息まで持ち込んだ最大の功こう労ろう者しやは、間違いなく《人工魔女トライフルズ》だ。人工生命であることを理由に、人間としてのすべての権利を奪われ、ただの兵器として運用されてきた《人工魔女》。今ではその行為が非道徳的であるという意見も増えて、《人工魔女》の生産は止められている。

　一方で、現在においても《人工魔女》は魔術犯罪の解決に役立てられていた。

　先月に起こった魔導災害がいい例だ。もし《人工魔女》の存在がなかったら、警察の力だけでは被害をあれだけにとどめることなど到底できなかっただろう。

「そうさ。誰もが認めるほど、《人工魔女》という戦力は人類にとって欠かせない。……では、少し質問を変えようか。現在まで生き残っている《人工魔女》。そのすべてが活動を停止し、使い物にならなくなるまで、あとどのくらいの猶予があるかな？」

「……っ」

　瑠る衣いは下唇をギュッと噛かみしめて、メイスを見た。メイスの端たん麗れいな顔には、先ほどまでの飄ひよう々ひようとした様子からは想像できないほど冷酷な笑みが躍っている。

「大丈夫。間違ってもオペレーターや《人工魔女》───ミナモやソラにはそんな質問をしないよ。だけど、事実は事実だ。《大搾取》が起こった当時は、約三千体にもおよぶ《人工魔女》が生産された。しかし、戦時中に命を落としたもの、そしてこれまでに限界を迎えて活動を停止したもの……それらを差し引くと、今残っているのは三十にも満たない。さらに、その残った少数がこれから動き続けていられるという保証はどこにもない」

「そんな……そんなのは……！」

「気持ちはわかるよ？　ボクだってこんなことを言うのは辛い。しかし事実である以上、企業の代表の一人としてボクはこの問題に向き合わなければならない」

　メイスはわざとらしい仕草でため息をつき、

「魔導組合ＡＳＡの中にはね。《人工魔女》の再生産を行おうという意見もある。減ったならまた増やせばいいっていう実に単純な考えだ。自分たちに危機が迫ってるんだから、人道主義者ぶって《人工魔女》の生産に反対していた連中も押し黙るだろう。最初はボクもそのプランでいいかなと思った。───だけど、そんな中で今回の事件だ」

　今回の事件。瑠衣はメイスが言わんとしていることを理解し、大きく息を呑のむ。

「魔術師による《人工魔女》の再起動……」

「その通り。さっきも言った通り、今までボクらは『魔術師に人工魔術ブラツクアートを逆利用されない』という前提で動いていた。だが、奴やつらはここに来てスタンスを変えてきた。人間に勝つためならば、魔術を奪われた忌まわしい象徴さえも利用すると。こうなってくると下手に《人工魔女》を量産することは、自分たちの首を絞めることにつながりかねない。彼女らは魔術を動力とするただの物であり、兵器だ。どうしたって魔術のエキスパートである魔術師たちの手に渡れば、うまく利用されてしまう」

　メイスは軽く指を鳴らし、

「そこで、話は元に戻ってくる。裏で進められていたエーテルギアの解明と、人間の手による実用化の計画。戦うのが人間ならば、魔術師側に寝返る心配はない。わざわざ《人工魔女トライフルズ》を再生産するという手間も省ける」

　語られるメイスの話に、瑠る衣いは酷ひどい嫌悪感を覚えた。

　確かに、理屈としては合理的だ。しかし、勝つためならば何でも切り捨て、何でも利用しようという姿勢が、どうしても好きになれなかった。

「……どうして。わたしなんですか？」

「ん？　調整されたエーテルギアを受け渡されたことかい？　……いい質問だね。正直に言ってしまうと、まだこのエーテルギア実用化計画は完璧じゃないんだよ。理論上では出来上がっているんだが、本当に大丈夫なのか試運転が必要だ」

　メイスはピッと指先を瑠衣に突きつけて、

「ルイ・ミサキ。こちらで調査したところ、生まれついての魔力耐性という点において、君は逸材だ。是非とも我が社の新製品のテスターになってもらいたい。魔製都市の───いや、人類の未来のために」

　あまりに図ずう々ずうしい物言いに、怒りさえ湧いてこなかった。

　要するに、まだ未み検けん証しようの技術の実験台になれと言われているのだ。人類の未来のため、なんて体ていのいい文句にもほどがある。

「……警察の上層部はこのことを了承したんですか？」

「もちろん。安全面を充分に保障した上でね。ただ勘違いしちゃいけないけど、これは強制ではないよ？　君の意思が一番に尊そん重ちようされる。警察上層部は、その条件で君にこの話を回すのを許してくれた」

　瑠衣は、手元にある銃弾に視線をおろす。

　エーテルギア。危険な魔術の集大成、瑠衣が最も憎むもの。

　こんなものがあるから、争いが起こる。

　こんなものがあるから、自分の大切な人達が傷つけられてしまう。

　いくら人類が必要に迫られているからと言って、その流れに呑のまれてしまうのはなにか違う気がした。そんなの、勝つために都合よく《人工魔女》を利用し始めた魔術師たちと同じではないか。

　この話は断ろう。そう思った。

　しかし、顔をあげたそのタイミングで、

「ああ、そう言えば。話は少し変わるんだけどね？　先月の魔導災害の主犯───魔術師エル＝エルマ＝エルガルを収容した都市外の拘留施設が、つい数日前に何者かの手によって襲撃を受けたそうだよ」

「───っ!?」

　見計らったように、メイスがそう切り出した。

　瑠衣は瞬間的に息を詰まらせつつも、なんとか喉から声をしぼりだす。

「襲撃!?　そ、その後はどうなったんですか!?」

「幸い、死人は出なかったみたいだよ。ただ、罪人エル＝エルマ＝エルガルは、残念なことに連れ去られてしまった。おそらく魔術師たちの手による犯行だろう。さっき話した魔術師による集団組織が関係しているのかもしれない」

　口ではそう言うものの、メイスはどこか楽しんでいるようにも思えた。

「数日中に、警察上層部から君たちのほうへ連絡もいくだろう。ニュースなどのメディアで報道されるのも時間の問題だろうね。───君としては心配だよねぇ？　なにせ、君の大切なナイトさまは、あの魔術師の少女を一度助けようとしたんだ。雇い主のボクに逆らって、自分の立場を危険に曝さらしてまで。もし彼女が再び彼の前に現れ、同情を誘うような甘い言葉で囁ささやきかけたら？　一体どうなるのかなぁ？」

　最後のほうは挑発するような口調で、メイスは瑠る衣いにそう問いかけた。

　瑠衣は激しく表情を強こわ張ばらせる。メイスの言葉をバカバカしいと笑い飛ばすことができない。だって、あの人はそういう人なのだ。

　普段は冷たい態度を取っているけど、本当は誰よりも優しくて。

　一人で抱え込んで、思い悩んで、無理をして。

　一度は裏切られたのに───また誰かを信じようとする。

「繋つなぎ留とめなきゃ。もうどこにも行ってしまわないように。彼がまた騙だまされて、ひどく傷つけられないように。……そのためには力が必要だ。大切なものを、魔術師という害悪から守るための力。ほら、ソレは君に必要なものだろう？」

　瑠衣は何も答えなかった。

　ただ黙って、手元の銃弾───強力な魔術兵器を食い入るように見つめる。

　メイスは満足がいったように、ポンと手を叩たたいた。

「どうやら、交渉成立みたいだね。それは君に預けよう。ただ、一つだけ条件があるんだ」

「条件？」

「しばらくの間、ボク専属の護衛として近くについてくれ。そうすればボクも直接、そいつの試運転の様子が見られるからね。いかがかな？」

　瑠衣は眉まゆ根ねを寄せる。それから、部屋の扉のほうへチラリと不安げな視線を投げた。

　メイスは瑠衣の思いを理解したように、「ああ」と返事をする。

「彼のことが心配なんだね？　過去最強ロストナンバーの《人工魔女トライフルズ》なんてものが絡む、危険な任務だからねぇ。まあでも、心配はいらないさ。今回は魔導組合ＡＳＡの現エースである《人工魔女》リリバスと組ませている。それだけじゃない、他何人かのオペレーターたちも、先行して現地に送り込んであるんだ。ぶっちゃけ、戦力的には都市本土よりも安全だと思うよ？」

「でも……っ」

「今の君が行ったところで、何の役にも立たない。だからこそ今はボクの下もとで力を身につけたまえ。こちらも君を大事なテスターとして全力でバックアップしてあげるつもりだよ」

　メイスの提案は理にかなっていた。瑠衣はなにも言えなくなる。

　……水みな最ものことは心配だ。しかし、今の自分では足手まといにしかならない。自分の無力さは、以前の事件のときにイヤというほど噛かみしめている。

　散々に思い悩んだ挙句、結局は素直にうなずくしかなかった。

　メイスはニヤリと不敵な笑みを湛たたえる。

「では。さっそく明日から、頼んだよ？」

　軽い口ぶりで言って、メイスは席から立ちあがった。

　瑠る衣いは今一度、手元の銃弾に目をおとす。

　そして、まるで自分の想おもいを込めるかのように、手の平にギュッと握り込んだ。




　───わたしが。先輩を守れるようにならなきゃ。






　　　　第二章　絶界の墓標









　沿岸の公道を進みしばらくすると、やがて巨大な吊つり橋ばしが視界に入ってきた。

　海上に架けられた橋長はおよそ三キロにもおよび、明かり一つ灯ともらないその先にぽっかりと穴があいたような闇が広がっている。すでに日が暮れたこともあって、車両に取り付けられたライトだけが唯一、進行方向の頼りであった。

　水みな最もは今、道路を走る輸送車の助手席に座っている。

　アレクトリア社製、人員輸送車両《スレイプニル》───。薄めの装甲板に覆おおわれたワンボックスタイプ車両で、後部座席を仕切るように厚めの鉄板が敷かれている。見た目もそれなりにいかついソレは、前方に見えてきた巨大な吊り橋へと向かっている最中だった。

「あれが《絶界の墓標ビヴロスト》ってやつか？」

　前方の闇を見み据すえながら、水最は小さくつぶやいた。

　残念ながら、この暗さなのでハッキリとした全容は確認できない。

　だが、吊り橋のその先に、ぼんやりと見える『何か』が確かにあった。

　───たぶん、それは島だ。

　都市本土とは切り離された形で存在する、それなりの面積がある孤島。廃棄された魔術由来の製品が格納されているというその場所は、メイスが言っていた通り、一切のエネルギー供給が行われていないようだった。

　水みな最ものつぶやきが聞こえたのか、運転席でハンドルを握る人物が横目を送ってきた。

「そうだ。あの孤島こそが《絶界の墓標ビヴロスト》。廃棄された《人工魔女トライフルズ》の眠る地」

　低い声でその人物───オペレーター、朝あさ桐ぎり竜たつ史ふみは応える。

　フロントガラスから外を眺めていた水最は、目を丸くして隣を見た。

　……この男。ちゃんと喋しやべれたのか？　いや、そんなことを言うとバカにしているように聞こえてしまうかもしれないが。そういう意味でなく。

　昨日、水最たちがメイス＝アレクトリアから依頼された、過去最強ロストナンバーの《人工魔女》の破壊任務。そこから一日を準備に費やし、今日の夕刻ごろに再度集合して、出発したわけだが……。ここまでの道中、この男はずっとだんまりだった。

　最初から無駄口を叩たたくのを嫌っていたし、てっきりこちらと口を利くつもりなどないのかと思っていたのに。

「？　なにを驚いた顔をしている？」

「……いや、なんでもない。それよりも、あんたはあの場所のことについて詳しいのか？」

「詳しくはない。メイス＝アレクトリアから伝えられた程度のことだけだ。人は住まず、荒廃した土地。貴様の認識と大した変わりはない」

「じゃあ。廃棄された《人工魔女》がどんなふうになってるか、あんたは知ってるか？」

「知らんな。興味もない」

　質問を投げかけた水最に、朝桐は冷たい一いち瞥べつを向ける。

「どうしてそんなことを気にする？」

「気にしているわけじゃない。ただ───」

　ただ。その言葉の続きがうまく言えなかった。

　どうしてそんな質問をしたのか。答えは単純だ。自分自身のことじゃない、ソラについて少し心配になったのだ。壊れた《人工魔女》が投棄される土地。そんな光景を目まの当あたりにして、あいつはどう思うのだろうか。

　複雑な気持ちで考えていると、朝桐が浅い息を吐いた。

「やめておけ。考えるだけ無駄だ」

「……は？」

「貴様が所有する《人工魔女》。確か、ソラと言ったか。あの《人工魔女》のことを気遣っているのだろう？　ハッキリと言わせてもらう。そんな行為は無駄だ」

　突き放すような口調に、水最は思わず眉まゆをひそめた。

「どういう意味だ？」

「そのままの意味だ。《人工魔女》。彼女らに、人間と同じような感性などない。戦うために作りだされ、そう生きるようにプログラムされた、ただの破壊兵器。そんなものに人間が同情したところで、有益なものなどなにも生まれない」

　輸送車の車内に、にわかに険悪な空気が流れ始めた。

　確かに《人工魔女トライフルズ》は兵器かもしれない。水みな最ももソラをそう扱っている。

　しかし、だからと言って、「何も感じない」というのは言い過ぎではないか？　少なくとも、水最の知るソラはよく笑うし、よく泣くし、よく怒る。

　反論してやろうかと口を開きかけた。

　だが、そのとき。鉄板で仕切られた後部座席のほうから、ドシンッと大きな音が響く。

「───ちょ、リリバス！　い、いきなり擦すり寄よってこないでほしいんだよっ！」

「え～。いいじゃんいいじゃんっ♪　せーっかく、久しぶりにこうして二人きりになれたんだからさ♪　もっと親交を深めようよ、ソラ～」

「そんなの御免なんだよっ。ミィくん、助けてぇっ！」

　鉄板に取りつけられた小窓から、少女二人の甲高い声が飛んでくる。

　水最はとたんに半眼になって、背後に一いち瞥べつを送った。

「やかましい。移動中くらいは静かにしろ」

「だってだって！　このハレンチ女が、さっきからソラのあんなとこやこんなところを撫なでまわしてくるんだもんっ！」

「はぁ？　……そんなことしてんのか、お前？」

「誤解だよぉ、ソラのオペレーターくん。これはただのスキンシップ♪　大切なトモダチのソラともっと仲良くなるための儀式だも～ん♪」

　小窓から顔を覗のぞかせたリリバスは、こちらに向かってチロリと舌をだした。

　……これが魔導組合ＡＳＡのエース。最強の《人工魔女》。

　とてもそうとは思えない。無邪気でおちゃらけた少女だ。

「それをセクハラっつーんだよ。うちのにヘンなちょっかいだすな」

「えー。いいじゃーん、このくらい。どうせ君だって、いつもソラに同じようなことしてるんでしょ？　わかるよぉわかるよぉ。ソラってばこんなに可愛かわいんだもの♪　ついついイタズラしたくなっちゃうよね～」

「しとらんわッ。一緒にするな！」

　思わず怒鳴りつけると、リリバスがおかしそうにケタケタと笑った。

「ソラのオペレーターくんって面白いっ♪　ソラが楽しそうにしてるのもわかるよ。君の隣にいるこの子、昔よりもキラキラしてるもの」

「……バカにしてんのか」

「ちがうちがう。褒め言葉、褒め言葉っ♪　なにはともあれ、君たちとペアが組めることになって嬉うれしいな♪　今回の仕事は楽しくなりそう♪」

　リリバスは悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべて、運転席の朝あさ桐ぎりを見やった。

「ねっ、マスター？」

「俺に振るな。知らん」

「うへぇ。マスターってば、相変わらず冷たいんだから。少しはソラのオペレーターくんを見習って、もっと優しくしてちょーだいよ」

「貴様がそれを望むなら。優しくしてやってもいいがな」

「おう？　い、意外にポジティブな返答……。でも、まあいいや。あたしはこのままのほうが気楽だし。マスターはクールで事務的なほうがカッコいいしねっ♪」

　そう告げたリリバスは、クルリとソラに向き直る。

「そんじゃま。なにやらオペレーターさん同士で込み入った話をしていたみたいだし？　これ以上邪魔するのもなんだから、あたしらはあたしらでスキンシップを続けよソラっ♪」

「にゃああああああ──────────っ!?」

　そして再び、後部座席のほうでドシンバタンッと始まる。

　水みな最もは嘆たん息そくして、前に向き直った。

　ふいと見ると、朝あさ桐ぎりの横目がこちらに向けられていることに気づく。

「……なんだよ。なんか文句あるか？」

「オペレーター、錺かざり矢や水最。貴様は変わった男だな。噂うわさに聞いていた通りだ」

「は？　噂？」

「落ちこぼれのオペレーター。与えられた任務中におよそ傭よう兵へいらしくない行動を取り、クライアントの意向とはべつの結末に持っていく。貴様を好き好んで雇うのは、メイス＝アレクトリア以外にはいないと聞く」

　朝桐の言葉に、水最は堪たまらずイヤそうな顔をした。

「うるせえな。ほっとけよ」

「べつに。貴様のやり方をとやかく言うつもりはない。ただな───」

　朝桐は視線を騒がしい後部座席に向けて、

「今回の任務。お前らとペアを組みたいと初めに言いだしたのは、リリバスだ」

「なに？」

「あいつは、貴様が所有する《人工魔女トライフルズ》と縁が深いらしくてな。先月の魔導災害時に現場復帰したことがわかったからと言って、ペアを組むなら貴様ら以外とはイヤだと騒いだ。普段はそんなに頑かたくなに自己主張をするような奴やつじゃないんだがな。魔導組合ＡＳＡも最強の《人工魔女》の要望を無む下げにもできず、この人選になったわけだ」

　朝桐の鋭い視線が、水最へ戻ってくる。

「俺自身も、前々から噂に聞いていた貴様らには少し興味があった。俺は俺の仕事のやり方しか……傭兵としてのやり方しか知らない」

　そう言う彼の鋭い目が、さらに細められていく。

「以前、俺はリリバスに問とい質ただしたことがある。お前の望みはなんだ───と。あいつは笑顔のままこう答えた。『破壊するための兵器としての正しい用法要領で、あなたがあたしを使ってくれること』だと。……《人工魔女》。彼女らはどこまでいってもただの兵器でしかない。根本からそう作られている。俺は仕事道具として彼女に接し、無心に与えられた任務を完遂させる。それが傭よう兵へいの正しい在り方だと思うからだ」

　貴様は、貴様の《人工魔女トライフルズ》は、違うのか？

　最後は囁ささやくくらいの小さな声で、朝あさ桐ぎりは水みな最もにそう問とい質ただした。

　その質問に水最は即答できない。

　傭兵として正しいのは確実に朝桐のやり方だ。誰もが言う通り、自分が異端なんだろう。

　でも───。

「……余計なことをしゃべりすぎた。忘れてくれ」

　しばらくの沈黙の後、朝桐が静かにそう言った。

　それからは前方の暗い夜道に視線を戻し、一言も口を利かなくなる。

　水最もそれ以上、彼と話を続ける必要性を特に感じなかった。

　朝桐と同じように黙り込んで、窓から外の闇を見つめる。

　……窓ガラスに反射する自分の顔を見て、自然とため息が漏もれた。







　入り口付近に設けられた検問をパスして、長く延びる吊つり橋ばしを渡りきったその後。

　孤島の入り口に差しかかったところで、輸送車《スレイプニル》はゆっくりと速度を落として停止した。

　朝桐はシートベルトを外しながら、運転席の扉を押し開ける。

「ここから先は徒歩で行く。異論はないな？」

「わかってるよ。───ソラ」

　呼びかけると、後部座席のほうでも扉の開かれる音がした。

　その音を確認してから、続いて水最も助手席から外へでる。

　孤島には薄い夜霧が漂っており、照明のない暗闇と相まって、非常に前方の見通しが利きづらかった。同時に、思わず身震いしてしまうくらい不気味な雰囲気でもある。

　───《絶界の墓標ビヴロスト》。

　元々は都市機能を有していたらしく、荒廃した高層ビル群の影がいくつも立ち並んでいるのが確認できる。ゴーストタウン……とでも言えば表現的に正しいだろうか。

　路面もすっかり荒れ果て、無数の瓦が礫れきが散乱していた。いくら長距離移動用の輸送車と言えども、さすがにこの悪路は走行できない。これは依頼元であるアレクトリア社から事前に聞いていた情報でもあったので、水最たちもここからは徒歩で進む腹積もりでいた。

　夜霧の先にうっすらと浮かび上がる孤島の全容を仰ぎ見ていると、不意に横からトテトテと忙せわしない足音が響いてきた。

　振り返ると、ちょうど両手に荷物を抱えたソラが近づいてくるところだった。

「はい、これっ。ミィくんのぶんだよっ」

「ああ。さんきゅな」

　軽く礼を言って、ソラから自分用のバックパックを受け取る。

　バックパックには寝袋や、数日分の食糧などが収められていた。ここはまともな宿泊施設もない、隔絶された孤島だ。ターゲットを見つけて破壊しない限り都市本土に帰還できないので、野営に必要な道具も用意してある。

　小さめのバックパックを背負うソラは、心なしかウキウキとしていた。

「……なに楽しそうにしてんだ、お前？」

「だってだって！　こうしてると、なんだかピクニックみたいなんだもんっ。ミィくんとピクニックなんてソラ、初めての経験なんだよっ」

「ピクニックって……。お前な。これは企業からの任務だ。大体、こんな辛しん気き臭くさい場所でピクニック気分なんかになれるかよ」

　水みな最もはやれやれと嘆たん息そくしつつ、周囲の景色を見回す。

　すると、満面の笑みだったソラの表情が俄にわかに引きつった。

「た、確かに。オバケとか出そうな雰囲気ではあるけど……」

「オバケで済めば有難いけどな」

「うぅぅ……お、おどかさないでほしいんだよ、ミィくんっ。大体、どうしてこんな遅くて暗い時間帯を選んだの？　真っ暗でなにも見えないんだよぉ」

「文句を言うな。吊つり橋ばしからこの島へ渡る最中、オレたちには身を隠す術すべがない。だからこそ、敵に覚さとられる可能性を減らすために夜間の潜入を選んだ」

　吊り橋を渡る際、朝あさ桐ぎりも輸送車のライトを落とし、なるべくエンジン音を立てないようにゆっくりと進んでいた。これで敵の目を誤ご魔ま化かせたかどうかは正直微妙なところだが、真っ昼間から堂々と乗り込むよりは幾分かマシだろう。島にさえ辿たどり着ついてしまえば、あとは身を隠しながら内部を探索できる。

　ふっと顔を上げると、輸送車の近くで朝桐とリリバスの姿を確認した。

　朝桐は耳元に小型の通信機みたいなものをあてがい、渋い表情をしている。

「……おかしい。先遣隊との通信が繋つながらない」

「先遣隊？」

「この《絶界の墓標ビヴロスト》には、俺たちに先行してすでに幾人かのオペレーターと《人工魔女トライフルズ》が送り込まれている。実地の現状調査も含めて、魔術師および過去最強ロストナンバー討伐の本命である俺たちが、万が一にも敵の罠わなにかかったりしないように……という保険の意味でな」

　そう言う朝桐の耳元では、人工魔術ブラツクアート式の通信機から浮きでた魔法陣が、クルクルと回転を繰り返していた。

　水最は眉まゆ根ねを寄せる。

「先行してオペレーターと《人工魔女》を送った？　おいおい。それって、オレたちのことも含めて、魔導組合ＡＳＡは今回の作戦に相当の戦力をつぎこんでることになるぞ。都市本土の防衛とかは大丈夫なのかよ？」

「さあな。ただ、今回の作戦についてはアレクトリア社が指揮を執っている。ここに送り込まれているのも、メイス＝アレクトリアが懇意にしているオペレーターばかりだ。要するに、他の会社のジジイ共は、自分の身を危険に曝さらすのを嫌ったのさ」

　朝あさ桐ぎりの説明に、水みな最もはますます複雑そうな顔をした。

　つまり、彼が言っているのはこういうことだ。

　今回の過去最強ロストナンバーの討伐には、多くのオペレーターと《人工魔女トライフルズ》を投入する必要があった。しかし、そうしてしまうと必然的に都市の防衛がおろそかになる。魔導組合ＡＳＡの各企業代表は自分たちの周囲から防衛用の《人工魔女》を排するのを嫌って、すべての責任をメイスに押しつけたのだ。

　そうなると、メイスは自分の身を危険に曝してまでこちらに任務を依頼したことになる。

　胡う散さん臭くさくて信用ならない奴やつではあるが……どうやら「都市の未来を守りたい」という気持ちは本当であるようだった。

「……つっても。やっぱり心は許せねえよな」

　瞬間的に抱いたメイスへの好印象を、水最はすぐに振り払う。メイスを信用できるかどうかは、やはりこれとは別問題だと思った。

　そうこうしているうちに、朝桐が小さく舌打ちをして通信機の電源を切る。

　隣のリリバスが困り顔で肩をすくめてみせた。

「あいやー。ダメみたいだねぇ」

「この環境下だ。通信が繋つながりにくいという事態は充分に考えられる。だが、これだけ試してみても一向に応答がないと言うことは───」

「全員、やられちゃった？」

　その瞬間。あどけなかったリリバスの横顔が、不意に笑った。

　水最は全身に怖おじ気けを感じる。……笑った？　しかも、ただの笑いじゃない。まるで待ちに待ったご馳ち走そうを目の前にした猛獣を彷ほう彿ふつとさせる、凶暴な歓喜に満みち溢あふれた笑いだ。

　隣を見ると、ソラが怯おびえたように身震いしていた。すかさず水最の服の袖をギュッと掴つかんで、なにかに耐えるように身を固める。

　……思いつく限りで最悪な状況、最悪な可能性が示唆されたこの場において。よりにもよって、リリバスは今まで見たことがない歓喜の表情で笑った。

　おそらく、それこそが彼女の本質。魔術兵器として造りだされた彼女の本懐なのだろう。

　なら───ソラは？

「確定したわけではない。だが、そういった事態も想定した上で動く必要があるだろう。……過去最強の《人工魔女》。なんにせよ、俺たちがここで討たねば都市が危険に曝される」

　朝桐の言葉で、水最はハッと現実に立ち返った。

　確かに。もしも、先行してこの島に乗り込んだオペレーターたちがすでにやられていた場合、敵はそれだけの危険性を孕はらんでいるということになる。

　自分たちが食い止めなければ。多くの人々が暮らす、魔製都市に被害が広がる前に。

「幸い、この場所ならばいくら暴れても問題ない。敵と遭遇した際も、余計な気遣いをせずに全力で獲とりにいける」

「きゃはっ♪　なんだかんだでマスターもやる気満々じゃん♪　いいね～、そうこうなくっちゃ。その過去最強ロストナンバーちゃんとやらに、前に受けた借りもちゃ～んと返したいし」

　弾むように言ったリリバスは、水みな最もたちのほうへ視線を向けた。

「それで？　君たちはどうなの？　危険そうだから引き返すって言うなら、べつに止めはしないけど～♪」

　挑発的な口ぶり。危険な状況を前にして、リリバスはなにかスイッチが入っているようだった。口調も態度も先ほどより好戦的に変化している。

　水最は自分の背後で不安そうな顔をしているソラを見た。

　彼女と目を合わせて、確認するようにうなずいてみせる。

「もちろん。オレたちも行くに決まってるだろ」

「あははっ。そりゃそうだよねぇ、戦うために雇われた傭よう兵へいさんだもん。じゃあ、さっそくみんなで危険な過去最強ちゃんを探しにいこうよ～♪」

「勝手に指揮を執るな、リリバス。興奮して我を忘れているぞ。自重しろ」

「ふえ？　……ちぇ～っ。こういうときでもマスターはクールなんだから。少しくらいハメ外したってバチは当たらないと思うんだけどなぁ」

　不服そうに口を尖とがらせるものの、リリバスも少し落ち着きを取り戻したみたいだった。未いまだに凶暴な雰囲気を湛たたえてはいるが、朝あさ桐ぎりの言葉に従って大人しくなる。

　無邪気で人懐っこいが、内に秘めた兵器としての凶暴性を持つリリバス。

　淡々として必要最低限のことにしか興味を持たないが、冷静で常に落ち着いている朝桐。

　どうやら、これがこいつらのオペレーターと《人工魔女トライフルズ》としての関係性らしい。

「とにかく、今日はもう遅い。島の探索と並行して、迅速に野営に最適そうな場所を探す。このプランで問題ないか？」

「ああ。それで構わねえよ」

「先頭はリリバスに行かせる。しんがりはそちらの《人工魔女》に任せても？」

「了解だ。───ソラ？」

　そこで、水最は再びソラを振り返る。

　呼びかけられて、ソラはビクンと跳ねた。話をちゃんと聞いていたのかと不安になるくらい、どこか落ち着きがない。

「……お前、さっきからどうしたんだ？　なんかヘンだぞ」

「な、なんでもないんだよっ。えーと、なんの話だっけ？」

「後ろはお前に任せるって話だよ。本当に大丈夫か？」

「だ、大丈夫だもんっ。ミィくんの背中はソラに任せて！」

　不自然な挙動で騒ぎ立てたソラは、自分から話を打ち切るようにして「よーし、頑張るんだよっ！」と意気込んだ。どう考えても様子がおかしいのは明白だ。それに気付かないほど、こいつとは浅い付き合いじゃない。

　だが、問とい質ただす前に朝あさ桐ぎりたちが島の奥へと進み始めてしまった。

　水みな最もも仕方なく、その後に従うことを余儀なくされる。

（あいつ……）

　先に進みながら、水最は背後からついてくるソラを横目で見た。

　彼女はやはり、先頭にいるリリバスを警戒している。先ほど見せたリリバスの凶暴な雰囲気に怯おびえているのかとも思ったが、それも少し違う気がした。

　水最は、意気揚々と先頭を行くリリバスの背中も見やってみる。

　……ソラとリリバス。かつては仲間だったという、二人の《人工魔女トライフルズ》。

　こいつらの間に、いったいなにがあったというのだろうか？





　　　　　　　//






　───ポタポタと水滴が床のタイルに落ちる音で、瑠る衣いはふっと我に返った。

　思考の世界から現実に引き戻される。考え事をしていて、知らず知らずのうちに時間を忘れてしまっていた。これはいけない……と、慌てて頭をハッキリさせるよう努める。

　瑠衣が今いるのは、薄いピンクのタイルが張られたバスルームだった。

　設計としては一人用を想定して作られた部屋であると思われるのだが、それにしては随分と広い。シャワーの蛇じや口ぐちには金色のメッキが施され、置かれたバスタブも大人一人が体を伸ばしきってもまだ余裕があるくらいに大きかった。

　ここはアレクトリア本社内部にある、メイス＝アレクトリアの私室の一角。

　昨日受けたメイスからの依頼で、瑠衣はしばらく彼女の専属護衛をすることになっている。専属護衛なのだから、本社に泊まり込みで……というのは事前に覚悟していたのだが。まさか、彼女の私室に招かれるとは夢にも思っていなかった。

　今も「ひとっ風呂浴びてきちゃいなよ」というメイスの計らいで、半ば強制的に裸にさせられてバスルームへ押しこめられた状態だった。もちろん最初は断ったのだが、「同室で寝泊まりする相手が臭くちゃかなわない」と言われてしまったら、大人しく従うしかない。

　シャワーから流れ落ちるお湯を見ながら、瑠衣は小さくため息をこぼした。

　本当に、これでよかったのだろうか？　水最に黙ってこんなことをしてしまって。

　もし彼が事前にこの話を瑠衣から聞いていたら、全力で止められていただろう。水最はメイスを信用していない。先月の事件があってから余計に。

「……先月の事件」

　つぶやきながら、瑠衣はクッと下唇を噛かみしめた。

　思い起こされるのは、事件を引き起こした犯人である魔術師の少女の顔。

　裁かれて当然の立場にあった彼女を、あのときの水最は庇かばった。

　メイスの手から。……そして、自分の手からも。

「先輩は優しいから。すぐに騙だまされて、それで傷ついて……」

　先ほどまで芽生えかけていた後悔の気持ちが、とたんにしぼんでいく。

　やはり、自分が守らなくてはならない。優しい彼を、大切な彼を。

　そのためには力が必要なのだ。

　自分のこの選択は間違っていなかったはず───。




「───やあ。お湯加減はいかがかな？」




　そのとき、曇りガラスの張られた入り口の戸の向こうから声が響いてきた。

　再び考えに耽ふけっていた瑠る衣いは驚いて跳びあがる。

「す、すみません！　もうすぐ出ますので」

「はははっ。そんな恐縮するなよ。この国に来て、ボクは風呂って文化がとても素晴らしいということを知った。ゆっくり湯船に浸つかるってのはいいもんだよ。頭がすっきりするしね。だから、君も焦らずゆっくりとするといい」

　戸の向こうで、金髪の少女───メイス＝アレクトリアが愉快そうに笑う。

　そうは言われたものの、瑠衣も気が気ではなかった。なにせ、仮にも自分は要人の護衛任務中なのだ。その要人をほっぽらかしで風呂に浸かっているなど、できるはずもない。

「い、いえ。本当にもう出るのでっ」

「まあまあ。そう言うなって。これからボクも入るのに、一人だけってのは寂しいだろ？」

「え？」

　次の瞬間、バスルームの入り口の戸がガラガラと音を立てて外側から開かれた。

「え、ちょっと、待って───」

　瑠衣は危うく息を詰まらせそうになった。

　目の前に、メイスが現れる。

　彼女は右手に持ったタオル以外には何も身に付けておらず、文字通り素っ裸だった。

　美しい金髪碧へき眼がんに露あらわになった真っ白な肌、そして自分と同い年くらいの少女のものとは思えないほどふくよかな胸のふくらみ。同性の瑠衣の目から見ても、思わず魅入ってしまうような、なにか芸術性みたいなものさえ感じさせた。

　バスルームだから不自然な恰かつ好こうというわけではないが、あまりにも無防備で開放的すぎる状態だ。瑠衣は顔を真っ赤にして、視線を天井に逸そらした。

「ア、アレクトリア社長！　一体なにをやって……!?」

「ん？　もちろん、ボクも風呂に入りに来たんだよ。こういうのをこの国では『裸の付き合い』って言うんだろ？」

「本来はそういう意味の言葉じゃありませんッ」

「そうなの？　まあまあ、いいじゃないか細かいことは。それとも、ボクに裸を見られるのがイヤだったりするのかい？　気にするなよ、そのうち大きくなるさ」

「ひぅっ!?」

　胸元に視線を注がれて、瑠る衣いは自分も裸だったということに気が付いた。

　元々が一人で風呂に入っていたので、身体に巻くバスタオルの類たぐいも用意してない。両手で自分の控えめすぎる胸元を押さえて縮こまる。

「ほ、ほほほほほほっといてくださいっ！」

「ああ、やっぱり気にしてたんだ。かわいいとこあるじゃないか」

「アレクトリア社長ッ！」

「わかったわかった。からかって悪かったよ」

　涙目になる瑠衣の叫びを、メイスはケラケラと笑って受け流す。

　そのまま自分の露あらわな肢体を隠そうともせずに、バスタブのお湯にゆっくりと足から浸つかっていった。「ちゃぷっ」とバスタブの水面が小気味よい音を立てる。

「それにさ。その『アレクトリア社長』という呼び方はやめたまえ。歳としも同じくらいなんだし、メイスでいいよ。ボクも君をルイって呼んでもいいかな？　ルイ？」

「…………」

　瑠衣は自分の体を隠すようにしながらも、そろそろと視線をあげる。

　この人、なにが狙いなんだろうか……？　人を風呂に無理やり入れたかと思えば、自分も続けて入ってくるだなんて。

「そんなに警戒するなってば。どうもミナモと君は、ボクが信用ならないようだね。まあ、自分の行いに非がないかと問われれば、素直にノーと言えないのが悲しいのだけれど」

「信用していないわけではありません。ただ、こういうのはちょっと……」

「真面目な君には刺激が強すぎたかな？　それとも、どうせ一緒に入るなら相手はミナモがよかったとか？」

「なッ……!?」

　とんでもないことを言われて、瑠衣は自分の顔が急激に熱を帯びるのを感じた。頭ではからかわれているだけだとわかってるのに、バカ正直に動揺してしまう自分が恥ずかしい。

　メイスは苦笑しながら肩をすくめると、おもむろにバスタブから立ちあがった。

「本当に君は。彼のことが好きなんだねぇ」

　ザパッと飛沫しぶきをあげて、お湯の中から再びメイスの裸身が露わになる。

　瑠衣はやはり反射的に目を逸そらしてしまった。相手が自分よりも断然スタイルがいいせいか、女同士であるはずなのに直視するのが躊躇ためらわれる。

「ルイ。洗いっこしよう」

「へ？　───ひゃあっ!?」

　振り向こうとした瞬間、メイスが後ろから抱きつくようにして瑠衣の胸をわし掴づかんだ。彼女は続いて石せつ鹸けんを手に取ると、タオルと擦こすり合あわせて瑠衣の体をゴシゴシとし始める。

「あふっ……いや……アレクトリア社長……ッ！」

「だからメイスでいいって。……おお、思ったより柔らかいじゃないか。これなら見た目が小さくても気にすることないね」

「ちょ……ああんっ！」

　こちらの抗議の声にも耳を貸さず、メイスは瑠る衣いの体を好き放題に弄もてあそぶ。細くてしなやかな指に肌の上を優しく撫なでられてむず痒がゆかった。

　さすがにこれはおふざけがすぎるのではないか。

　そう思って、メイスの手を本気で振りほどこうとしたのだが。

「───ボクはね。君のことにも興味があるんだよ。水みな最もの幼おさな馴な染じみ……四年前に多くの死者をだした、あの最悪の魔導災害の生き残りとしてね」




『───ごめんね』




　……ドクンッと。心臓が大きく跳ねた。

　メイスは瑠衣の反応を楽しむように、首筋にゆっくりと指を這はわせた。

「べつに君の個人情報を漁あさったわけではないよ？　水最を魔導組合ＡＳＡのオペレーターとして雇うとき、どうしても彼の経歴を調べる必要があってね。その過程で、当時彼と親しかった君の名前も見付けたというわけだ」

　メイスの言葉が、するすると耳を通り抜けていく。音として認識はできても、すでに瑠衣の頭には内容が届いていなかった。今も心臓がドクドクと脈打ち、呼吸が乱れる。













　思い起こされるのはあの日の記憶。

　自分が《ワイズマン》に志願し、水みな最もがオペレーターとなるキッカケになった、あの日。

「君は、君たちは…………裏切られたんだよね。それまで信じていた友達に。人間として都市に潜伏していた、魔術師テロリストに。さぞかし悲しかったろう、さぞかし悔しかったろう。君が魔術師を憎む気持ちは痛いほどわかる。魔術師の卑劣さ、恐怖を知りながらも、魔術犯罪と戦おうとする姿勢も立派だ。企業の代表の一人として、ボクは君の在り方を認める。いや、この都市に住むすべての人々が君を認めている」

　でも───と。メイスは語調に冷酷な響きを含ませて、

「彼は。錺かざり矢や水最は、それを認めていない。君にはその理由がわからないはずだ。君はただ都市を守りたいだけなのに、ただ彼を守りたいだけなのに。それなのに肝心の彼は、君がそうしようとすればするほど否定的な態度を見せる」

「……そんな……ことは……」

「ないと言い切れるかい？　この間だって、彼は憎むべき魔術師を庇かばおうとしたのに」

　心こころ許もとなかった反論の言葉は、ものの見事に押し潰されてしまった。

　メイスはやれやれと首を振り、瑠る衣いの耳元にそっと唇を近づける。

「いいんだよ。誰の目から見ても、彼の行動や姿勢は異質であり異端だ。理解しようとするだけ無駄だよ。きっと彼は───悪い魔法にでもかけられているのだと思う。卑劣な魔術師たちの手によって、四年前から今に至るまでずっと。だから、あんなにも魔術に関することに固執する。魔術師に心を囚とらわれているから、すぐ近くで彼のことを想おもい続けている君の気持ちにも気づかない。……ちゃんと取り戻さなきゃね。悪い魔術師たちを君が駆逐して、彼を魔法から解いてあげよう」

　メイスの囁ささやきは、毒のように瑠衣の心へと浸しみこんでいった。

　瑠衣は黙ったまま目を伏せると、シャワーで自分の体についた泡をきれいに洗い流した。そのまま背を向けて、バスルームの入口へヒタヒタと歩いていく。

「ルイ？」

「……先にあがらせてもらいます。ごゆっくり、アレクトリア社長」

　ガラガラと戸を開けて、瑠衣はバスルームから退出していった。

　取り残されたメイスは苦笑いをして、自分の体についた泡をシャワーで洗い流す。それから再びバスタブに浸つかり、ゆっくりと天井を仰いだ。

「手ごたえは……まずまずといったところかな？」





　　　　　　　//






《絶界の墓標ビヴロスト》は不気味な静けさに沈んでいた。

　道の左右に広がる無人の廃はい墟きよビル群。どの建物も人の手が入らなくなってかなりの時間が経たっているようで、窓ガラスのほとんどが割れ、壁色も薄汚く変色したり罅ひび割われたりしている。まさに不気味なゴーストタウンそのものであった。

　水みな最もたち一行は、周囲のわずかな気配にも充分に注意しながら、慎重にその中を進んでいく。先頭は少し上空をフヨフヨと滞空するリリバス、その後ろから各おの々おのの武器を構えた水最と朝あさ桐ぎり、そして最後にソラという隊列であった。

「どうだ、リリバス？　周囲にそれらしい魔力反応はあるか？」

「んー。とりあえずここらへんにはないっぽいよ。ただ、さっきからチリチリと引っかかるって言うか。場所は判然としないけどイヤな感じがするんだよね」

「ソラ。そっちは？」

「う、うん。ソラも大体は同じなんだよ。どこかはわからないけど、すごく危ない感じが伝わってくるの」

　水最は周囲の闇に目を凝らしつつ、辟へき易えきして嘆たん息そくを漏もらす。

　敵の姿はまだ見えない。だが、ここにいるのは確実のようだった。《人工魔女トライフルズ》たちが神経を尖とがらせているとはいえ、安易に気を抜くことは許されない。下手をすれば一瞬で獲とられる可能性だって考えられる。

　それは隣で険しい顔をしている朝桐も同じようだった。

　過去最強ロストナンバーの《人工魔女》。今回のターゲットはそんな荒こう唐とう無む稽けいな肩書を持つ魔術兵器だ。能力の詳細すら知れない上に、先行してこの島に踏み込んだというオペレーターたちとも連絡が取れないときている。緊張感が高まるのも必然と言えた。

「あれは……」

　そのとき。前方に見える無人のビル群の陰に、一際大きな瓦が礫れきのようなものを発見した。

　いや、正確には瓦礫ではないか。

　それは大量の物が積み重なってできた、ゴミの山であるようだった。積み重なっている物の種類は様々で、日用品から大型の機械みたいなものまである。

「……企業によって廃棄された人工魔術ブラツクアート式の製品だな」

　朝桐が無感情な声で事務的にそう受け答えた。

　廃棄された人工魔術式の製品。そう言えば、ここはそういう場所だったか。

「あんな適当な放置の仕方で大丈夫なのかよ。普通に漁あされそうだが」

　言いながら、水最は知り合いの違法バイヤーの顔を思い浮かべた。……あいつなら、多少の危険を冒してでも喜んでゴミ漁りをしそうである。

　水最の問いに、朝桐は首を横に振った。

「それはない。この島は魔導組合ＡＳＡの管理下にある。入り口にも検問があっただろう。一般人が紛れ込むのはまず不可能だ」

「だけど。魔術師はここに潜伏してるんだろ？」

「らしいな。奴やつらは魔術を自在に操るし、検問の目を誤ご魔ま化かす手段にも長たけるのだろうが……今後は組合側にさらなる警備強化を願いたいものだ」

　本社で聞いたメイスの話が思い出される。魔術師が人工魔術を利用するわけがないと組合側が高をくくっていたせいで、便利な道具を彼らに提供しているようなものだった。

　それから、さらに歩いて一時間ほど。

　この息の詰まりそうな探索作業に、最初に音ねをあげたのはリリバスだった。

「あー。もう飽きちゃった。ねえマスター、そろそろ休憩にしようよー」

　空中を漂いながら子供みたいなワガママを言うリリバス。

　朝あさ桐ぎりが心の底からうんざりとした顔をする。

「リリバス……貴様……」

「もう夜も更ふけてきたしー。こんな時間まで起きてるのはお肌にも悪いよぉ」

　先ほどまでのやる気はどこへやら。どうやら彼女は好戦的であると同時に、飽きっぽい性格でもあるらしい。

　飽きっぽいといえば……自分が所有する兵器も大概なのだが。

　今日のソラは、珍しく大人しかった。いつものように「疲れた」とか駄だ々だをこねない。水みな最もとしてはうるさくなくて有難くはあったが、少し心配にも思った。

「ソラ。お前は大丈夫か？」

「えっ？　え、えーっと……!?」

　訊たずねると、ソラは混乱したように小首を傾かしげた。

　どうやら上の空でこちらの会話を聞いていなかったらしい。水最はやれやれと嘆たん息そくして、前方にいる朝桐たちに顔を向けた。

「悪い、朝桐。オレも少し休憩を入れたほうがいいと思う。うちのが疲れているみたいだ」

「ミ、ミィくん？　ソ、ソラはまだ大丈夫───」

「いいから。お前は黙ってろ」

　慌ててそう言うソラを片手で制しつつ、水最は朝桐を見た。

　朝桐は思案するように目頭をつまむ。表情は休憩を入れることに猛反対していたが、やがて諦めたように「わかった」と低く呟つぶやいた。

「いやっほう♪　ソラのオペレーターくんが話のわかる人で助かったよ～」

　両手を挙げて喜ぶリリバスは、空中を滑るようにして降下してきた。そのまま、朝桐の胸に飛び込むようにして抱きつく。慣れているのか、朝桐は眉まゆ一つすら動かさなかった。

「ねえねえ、マスター。添い寝していい？　いつも自宅のベッドでやってるみたいに♪」

「今は任務の最中だ。敵がすぐ近くに潜んでいるかもしれない。そんな呑のん気きなことをしている余裕があるわけないだろう」

「え～。マスターってば相変わらずの真面目さん～」

　いや、いつも添い寝していること自体は否定しないのかよ。

　内心でつっこみを入れつつ、水最は半眼ではしゃいでいる彼らを眺める。こいつら、仲がいいのか悪いのかいまいちわかりにくい。

　とにかく、今日のところは適当な野営地を探して体を休めることに決まった。

　バックパックの肩ひもの位置を直しながら、水最が歩きだそうとすると、

「…………ッ」

　ぎゅっと。何かにシャツの裾すそを強く引っ張られた。

　振り返ると、ソラが怯おびえたような表情でこちらを見上げていた。

「ミ、ミィくん……ご、ごめんなさいなんだよ……」

「あ？　なんでお前が謝る？」

「ミ、ミィくんが休憩しようって言ったのはソラのことを心配したからなんでしょっ？　大切な任務の最中なのに…………ごめんなさい」

　ソラは両手の指をいじいじとやって、伏し目がちに謝った。

　自分のせいで任務を中断せざるを得なくなったことで、怒られると思っているらしい。むろん、いつもみたいなワガママだったら遠えん慮りよなく叱りつけてやるところだ。

　だけど、今日のソラはいつもと様子が違う。元気がなくてしおらしい。

　水みな最もは呆あきれたように肩をすくめると、うつむきがちな小さな頭をポコンと叩たたいてやった。

「はうっ!?　ミ、ミィくん？」

「アホか。前にも言っただろうが。『お前の調子が悪いと、オレの命にもかかわる』って」

　水最は浅い息をついて、

「お前の様子がおかしい原因はだいたい察しがついている。お前、わかりやすいからな。……リリバスと昔、なにがあったのかは知らん。お前がなにを恐れて、過剰に怯えているのかも。オレはその理由を、無理に問とい質ただそうとは思わない」

　水最は「だけどな」とバツが悪そうに頭を掻かいて、

「オレはお前の所有者だ。お前のことに関して、全責任を負う義務がある。もしも何かに悩んでいたり、問題があったりしたなら、遠慮なく言え。それはお前のためだけじゃなくて、オレのためでもあるんだからな」

　ソラはハッとしたように顔をあげた。

　その視線を真まっ直すぐに受け止めて、水最はうなずき返してやる。

　ソラの瞳は戸惑うように揺れたあと、なにかの決意を固めたみたいに強い輝きを帯びて、

「あのね……ミィくん。ソラ───」




「───なんだッ……!?」




　静まり返った廃都に、朝あさ桐ぎりの鋭い声が突然響いた。

　何事かと水最とソラがそちらに振り返った瞬間、彼らもすぐに異変に気づく。

　立っている地面が大きく揺れた。

　自然現象の地震などとは違い、ごく狭い範囲内での大きな揺れだ。水最は咄とつ嗟さに地面へ片手をつき、ソラが「うわわっ」と間の抜けた声をあげて尻餅をついた。

　この揺れの正体は……!?

「──────真下かッ」

　叫ぶと同時、水みな最もはソラの首根っこを掴つかんで後方に跳んだ。

　一拍の間を置いて、それまで水最たちが立っていた地面が大きく盛り上がる。

　バリバリと派手な音を立てながら、硬いコンクリートを内側から食い破るようにして、何か巨大な物体が地中から這はい出だしてきた。

「こいつは……!?」

　水最は瞠どう目もくして頭上を仰ぐ。

　地中から顔を覗のぞかせたその物体は、縦に長い形状をしていた。ただし、その太さと巨大さは尋常ではなく、下から仰ぎ見ると塔のような建造物にも思える。

　もちろん、ただの建造物などではない。

『───フュゥゥゥゥゥ───!!』

　夜天に伸びるその物体の先端が、煙を噴き上げながら低く呻うなった。

　端的にソレを言い表すならば───規格外の大きさの大蛇。

　地上から顔を覗かせている部分だけでも優に十メートル以上はあり、先端が鋭利に尖とがった鉄クズのようなものが鱗うろこの表面にビッシリとついている。その様相はおよそ自然界に存在する生物とは思えず、どこか機械的なフォルムをしていた。

「エーテルギア……識別タイプ：悪塊グランドッ！」

　水最がソレの正体を言い当てた瞬間、大蛇の鎌首がヌルリと動いてこちらを見た。

　ぽっかりと開いた眼の奥で、真っ赤な目玉が危険な光を帯びる。大蛇は少し身を仰のけ反ぞらせると、倒れ込むようにして水最たちに襲いかかってきた。

「くそッ。ソラ！」

「うん！」

　水最が叫ぶと、ソラの全身からいくつもの魔法陣が浮かび上がった。魔法陣は即座に高速回転を始め、鮮烈な火花が迸ほとばしる。

「術式兵装展開、起動アクテイヴエイト───《メギンギョルド》ッ!!」

　浮かび上がった魔法陣がソラの肉体に収納され、小さな体が紫電の衣を纏まとった。

　ソラは水最の体を軽々と抱えあげると、爆音を巻きちらして上方へ大跳躍する。

　そのつま先を掠かすめるようにして、大蛇の巨体が真下を通過していった。

「さっきまでソラたちが感じていた魔力反応はこれだったのか……!?　どうしてエーテルギアがこんな場所に現れたッ!?」

　ソラに抱えられてゆっくりと滞空しながら、水最は眼下の大蛇を睨にらみつける。

　標的を失った大蛇はそのままガリガリと地面を削りながら滑り、周囲の建物などを粉砕していく。この圧倒的な破壊力と強大な魔力反応…………間違いなく自立型の魔獣を召喚するエーテルギア、識別タイプ：悪塊グランドだと断言できる。

「考えている暇はない！　さっさと畳むぞ！」

　水最の疑問に、真下の方から響き渡る怒声が応えた。

　朝あさ桐ぎりは腰のホルスターに収められていた半自動式拳銃を鮮やかな手つきで抜くと、大蛇の胴体部に狙いを定める。銃口の前で魔法陣が展開して、一気に引き金をしぼった。

「起動アクテイヴエイト───！」

　銃口から射出された銃弾が、展開した魔法陣を内側から砕く。

　すると、銃弾が中心から裂けるようにして分散した。水みな最もが持つ《イグニス》シリーズとはべつの人工魔術ブラツクアート式武装───おそらくは威力よりも範囲を重視した散弾タイプのものだ。分散した銃弾は一直線に前方の大蛇へと迫る。

『───シュウウウゥゥゥゥ───！』

　朝あさ桐ぎりの放った攻撃が着弾する寸前、突進の勢いを殺しながら地面を滑る大蛇が、閉じられた大口の隙間から威嚇するように呻うなり声ごえをあげた。

　刹せつ那な、大蛇の鱗うろこに張り付いていた鋭利な鉄クズがゴリゴリと耳障りな轟音を立てて蠢うごめく。鉄クズは太い胴体を回るようにして加速し、まばゆい火花を散らした。

　まるで巨大な回転ノコギリのような様相だ。

　目を瞠みはって驚く朝桐の眼がん前ぜんで、大蛇は凶器と化した全身をくねらせて、放たれた散弾をすべて弾はじき返かえした。大蛇が激しく動いたのに合わせて、鱗のノコギリと接触した地面や障害物がけたたましい音を立てて削られる。

「ッ……！」

　咄とつ嗟さに横へ跳ぶ朝桐。

　間髪を入れずに、突進をかました大蛇の全身が通過していく。

　鱗のノコギリに削られて、大蛇が通った跡の地面がごっそりと抉えぐられていた。

「……さながら、生きた掘削機だな。あの体で地面を掘り進み、俺たちの真下を取ったというわけか」

　地面を転がりながら朝桐が分析する間にも、大蛇は身をくねらせて旋回していた。轟音と瓦が礫れきを撒まき散ちらし、地面を大きく削りながら、大蛇が再び朝桐に突進を仕掛けていく。

　あの体でまともに体当たりなどされたら、普通の人間など跡形も残らないだろう。それどころか、少し掠かすっただけでも重傷はまぬがれないかもしれない。

「朝桐ッ！」

　ソラに運ばれてようやく着地した水最は、自分のベルトのホルスターから《イグニス》を素早く抜いた。銃口の前で魔法陣が展開する。

　……あの大蛇の体に一発打ち込んだところで、大した足止めにもならない。

　ならば───。

「起動アクテイヴエイトッ！」

　魔法陣を砕き、放たれた一発の銃弾。

　一直線に飛んだソレは、朝桐に向かって突っ込んでいく大蛇の左ひだり眼めへピンポイントに着弾した。紫色の毒々しい血ち飛沫しぶきが飛び、大蛇の動きが僅わずかに減速する。

　その隙に、朝桐は辛うじて大蛇の突進を回避した。

『ギャアアアアアアアアアスッ───!!』

　左ひだり眼めを負傷した大蛇が、大口を開けて猛たけ々だけしく咆ほう哮こうする。

　二十メートル近い胴体が滅め茶ちや苦く茶ちやにのたうち、接触した物体を鱗うろこのノコギリで片っ端から粉砕した。攻撃するどころか、近づくことさえままならない。

「この蛇野郎ッ……！　このままだと周囲のビルが丸ごと倒壊するぞ!?」

　大蛇が撒まき散ちらす衝撃の余波に目を細めながら、水みな最もはギリッと奥歯を噛かむ。ソラが纏まとう術式兵装がこちらへ吹き飛んでくる瓦が礫れきなどを焼き払ってくれているものの、大蛇自身を止める術すべはなかった。

　もしこの状態のまま周囲の建造物が一斉に倒壊し、自分たちのところへ大量の瓦礫が殺到してきた場合……果たしてソラの術式兵装でも防ぎきれるかどうか。

　危機感が胸をよぎったそのとき。

　巻き起こる砂すな埃ぼこりに混じって、水最はキラキラと反射する不思議な光を目にした。

「これは……ッ？」

「───術式兵装展開。起動アクテイヴエイト、《ニヴルヘイム》！」

　大蛇が暴れる轟音の中に凛りんとして響く、朝あさ桐ぎりの掛け声。

　次の瞬間。

　周囲のビル群がバキバキと音を立てて、瞬またたく間まに凍りついた。

「いやいや。ちょ～っとおイタがすぎるんじゃない？　ミミズちゃん♪」

　近くにあったビルの上から、歌うような声が降ってくる。

　水最とソラは同時にそちらを振り仰いだ。

「リリバスッ」

「ふふふ♪　準備するのに少し手間取っちゃったけど。『現エース』とか呼ばれる限りは、あたしの威厳をちゃんと示しておかなきゃねぇ♪」

　ビルの屋上に立って暴れる大蛇の全容を見下ろすリリバスが薄く笑う。

　彼女がパチンと指を鳴らすと、周囲のビル群に続いて大蛇の胴体が凍り始めた。尾の部分から拡ひろがるようにして、激しく回転する鱗のノコギリも凍結されていく。

『ガアアアアアアァァァァァ───ッ!!』

　大蛇が咄とつ嗟さに抵抗するようにのたうつが、もはや手遅れだった。すでに胴体の三分の二が凍って動かなくなっている。

　無力化されていく目の前の魔術兵器を眺めながら、水最はただ唖あ然ぜんとするしかなかった。

　これが……魔導組合ＡＳＡの現エースの力。《人工魔女トライフルズ》リリバスの術式兵装。

　圧倒的だった。ソラの術式兵装《メギンギョルド》も魔術兵器としては充分に強力だが、これはその比ではない。あれだけ手の付けられなかったエーテルギアが赤子同然だ。

　戦せん慄りつしつつも、ひとまず目の前の脅威を排除することには成功した。

　水最はやれやれと安あん堵どの息をつく。

　───が。

「ッ」

　直後、とんでもないものが水みな最もの視界に飛び込んできた。

　動きを奪われつつも、残った力を振り絞って抵抗を試みている大蛇のエーテルギア。苦く悶もんの咆ほう哮こうがあがるその大口の隅から…………見間違いでなければ。

　人の手のようなものがダラリとぶら下がっていた。

「待て、リリバスッ！　今すぐに術式兵装を止めろ！」

「……へ？」

　即座に飛んだ水最の大喝に、リリバスがきょとんとした顔をした。

　自分のオペレーターの命令ではなかったので完全に術式兵装が停止することはなかったが、凍結の速度がわずかに鈍る。

　その隙を狙ったかのように、大蛇が最後の力を振り絞って鎌首をもたげた。

　ベキョッ───と。生々しい音が一つ木こ霊だまする。

　身をよじらせた大蛇は、凍って動かなくなった胴体の部分を力ずくで千切り取った。大量の血を滴らせながら、ほぼ首だけの状態になって突撃してくる。

　水最は《イグニス》を構えるが、その前にソラが盾となるようにして立ちはだかった。

「ぐっ……!!」

「ソラッ！」

　突撃してきた大蛇の鼻先を真正面から受け止めて、踏みとどまるソラ。

　顔の鱗うろこについたノコギリが回転し、彼女の手の平をガリガリと削り始めた。全身に纏まとった紫電の衣がクッション代わりを果たしているが、このままではソラの体が持たない。

　水最は《イグニス》の銃口を大蛇の首に向けて───そこで思いとどまった。

　先ほど、大蛇の口から少しだけ見えた人間の手。もしあれが見間違いでなく、あのエーテルギアの口内に人が収まっていたとしたら？

　そして、もしまだ生きているのだとしたら……下手に衝撃を与えるのは危険だ。

　高速でそう判断を下した水最は、ソラの体を後ろから抱くようにして、目の前にある大蛇の鼻先へ右手を伸ばした。

　大蛇を押さえているソラがビックリしたように目を剥むく。

「ミ、ミィくんっ!?」

「お前はそのままそいつを押さえてろ！　すぐに終わらせる！」

　大蛇の鼻先───先ほど銃弾で抉えぐった左ひだり眼めに手の平をかざし、そっと目を閉じる。

　集中。水最の意識が大蛇の抉られた左眼から潜り込み、体内に内蔵されている術式に高速で接続される。

「第一層から第二十二層までを一斉展開……！」

　大蛇の鱗からいくつもの魔法陣が一斉に浮きでた。

　その光景を少し離れた場所から見ていた朝あさ桐ぎりが、目を見開いて驚きよう愕がくする。

「錺かざり矢や……!?　なにをやっているッ？」

　人間の手による、エーテルギアの体内に仕込まれた術式の再演算。

　そんなもの、朝あさ桐ぎりはこれまでの人生で一度だって目にしたことはなかった。

　当たり前だ。それができれば、人類はとっくにエーテルギアという未知の魔術兵器のすべてを掌しよう握あくできているはずである。

　では。目の前にいるこの少年は一体……？

「貴様は何者だ……？　いや、貴様はなんなんだ？」

　朝桐の呆ぼう然ぜんとした囁ささやきも、集中の極致にある今の水みな最もの耳には届かなかった。

　大蛇は体の大半を切り離している状態にあるので、辿たどる必要のある術式の数自体は少ない。しかし、途中で無理やり切断したのも同然なため、全体のバランスが滅め茶ちや苦く茶ちやになっていた。エーテルギアそのものを掌握する作業としては、むしろ難易度が上がっている。

　それでも、水最は正確に、かつ迅速に作業工程を進めていった。

　そして、ついに鱗うろこから浮きでたすべての魔法陣がまばゆい光を放ち───。

「───掌握！　止まりやがれ、蛇野郎!!」

　喉の奥から絞りだした水最の叫びが響くと同時。

　浮きでた魔法陣が残らず回転を停止し、鱗の隙間から白い煙があがった。大蛇の眼光は生気を失い、ゆっくりと地面に沈む。

　それを見届けたソラが術式兵装を解除し、ペタンとその場に座り込んだ。

「ふぃぃ～……。よ、ようやく終わったんだよ……」

「ああ。よくやった」

　水最は、疲れ切ったソラをねぎらうようにして頭をなでつけてやる。

　しかし視線は別の方角を向いていた。完全に停止し、動かなくなった大蛇のエーテルギア。魔力のめぐりも遮断されたため、形成されていた魔獣の体がボロボロと融解していく。

　大蛇の体が朽ちて、消滅したその場所に。

　───一人の幼い少女が、眠るようにして地面に横たわっていた。

「お、女の子!?　ミィくん、エーテルギアの中から女の子がでてきたんだよっ！」

「…………」

　目を丸くして驚くソラをその場に置き、水最はゆっくりとそちらに歩み寄っていく。

　倒れる少女の隣には、赤あか錆さびた鉄てつ杭くいのような物が転がっていた。おそらく、大蛇を形成していたエーテルギアの触しよく媒ばいだろう。回収してあとでアレクトリア社のほうへ引き渡す必要があるだろうが、今はそれよりも気になることがある。

　水最は膝を折り、倒れる少女の前にかがみこんだ。

　小さな体を持ち上げる。体の大きさはだいたいソラと同じくらいか。全身傷だらけだが、どうやら息はまだあるようで、今はただ気を失っているだけみたいである。

　不可思議な恰かつ好こうをした少女だった。華きや奢しやな体を飾っているのは、リボンやフリルなどがあしらわれたドレス。しかし、どこか着物のような造りをしており、洋と和が絶妙に組み合わさって不思議な趣をかもしだしている。

　水最はそっと手を伸ばし、気を失っている少女の真っ白な頬ほおに触れた。

「………………《人工魔女トライフルズ》」

　静かにつぶやいた水みな最もの指先で。

　少女の頬ほおに刻まれた浅黒い紋様が、鈍い光を放った。







　エーテルギアが暴れ回った場所からさらに少し奥へ進むと、それほど地面が荒れていない広場のような空間にでた。

　水最は地面にキャンプ用の緩衝マットを敷き、その上から毛布を重ねると、気を失っている少女を仰あお向むけに寝かせる。

「……この《人工魔女》。錺かざり矢や、貴様はどう考える？」

　腰をあげたところで、思案顔で腕を組む朝あさ桐ぎりがそう訊たずねてくる。

「さあな。いきなり現れたエーテルギアと、その体内に呑のまれていた《人工魔女》。最も妥当な推測として成り立つのは───」

「先遣隊として現地に赴いていたオペレーターたち。それらが引き連れていた《人工魔女》……といったところか。ここにきてから彼らの所在については不明だったが、もしその仮説が正しければ自おのずと答えはでるな」

　全滅。そんな物騒な言葉が、水最の脳裏に浮かんだ。

「とにかく。こいつが目覚めるまで待つしかない」













　思わず憂ゆう鬱うつなため息が漏もれた。

　ソラとリリバスは、念のために周囲の見回りへ向かわせている。

　あのエーテルギアを打倒してからというもの、感じていた不吉な魔力反応は消えたようだったが、だからと言ってまだ油断はできない。

「……朝あさ桐ぎり。さっき回収したエーテルギアは、やっぱり魔術師の仕業なのか？」

「普通に考えれば、その線が濃厚だな。先遣隊が討たれたと言うことは、俺たちの接近も勘付かれていた可能性が高い」

「つまり、敵さんは迎撃の準備万端ってわけかよ。頭の痛い話だな」

「それらの可能性も考慮しての危険な任務だ。弱音を吐くな」

　起動したエーテルギアが、ここ《絶界の墓標ビヴロスト》へ足を踏み入れた自分たちを襲った。

　それはそのまま、この場所に魔術師が潜伏していることを意味する。しかも、こちらの接近に気づいているらしい。嫌でも緊張が高まる。

　口では冷静な朝桐も、なんだかんだで浮うき足あし立っているように見えた。ジャケットの胸ポケットから煙草たばこを取りだすと、ライターで火をともして一服する。

　煙草からユラリと立ち昇る煙を、水みな最もがそれとなく眺めていたそのとき。

　毛布に寝かされていた少女が、わずかに身じろぎをする気配を感じた。

「…………んっ」

　続いて、小さな声が喉から漏れる。

　水最と朝桐は同時にそちらを見た。

「目覚めたか？」

　水最がそう言うが早いか。

　前に進みでた朝桐が、素早く腰のホルスターに手をかけた。自前の拳銃を手にするなり。仰あお向むけの少女の額に銃口を突きつける。

「なッ!?　おい、あんた───!?」

「黙っていろ」

　驚く水最を余よ所そに、朝桐は冷たい視線を少女に投げかける。

　少女の瞳は薄く開かれていた。まだ頭がハッキリとしていないのか、寝ぼけたような表情でぼんやりと突きつけられた銃口を見上げている。

「───ここは？」

「答えろ、《人工魔女トライフルズ》。貴様の識別名はなんだ？」

「しきべつめい……？」

　少女の眠たげな瞳が、ゆっくりと朝桐に向けられる。

「…………ユウナギ。《人工魔女》ユウナギ」

「《人工魔女》ユウナギ。貴様のオペレーターの名は？」

「おぺ……れーたー……？」

　ユウナギ。そう名乗った《人工魔女》の少女は、視線を宙に泳がせる。

「おぺれーたー……オペレーター……うぅぅ……うううううぅぅぅ……！」

　うわ言のように呟つぶやいたかと思うと、急に苦しげに呻うめきだした。

　小さな体がガタガタと震えて、呼吸が荒くなる。

「どうした。早く答えろ、《人工魔女トライフルズ》。俺たちは急いでいる、わずらわせるな」

　苦しそうにするユウナギに、朝あさ桐ぎりはあくまで拳銃を突きつけたまま淡々と畳み掛けた。

　まるで、相手を人間とすら思っていない態度だった。音声認識をする機械に、必要な情報だけを訊たずねるかのように。

　そのあまりにも冷徹すぎる態度は、水みな最もの癇かんに障った。

「……おい。そいつはまだ目覚めたばかりだ。ひどい怪け我がも負っている。せめてもう少し落ち着いてからでも、話を聞くのは遅くないんじゃないか？」

「貴様は黙っていろと言ったはずだ。俺たちには早急に情報が必要。こいつは企業の兵器として、すみやかにこちらへの情報提供をする義務がある」

　冷静で合理的な意見を臆面もなく言い放つ朝桐。

　水最は顔をしかめ、横たわっているユウナギを見た。

　エーテルギアの体内から発見され、傷だらけの状態でなにかに怯おびえるようにして震えている《人工魔女》。朝桐の言う通り彼女は確かに企業の兵器なのかもしれないが……だからと言ってこんな状態の少女を脅しつけてまで情報を得ようとは、水最には思えない。

「オレだってそのくらいはわかってる。情報が得られずに立ち回りが遅れれば、自分の命を危険にさらすことになるからな」

「ならば───」

「でも。あんたのやり方は過剰すぎる。脅しつけて強要して、それで怯えさせてちゃ本末転倒だろ？　それこそ、情報を引きだすのが余計に遅れる。まずはその銃をおろせよ」

「…………」

　水最と朝桐は互いに黙って睨にらみ合あう。

　ここまでの短い付き合いのなかで、水最はこの朝桐という男がどんな人物なのかをなんとなく理解してきていた。

　こいつは企業の傭よう兵へいとして、意図的に自分の心を殺しているのだ。

　余計な私情は挟まずに、任務を遂行するために冷静に、冷徹に。

　なるほど、確かにそれは傭兵として正しい姿なのだろう。

　だが、どんな状況においても合理的に振る舞うのが正しい方法であるとは限らない。

「もう一度だけ言うぜ。その銃を下ろせ、朝桐」

「甘いな、貴様は。その甘さはいずれ足元をすくう」

「もう何十回と経験済みだよ。こればっかりはオレの性分だ。文句をつけられても困るぜ？」

「……いいだろう。ならば、貴様のやり方を見せてもらう」

　そう言って、朝桐はユウナギに向けていた銃を降ろした。

　水みな最もは深呼吸すると、未いまだに小さくなって震え続けているユウナギに視線を落とす。

「落ち着け。大丈夫だから」

　小さなおでこをポンポンと叩たたいて宥なだめてやる。

　最初は瞳を不安定に揺るがしていたユウナギだったが、次第に呼吸が落ち着いてきて、焦点が水最へと合った。彼女は涙をにじませながら、水最の顔を食い入るように見る。

「だいじょうぶ……？」

「ああ。オレたちはお前の敵じゃないし、お前を傷つけるものはここにはない。だから、ひとまず落ち着け。……頭の整理ができてからでいいから、オレたちにお前が経験したことを話してくれ」

　あくまで相手の心境を気遣うように、言葉を選ぶ。朝あさ桐ぎりが何か言いたげな渋い顔をしていたが、気にしなかった。水最はただ黙ってユウナギが落ち着くのを待ち続ける。

　やがて、体の震えがおさまった彼女がふるふると首を横に振った。

「……わから……ない。いきなり光って、なにかひどいことがあったのは覚えている。でも、それ以外はなにも思い出せない。なにも……なにも……」

　それだけ言うと、ユウナギは再び縮こまって頭を抱えた。

　水最は朝桐と顔を見合わせる。

「記憶障害……ってことか？」

「確かなことは言えないが。《人工魔女トライフルズ》も一応は生命体だ。何か外部からの肉体的あるいは精神的なショックを受けて、一時的に記憶が錯乱することも充分に考えられる」

　不穏な空気が漂い始める。

　それから、ユウナギから少しずつ情報を聞きだそうとしたが、結局、彼女が覚えていたのは自分の名前と『なにかひどいことがあった』というだけだった。自分のオペレーター、受けていたはずの任務内容、自分の能力など……すべて喪失していて、思い出そうとすると再び錯乱しそうになる。これ以上の情報を引きだすのは無理そうだった。

　朝桐は短くなった煙草たばこを地面に落とすと、苛いら立だちをぶつけるように靴裏で踏みつける。

「敵の正体、素性などは一切わからず……か。それで、この役立たずを貴様はどうするつもりだ、錺かざり矢や？　連れて歩くにしても足手まといにしかなりそうにないが」

　朝桐に鋭く睨にらまれて、ユウナギはビクリとすくみあがった。

　水最はやれやれと嘆たん息そくする。

「それでも、オレたちが保護するしかないだろ。《人工魔女》は魔導組合ＡＳＡの貴重な戦力だ。任務の邪魔になりそうだからって、捨て置くわけにもいかない。それに、時間が経たてばなにか思い出す可能性だって残されてる」

「……勝手にしろ」

　表情の変化には乏しいものの、朝桐もかなり精神が疲ひ弊へいしてきているらしい。

　水最だってその気持ちはわからなくなかった。だけど、その焦りや憤りをユウナギにぶつけるのはお門違いだ。

　水みな最もは腰をあげると、自分の気持ちを落ち着かせるようにこめかみを擦さする。

「何事もなければ、そろそろ見回りに行ったソラたちが戻ってくる頃だろ。そうしたら交代で今日は休んだほうがいい。さすがにいろいろありすぎた」

「異論はない。コンディションを整えてから、明日探索を再開させよう」

　二人の意見がまとまったところで、ちょうど見計らったように、荒れ果てた通りの向こう側からギャーギャーと声が響いてきた。

「だーかーらっ！　ソラには気安くベタベタしないでほしいんだよっ」

「きゃはっ♪　テンパっちゃってカワイー。ソラって昔からそうだよねぇ。普段はチョコチョコと小動物みたいなのに、戦いってなるとすごく勇ましくなる。あたしはそんなギャップが好きよ……♪」

「う、うるさいんだよっ！　もうソラのことはほっといてほしいんだよっ。───あっ、ミィ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]く[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ」

　リリバスにちょっかいを出されてあわあわしていたソラは、水最の顔を見るなり、パッと顔を輝かせて駆け寄ってきた。

「この戦闘狂女に絡まれてソラはすごく大変だったんだよ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ。ミィくん、はやくソラを慰めて───はうわぁっ!?」

　いつものように飛びついてこようとしたソラは、急に顔色を変えてたたらを踏んだ。

　その不自然な反応に水最は首を捻ひねる。

「あ？　なんだ、どうした？」

「ミ、ミミミミミミミミィくん……！　それはっ……!?」

　わなわなと震えながら、ソラが指を突きつけてくる。

　怪け訝げんに思って、視線を落としてみると。

「うおっ。……ユ、ユウナギ？」

「…………」

　水最の腰あたりに、妖精のような儚はかなげな印象の少女がたたずんでいた。

　彼女の小さな手は水最の服の裾すそをギュッとつかみ、絶対に離すまいと力が込められている。まるで親にすがる甘えたがりの幼い子供みたいだった。

「ミィくんっ、どういうことなのか説明してほしいんだよっ。ルイならともかく、そんな得体の知れない女とベッタリだにゃんてっ！　浮気にゃんて、しゃいてーにゃんだよっ!!」

「落ち着けアホ。途中から噛かみすぎてなに言ってんのか全然わからんわ」

「き、聞いたことあるんだよっ！　これが噂うわさに聞く『げんちづま』ってやつなの……!?　ミ、ミィくんのすけこましぃっ！」

「違うわッ。つーか、そんな言葉をまたどこで覚えた!?」

「ひゅ～♪　ソラのオペレーターくんも意外と隅に置けないんだねぇ」

「だから違うわ！　お前も悪ノリして煽あおるなッ」

「でもでもぉ、安心してねマスター？　あたしはマスター一筋だからっ♪」

「……どうでもいい」

「ぐへぇ!?　きょ、今日のマスター、なんかいつも以上にご機嫌ナナメだよぉ……」

　暗い闇に沈んだ廃都に、ギャーギャーとにぎやかな声が響き渡る。

　……そんな中。

　水みな最もの脇に立つ少女が、誰にも聞こえないくらいの小さな声でボソリとつぶやいた。




「…………第一フェイズ完了。次のフェイズに移行します」






　　　　第三章　人工魔女









　頭上の夜空が徐々に白み始めた。地平線から頭を覗のぞかせる朝日に目を細めながら、曲まげ師し幸こう次じ郎ろうは生ぬるくなった缶コーヒーを一口啜すすった。

　彼がたたずむのは、魔製都市の一角にある高層ビルの屋上。

　早朝の気温が低いのに加えて、強いビル風が吹き付けてきて思わず身震いする。幸次郎は冷えた体を思いっきり伸ばしてバキバキと背骨を鳴らすと、おもむろに両手を前へかざした。両手の親指と人差し指で四角いフレームを作り、眼がん前ぜんにある景色を収める。

「……やれるだけの手は尽くした。そして、今は裸の王様が玉座に一人だけ。あとは天運に身を任せる───ってところかね」

　彼が両手に収めたのは、ここら一帯でもひときわ背の高い高層ビル。

　アレクトリア本社。魔導組合ＡＳＡの長の一人、メイス＝アレクトリアの根ね城じろである。

「っと。来たか？」

　不意に気配を感じて、幸次郎はゆるゆると振り返った。

　そこに、先ほどまではなかった二つの影があった。

　真っ黒なローブに、フードを頭から深々と被った二人組。一人は男で、もう一人は女のようだった。どちらも年齢的には幸こう次じ郎ろうと大差ない。

「───曲まげ師し部隊長。例の《人工魔女トライフルズ》が、敵勢力との接触に成功したようです」

「ん、そうか。あいつはうまくやったんだな」

「我々の準備も整っています。次のご指示を、部隊長」

　部隊長。大仰な響きに、幸次郎は苦笑する。

　自分のガラじゃない。ずっと前からそう思っていた。

　だが、今はそうも言っていられない。

「集まった人数は？　どのくらいだ？」

「ザッと二十ほど。うち、戦闘が可能なのは十五にも満たないかと」

「二十……ね。三年前にこの都市へ潜入したときが五十だったから、捕まらずに済んだのは半分以下か。まあ、上々と捉えるべきかな」

　幸次郎の返答に、二人組の表情が歪ゆがむ。

　たったの半分。されど、半分だった。

　三年もの間、企業の連中の目を盗んでよく生き残ったものだ。それだけでも、幸次郎は彼らを褒めてやりたいくらいである。

「よーし。よく聞け、お前ら？　正直に言って、この都市でのおれたちの任務はほぼ完遂している。これからやろうとしているのは、いわばおまけだ」

「「…………」」

「だが、そのおまけをも完遂できたとき。おれたちは大きな一歩を踏みだすことができる。……もう生きて帰れないかもしれない。無謀な捨て身も甚はなはだしい。それでも、お前らはおれと一緒にくるか？　魔術師おれたちの勝利のため、己の命を捧ささげる覚悟はあるのか？」

「「───はいッ」」

　彼らの返答に迷いはなかった。

　幸次郎は腑ふ抜ぬけた笑顔を浮かべると、ジャンパーの裾すそを翻して前に向き直る。

　再び眼がん前ぜんにある敵の根ね城じろ───アレクトリア本社に臨んだ。

「なら、最後に一花咲かせてやろうぜ？　愚かにも自らの立場をわきまえず、禁忌に手を伸ばし、搾さく取しゆした大罪人たち。その大ボスの一匹を、おれたちの手で玉座から引きずり降ろしてやろう。さあ、今こそ反撃のときだ！」

　高らかに告げた直後。

　まだ日も昇りきらない魔製都市に、強大な魔力の波が迸ほとばしった。





　　　　　　　//






　むにゅりと。柔らかな感触が腕に当たる。

　寝袋に包くるまって眠る水みな最もは、その感触を不思議に思いつつ目を開けた。まだ目覚めたばかりで頭がぼんやりとする。これはなんだ？

　脇を見ると、同じく寝袋に包くるまって眠りこけるソラの姿があった。

　そうなると……ソラが自分の寝袋に潜り込んできたというわけじゃなさそうだ。

　だが、水みな最もの包まった寝袋の腰元あたりは、明らかに不自然に膨らんでいた。

　怪け訝げんに思いつつ、寝袋のファスナーを素早くおろしてみると───。

「……んぅ」

　やはり、水最の腰には何かが張りついていた。

　フリルやリボンがあしらわれた、着物のような造りの衣装。容よう姿しは美しくどこか儚はかなげであり、体たい躯くは非常に小さい。だが、胸元だけはその身長に不相応に発育していて、ソラなんかが可哀かわい想そうに思えるくらい大きかった。

　その大きくて柔らかいモノが、水最の腕を挟み込むようにして当たっている。

　眠気から一気に覚める。

「ユ、ユウナギっ!?」

「ミナモ？　おはよう」

　水最に抱きついている少女───ユウナギは、むにむにと目を擦こすって挨拶をした。

　それでも、体は離してくれない。ソラからの過剰なスキンシップにはもう慣れっこだったが、まだ出会ったばかりの女の子にこうもベタベタされては、さすがに焦った。

「お前……。そんなとこでなにやってんだよ？」

「さむかったから。潜りこんだ」

「アホかッ。自分の寝袋があるだろうが！」

「さむかった。から」

「それはもう聞いたよ！　とにかく、早く離れてくれ」

　こんなところをソラに目撃されたら、面倒な事態になるのは目に見えていた。ただでさえ、昨晩の時点でギャーギャーとやかましかったというのに。

　幸い、神経の太いソラはヨダレを垂らしながら「うへへ、ミィく～ん」とか呑のん気きな寝言をつぶやいている。よほど激しく騒ぎ立てなければ、こいつを起こさずに済むだろう。

　そう油断した直後。

「うほほ～いっ♪　ソラのオペレーターくんってば、さっそく出会ったばかりの女の子ちゃんと添い寝ですかー？　なんだかんだ言ってやるぅ～♪」

　甲高い声が、少し遠くからキンキンと響いてきた。

　ハッとして振り返ると、二つの人影が朝日を背にしてこちらへ近づいてくる。朝あさ桐ぎりとリリバスだった。昨晩は交代制で見回りをすることになり、彼らは後を選んでいた。そろそろ事前に決めていた起床の時間だったので、戻ってきたようだ。

「でも、いいのかな？　ソラが見たらきっと怒るぞぉ♪」

「そう思うんだったら大声をだすなッ。お前、わざとやってんだろ？」

「あはは。ごめ～ん♪　だけど、もう遅いみたいよ？」

「は？」

　瞬間、背筋に激しい悪寒を感じた。

　水みな最もは青ざめた顔で恐る恐る振り返る。

　すると……寝袋から上半身を起こし、鬼のような形相をするソラの姿があった。

「ミィくん……！」

「ああクソッ。テメェ、リリバス！」

「だから、ごめんって♪　謝ってるじゃん？」

「まったく反省してないだろ、お前!?　つーか、いい加減にユウナギも離れろ！　いつまで引っついてんだ！」

「さむいから」

「それはもういいよッ」

「ミィく[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ！　ソラを差し置いて他の女の子と添い寝なんてひどいんだよぉ！　罰として、明日からミィくんはソラと一緒に百日間添い寝の刑に処するんだよっ！」

「やかましい！　そんなアホみたいな刑に処されてたまるかッ」

　朝っぱらからドタバタと響く騒ぎ声。

　一人だけ騒ぎの外にいる朝あさ桐ぎりは、ジャケットのポケットから煙草たばこを取りだしてふかした。

「……調子が狂う」

　浅い嘆たん息そくに、煙草の煙が混じってゆっくりと立ち昇った。







　それから再出発と相成ったのは、三十分後くらいのことだった。

　寝袋などの野営道具を片付け、バックパックに収めてから、昨日と同じ陣形で《絶界の墓標ビヴロスト》の探索に移る。先頭はリリバス、その後ろに水最と朝桐、最後にソラといった形だ。

　オペレーターを失い、戦力としてほとんど意味をなさなくなったユウナギは、水最の隣につく形で同行していた。水最の服の裾すそを掴つかんで大人しい幼児みたいについていく彼女を、背後のソラが呪い殺さんばかりの視線でさっきから睨にらみつけている。

「なんだ……この微妙な空気は？」

　どこに敵が潜んでいるかもわからない緊張感に加えて、内輪でもどこかギスギスしているように感じる。

　ユウナギは相変わらず水最にベッタリであり、少しも離れようとしない。おそらく、すぐ近くに朝桐がいることも関係していると思われた。昨晩、ユウナギは彼に銃を向けられ、脅しに近い尋問を受けたばかりだ。恐れるのも無理はない。

　だが、それが災いしてソラの嫉しつ妬と心を無駄に煽あおってしまっているようだった。

「あの子。ソラは。なにをあんなに怒っているの？」

　と。不意にユウナギがそう訊たずねてきた。

　水最はピクリと片かた眉まゆをあげて、彼女に向き直る。

「ん？　あー……まあ、なんつーかな。一種の病気みたいなもんだから、ほっといてやってくれ。睨にらまれても気にしなくていいから」

「ソラはびょうき？」

　オウム返しに応じたユウナギは、不思議そうに首を捻ひねった。

「ワタシとミナモが仲良くして怒る病気───それって、恋の病？」

　予想だにしていなかった答えに、水みな最もは思わず半眼になって振り返る。

　病気というのはあくまで適当な比喩のつもりで使ったのだが、まさかそんなふうに曲解されて返されるとは思っていなかった。純粋というかなんというか。こいつはどこか抜けた部分があるように感じる。それが記憶障害の影響か、元の性格なのかはわからないけど。

「違うよ。オレとソラはそういう関係じゃない」

「じゃあ。どういう関係？」

「…………」

　ノータイムで訊たずねられて、水最は一瞬だけ返答に迷った。

　どういう関係？　それはもちろん、仕事のパートナーとしての付き合いだ。ソラは《人工魔女トライフルズ》で、自分はそれを扱うオペレーター。それ以上でもそれ以下でもない。

　そう伝えると、ユウナギはますます首を横に傾けた。

「オペレーターと《人工魔女》の関係。なら、ソラにとってミナモはただの所有者？　ミナモにとってのソラはただ戦うために使う道具？」

「…………」

「わからない。それなら、どうしてソラはワタシに対してあんな顔をするの？　ミナモはどうして…………人間を見るみたいにして、ソラと関わるの？」

　畳み掛けられて、水最は黙り込むしかなかった。

　ソラを人間として見る。そんなつもりはない───と自分では思っているつもりだが。

　実際のところはどうだろうか？

　ここに来る前の朝あさ桐ぎりとの会話が思い起こされる。もしも、他の者から見て自分がそういうふうに映っているのなら、やはり、オレはオペレーターとして異質なのかもしれない。

　黙り込んでいる水最を見て、ユウナギは「ふぅ」と短い息を漏もらした。

「……ワタシの中にあるオペレーターの記憶。まだ判然としないけど。みんな、ミナモとは違う目をしてた。恐れ、蔑さげすみ、憐あわれみ。たぶん、そんな感じだった気がする。いくら外見が人間みたいに見えても、ワタシの中身はただの兵器。多少の同情はされても、感情移入はされたことがない」

　淡々とつむがれるユウナギの言葉に、すぐ近くにいた朝桐がわずかな反応を示した。口を挟んでくることはなかったが、彼も何か思うところがあるらしく黙って耳を傾けている。

「オレだって……そいつらと大して変わりやしねえよ」

「違う。ソラを見る水最の目は、もっともっと複雑な色をしてる」

「複雑な色？」

「《人工魔女トライフルズ》は兵器。ワタシたちはそう作られて、そういう生き方しか知らない。でも、ソラみたいに、兵器ではなく一人の人間としてオペレーターと関わろうとする《人工魔女》が存在しえるとしたなら。それはきっとその所有者…………ミナモの影響」

　ユウナギは小首を傾かしげて、

「ミナモ。あなたには、ワタシが何に見える？」

　水みな最もは顔をしかめてユウナギを見下ろした。

　表情の変化に乏しい幼げな顔つき。その澄んだ瞳の奥に、どうしようもない憂うれいや諦てい観かんのようなものを、水最は感じ取ってしまった。

「ユウナギ。お前……」

「───マスターマスター！　あっちになんか見えたよ！」

　そのとき、先頭にいたリリバスが大きな声でこちらに呼びかけてきた。

　半ば強制的に話を中断せざるをえなくなる。朝あさ桐ぎりがすぐさま険しい顔つきになって、彼女が騒ぎ立てている場所まで近づいていった。

「どうした、リリバス」

「ほら、アレ。なんだかとってもイヤな感じ」

　リリバスが指をさした先。

　それを目にした瞬間、朝桐の表情がいっそう険しくなった。

「あれは……」

　水最たちも小走りで駆け寄って、彼らが見ているものを確認する。

　───前方の地面が深く抉えぐれて、巨大なクレーターのような状態になっていた。

　まるで隕いん石せきが墜落したような有様だ。ただし、クレーターの中心部にあるのは隕石などではなく、ドーム状の形をした怪しげな建造物だった。周囲の荒れ果てたビル群とは明らかに趣のちがう、その建造物。外壁はかなり古びていたが、廃はい墟きよという感じではなかった。

「朝桐。あれは？」

「《絶界の墓標ビヴロスト》。それはこの島全体を指す言葉でもあり、同時に中心へ置かれたある物を示す言葉でもある。……あれこそが、廃棄された《人工魔女》の墓標だ」

　その場にいた一同が、一斉に朝桐を見た。

「《人工魔女》の墓標？」

「そうだ。適当な場所にまとめられて廃棄される人工魔術ブラツクアート式製品とは違い、《人工魔女》は体内に強大な魔力を孕はらんでいる。体に刻まれた術式と、死してなお残った魔力の残ざん滓しが万が一にも反応してしまった場合、周囲へ被害が出る恐れもあるからな。それらの事態を防ぐため特別に設けられ、動かなくなった《人工魔女》を管理するのがあのドームだ」

　手に持った拳銃の具合をチェックしつつ、朝桐は一つ嘆たん息そくする。

「まあ、又聞きした情報でしかないがな。実際に目にするのは俺も初めてだ」

　水最も、自分の手にある拳銃を確かめるようにグリップを強く握り直した。

「ソラ、リリバス。あの施設からの魔力反応は？」

　振り返って訊たずねると、二人の《人工魔女トライフルズ》は一様に困ったような顔をして首を横に振る。

「……ううん。わからない。いろいろな魔力が混ざってグチャグチャなんだよ」

「そうだねぇ。一つ一つは微弱なんだけどさ？　たぶん、動かなくなった《人工魔女》たちの体内に残されている魔力が、あの施設の中で溶け合って漂ってるんだと思う」

　芳かんばしくない報告に、水みな最もは「そうか」と渋じゆう面めんで返す。

　魔力反応が判然としてわからない。だがそれは同時に、敵が身をひそめるには絶好の場所であるとも言えた。

　朝あさ桐ぎりが顔をあげてこちらを見る。

「どうする、錺かざり矢や？　こちらの《人工魔女》が位置を特定できない限り、身をひそめている敵側の圧倒的有利な状況ではあるが」

「……行くしかねえだろ。元から危険は承知の上だ」

　任務を与えられたオペレーターと《人工魔女》。

　覚悟はすでにできている。異論を唱える者は誰一人としていなかった。

「ならば行くぞ」

　リリバスを引き連れた朝桐が先陣を切り、クレーターの急斜面を滑るように下っていく。

　水最とソラも頷うなずき合あって、一歩前へ踏みだした。

　だが、その前に。

「……ユウナギ？」

　振り返ると、ユウナギが空を仰ぐようにしてぼーっとたたずんでいた。

　こちらの呼びかけに反応した彼女は、ゆっくりと視線をおろしてくる。

「なんでもない。ワタシも一緒に行く」

　そう言うと、すっと前に身を乗りだす。

「って、おい！　足元に気をつけろよ───」

　こちらが注意を促すよりも早く、斜面に足をかけたユウナギが「わわっ」と間の抜けた声をあげた。派手に転んだ彼女はそのままゴロゴロと転がっていく。

　水最は呆あきれ半分に頭を抱えると、続いて斜面をおりた。

　すぐに下まで追いついて、泥だらけになっている彼女に手を差しだしてやる。

「ったく。だから言ったっつーに……」

「いたい」

「当たり前だアホ」

　とぼけた表情で月並みな感想を漏もらすユウナギの頭をポコリと叩たたく。

　後からおりてきたソラが「くぅ！　ドジっ娘こ属性でポイント稼ぎなんてヒキョーなんだよっ」とか訳の分からないことを叫んでいた。まともに相手をすると疲れるので適当に流しておく。なんだか軽い頭痛がしてきた。

「とにかく。行くぞ」

　再び自分の腕にひしっとしがみ付いてくるユウナギと、地団太を踏んで悔しがるソラを交互に見やりながら、水みな最もは辟へき易えきの嘆たん息そくを漏もらす。

　そんなこんながありつつも、一同はクレーターの中心に置かれたドームの入口へと足を踏み入れた。





　　　　　　　//






　入口を潜くぐると、内部には細い通路が真まっ直すぐに延びていた。

　人工的な照明などはなく薄暗いが、外から差し込んでくる日光のおかげで辛うじて周囲の状況を把握することができる。

　通路の壁面は無機質な金属板に覆おおわれ、道幅に比して天井が高い。

　聞こえてくるのは自分たちの足音だけであり、不気味な雰囲気が漂っていた。

「───わっ」

「っと。危ねえな、ユウナギ。暗いんだから足元に気をつけろ」

「ッ。……う、うわわわわっ。ソラも足を滑らせちゃったんだよーっ」

「…………」

「なんでスルーするのっ!?　ミィくん、ソラもちゃんと抱きとめてよぉっ!!」

「今のお前は完全にわざとだろ。ただでさえ道幅が狭いんだから、無駄に暴れるな」

「うぐぐ……っ」

「静かにしろ貴様ら。敵に勘付かれたらどうする」

　先を行く朝あさ桐ぎりに冷たく一喝されて、水最たちは慌てて口をつぐんだ。……危険な状況だというのに、我ながら軽薄すぎた。

　そのうち、細い通路を抜けて、広々としたホールのような空間にでた。

　入口からだいぶ離れていたので、ホールの中は非常に暗い。隣にいるソラの顔がギリギリ確認できるかどうかだった。

　朝桐はジャケットのポケットからペンライトを取りだすと、暗がりを慎重に進んでいく。

　そして、ホールの中心にあった何か機械のような物に辿たどり着ついた。

「この施設の管制システムは……これか？」

　機械には正方形のスクリーンがついており、朝桐が指で触れるとブィンッという乾いた音を立てて小型の魔法陣が浮かび上がった。

「人工魔術ブラツクアート式……？　ここには魔力が通っているのか？」

「都市側からこの島への魔力供給は完全に断たれているはずだ。おそらく、どこかに貯蔵タンクのようなものが設けられているんだろう」

　小声で受け答えしながら、朝桐は手元のタッチパネル式スクリーンを操作していく。

　画面には施設内の見取り図や、最近の行動履歴などが次々と表示された。

「ねえねえ、マスター。さっきからなにを調べてるの？」

「ターゲットである過去最強ロストナンバーは、元々が廃棄された《人工魔女トライフルズ》だ。ここから盗みだされた個体を知ることで、敵側の情報を得ることにもつながる。……と、思ったんだがな」

　スクリーンから顔をあげた朝あさ桐ぎりは、ゆっくりと首を横に振った。

「ダメだ。ここ最近の履歴が丸々消去されている」

「まあ……だろうな。敵さんも手掛かりを残すようなヘマはしないだろ」

　予想はできていたことだが、やはり状況は芳かんばしくなかった。

　しかし、落ち込んでばかりもいられない。水みな最もは気を取り直して朝桐に向き直った。

「とにかく、内部を探索しよう。この先は通路が分岐しているみたいだし、二手にわかれて行動するってのはどうだ？」

　水最が目を向けた先には、来た道とは別に四つの通路が延びていた。

　さっきスクリーンに表示されたこの施設の見取り図にも書いてあったが、この先は廃棄された《人工魔女トライフルズ》の安置所になっているようだった。区分けしやすくするためにか、四つのフロアに分けられている。探索をするなら、手分けしたほうが断然効率がいい。

　水最の提案に、臆病なソラがプルリと小さく身震いした。

「で、でもっ。危ない敵が潜んでるかもしれないんでしょっ!?　それなら、みんなで行動したほうが……」

「この施設は広いが、そんなに複雑な構造はしていない。通信機で連絡を取れば、すぐに駆けつけられるだろ」

「錺かざり矢やの言う通りだな。それに、もし敵が俺たちの侵入に気づいて罠わなを仕掛けていた場合、固まって動くと一網打尽にされる可能性もある」

「決まりだねっ♪　手分けしてターゲットの過去最強ロストナンバーちゃんを探そう。ふふふっ、あたしが先に倒しちゃっても悔しがらないでよね、ソラ♪」

「あ、あううううぅぅぅぅ……」

　リリバスの好戦的な挑発に、情けない顔で情けない声をあげるソラ。同じ《人工魔女》でも、どうしてこう気性が違うのか。甚はなはだ謎である。

「班分けは俺とリリバス、錺矢とソラは確定として。───そいつはどうする？」

　告げた朝桐が、不意に水最の腰あたりに視線を投げた。

　睨にらみつけられたユウナギがビクッと跳びあがる。彼女は仏ぶつ頂ちよう面づらの朝桐から逃げるように、水最の背中にそそくさと隠れた。

　そう言えば、こいつの存在を考慮するのを忘れていた。

　水最はボリボリと頭を掻かいて、肩をすくめる。

「面倒はこっちで引き受けるよ。元々、オレの提案で連れていくことになったわけだしな」

「しかし───」

「なんだよ、心配してくれてるのか朝桐？　気色悪いな」

　冗談交じりに茶ちや化かすと、朝桐はますますムスッとした顔になった。なんだかんだで、こいつも相当単純だと思う。

「好きにしろ。ただし、簡単にくたばることは許さん。俺たちの身にも危険が及ぶ」

「その言葉、そっくりそのまま返すよ。頼りにしてるぜ、魔導組合ＡＳＡの現エースさん？」

　朝あさ桐ぎりは「ふん」と鼻を鳴らして背を向ける。

「俺たちは右から行くぞ。いいな、リリバス？」

「はいよ～♪　じゃあじゃあ、またあとでねぇ♪」

　不機嫌な自分の主人を心底おかしそうに眺めるリリバスは、こちらに向かって軽く手を振った。朝桐に従い、一番右側の通路へと姿を消す。

　彼らの姿が完全に見えなくなったあと、水みな最もも自分の服のポケットからペンライトを取りだし、並んで立つ二人の《人工魔女トライフルズ》に視線を配る。

「オレたちも行くぞ。気を引き締めろよ」







「───ちょっと、お前っ！　あんまりソラのミィくんにベタベタしないでほしいんだよっ！　いい加減に離れるんだよ～っ！」

「……暗いから」

「暗いのはソラも同じなんだもんっ！　怪け我がしてるのをいいことに、ミィくんに気にかけてもらえて……ズルいんだよっ！　ソラだってミィくんに優しくしてもらいたいっ！」

「？　ソラは普段、ミナモから冷たくされているの？」

「はぐぁっ!?　ひ、ひひひひひ人の傷口をえぐるなんてサイテーの行為なんだよっ！　ソラはお前のことをますますキライになったんだよ～っ！」

　歩きだしてから、ほんの一分足らず。

　ペンライトの明かりしか頼りのない狭い通路で、水最を挟んだソラとユウナギのキンキンとした言い争いが勃発していた。

「静かにしろアホ」

「だってミィく[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ」

「だってもクソもあるか。あんまりうるさいと置いていくぞ」

「うぐう……」

　喧けん嘩か腰ごしのソラを諫いさめた水最は、ふっと上方を仰いだ。

　ペンライトを操り、僅わずかな光で周囲を照らす。

　今、自分たちがいるのはやけに奥行きのある部屋だった。部屋と言ってもその広さは尋常ではなく、小さなライトの光程度では最奥まで届かない。

　……そして。

　その壁際には、ビッシリと敷き詰められた無数の巨大試験管が並べられている。

　筒状のソレは黄緑色の不気味な液体で満たされていた。さらに、その液体の中に、ユラユラとある物体が漂っている。

　見間違いでなければ、それは…………人間。

「《絶界の墓標ビヴロスト》。廃棄された《人工魔女》たちが眠る墓場。よく言ったもんだな」

　巨大試験管の中に収められた、すでに動かない《人工魔女トライフルズ》たち。

　それはまさに『廃棄品』『残ざん骸がい』と呼ぶにふさわしく、皮膚が切れてズタズタになった個体、腕や足などの部位が欠損している個体、下半身がなく上半身しか残ってない個体など……見るに堪たえない物が数多く見受けられた。

　おそらく、ここに安置されている《人工魔女》は、戦時中に再起不能の状態になった個体であると思われた。損傷が目立つのも、それが原因だろう。

　凄絶な光景に、今まで騒いでいたソラが急に黙り込む。無理もない。ここにいるのはすべて彼女の同胞であり、戦時中に運命を同じくした魔術兵器なのだから。

「ソラ。キツいなら、引き返してもいいんだぞ？」

「ううん。大丈夫。ソラは平気なんだよ、ミィくん」

　口ではそう言うものの、ソラの声は震えていた。……敵が潜んでいる場所に、水みな最も一人を置いていけない。ソラが無理をしてまで強がる理由は、たぶんそんなところだろう。

　わかっていたからこそ、水最はそれ以上、なにも言わなかった。

　下手に気遣いすぎるのは、彼女の想おもいを踏みにじることにもつながる。

「ユウナギ。お前も平気か？」

　水最は反対側にいたユウナギにも視線をおとした。

　ユウナギはソラと違って、あくまで無表情に並び立つ《人工魔女》たちの亡なき骸がらを眺めていた。元々が表情の変化に乏しい奴やつだったが、朝あさ桐ぎりに脅しつけられたときなどはちゃんと怯おびえた様子を見せていたはずだ。それが今は、驚くほどに落ち着いていた。

　なんだろうか。この違和感は？

　水最には一瞬、目の前のユウナギがまるで別人であるかのように見えてしまった。

　もちろん、彼女との付き合いは長くない。むしろ短すぎる。

　ただその中でも、どこかぼんやりとしていて抜けている少女……みたいなイメージはできあがりつつあった。そのイメージが根本から崩されていく感覚に陥る。

　似たような感覚を、少し前にも覚えたことがある。

　───リリバスだ。味方のオペレーターたちが討たれたかもしれないという可能性が示唆されたとき、あいつが不意に見せた凶暴な笑み。今までの人懐っこくてお調子者の雰囲気が、一気に崩されてしまったあの瞬間である。

　人間としての少女が、破壊の兵器として切り替わった……あのときのように。

「…………え。なにか言った、ミナモ？」

　ようやく我に返ったのか、ユウナギがゆるゆるとこちらを見上げた。

　そのときには、すでに普段通りの彼女に戻っていた。水最は心の隅に引っ掛かりを覚えながらも、首を横に振った。

「なんでもない。とにかく、奥まで行ってみるぞ。敵が潜んでいる可能性もまだゼロじゃないし、奪われた過去最強ロストナンバーの手がかりがどこかに残ってるかもしれない」

　水最とソラは、互いの距離を離しすぎないように注意しつつ、フロア内の巨大試験管を一つずつ調べていくことにした。

　渡された予備のペンライトを手にしながら、ソラは渋い顔で順番に壁際の試験管へ目を通している。キツい仕事だろうが、本人が「できる」と断言したのであえて止めることはしなかった。

　水みな最ももユウナギを連れながら、目についた試験管を調べていく。

　試験管自体の作りは簡素であり、透明なガラスの筒に、太い管のようなものが下部に一本だけ接続されている。管はそのまま床伝いに延びて、壁を貫く形で向こう側に通じていた。たぶん、《人工魔女トライフルズ》たちの亡なき骸がらから発せられる魔力を制御する装置みたいなものが、この先に設けられているのだと思う。

　それと、注目するべき点がもう一つ。

　試験管の表面には鉄製のプレートが取り付けられており、そこにローマ字表記で意味深な文字が刻まれていた。

　水最は直感的にそれを《人工魔女》たちの識別名だと判断する。

　体は朽ちて、使い物にならなくなり、こんな寂れた場所で眠り続ける少女の亡骸たち。

　プレートに表記された名だけが、彼女たちの生きた証あかしのようにも思えて、水最はどこか感傷的な気分になってしまった。

「───知ってる顔も…………いっぱいあるんだよ」

　そのときだった。

　少し離れた場所にある試験管を調べていたソラが、ふっと囁ささやくような声でそう告げる。

　水最は即座に振り返った。

「ソラ……？」

「ミィくん。ミィくんは、ここに来てから元気がないソラのこと、ずっと心配してくれてたよね？　その理由は、やっぱりリリバスにあるんだよ」

　ソラも試験管から目を離して、こちらを振り返った。

　小さな両手が胸元でキュッと結ばれる。

「思い出しちゃうんだよ。リリバスといると、ミィくんと出会う前の自分を。ただ使われる兵器として生きて、喜びも悲しみもなく、必要とされなくなることだけを恐れる」

　ソラはプルプルと首を横に振って、

「そんな生き方も辛くはなかったよ？　疑問もなかった。だって、何かを壊すために生まれて、壊すことだけに必要とされる存在が、ソラだったから。自分が意味を成せる場所だけに生きがいを求めて、なにも考えずに戦場を駆けた。それがソラたち、《人工魔女》なの」

　でも、と。

　ソラは大きな双そう眸ぼうに涙をにじませて、周囲の試験管を見渡す。

「ミィくんと出会って、ただの兵器として以外の生き方を知って。それでもやっぱり、ソラとミィくんを繋つなぎ止めているのは、使う人間と使われる兵器って関係で。……ソラもあのまま、リリバスやここにいる子たちみたいに、自分はただの兵器、何かを壊すことだけが意味だって思い続けられれば、楽だったのかもしれないんだよ」

　ソラの瞳が真まっ直すぐにこちらへ向けられた。

　水みな最もは黙ってそれを受け止めることしかできない。

「ミィくん。ソラはもうイヤだよ。兵器としての自分が。兵器としてだけミィくんに必要とされて、使えなくなったらこうやって捨てられて……。そんな運命しか辿たどれない自分がイヤだ。いずれミィくんに捨てられなきゃいけないことが恐こわい。恐い、恐い、恐いの……！」

　頭を抱え込んだソラは、現実から逃げるようにその場で縮こまった。

　暗く沈んだフロアに響く、ソラの小さな嗚お咽えつ。

　水最は静かにソラを見つめていた。

　やはり……この任務、受けるべきではなかったのかもしれない。

《人工魔女トライフルズ》としての自分になんの疑問も持たず、戦うことを生きがいとするリリバス。かつての仲間と接触し、そしてこの《絶界の墓標ビヴロスト》を訪れたことで、ソラの心は確実に軋きしみをあげていた。

　ここで水最が優しい言葉をかけてやるのは簡単だ。

　だけど、それは絶対に許されなかった。

《人工魔女》は兵器。企業の所有物。水最はソラの保護者でも、家族でもなんでもなく、企業から兵器としての彼女を借り受けているだけなのだ。

　そんな自分が、ソラを今の運命から解放してやることなんてできない。魔製都市で魔術が使われ、それを厭いとう魔術師たちが犯罪行為を起こす限り、《人工魔女トライフルズ》は企業に必要とされる。人間のために戦わなくてはならない。













　そして最後は───この墓標に収められて、誰の記憶からも抜け落ちていく。

　利用されるだけ利用されて、使い物にならなくなったら捨てられるただの道具のように。

「ソラ……オレは……」

　オペレーターとしての正しい選択は、ここでソラの心を突き放すことだった。

　朝あさ桐ぎりのようにリリバスを「自分の仕事道具」と割り切り、一線を引いて、関わるのではなく扱う。それが本来のオペレーターの仕事。

　わかっているんだ。初めからそうでなくてはならなかった。

　そうあろうと……努めてきたつもりだった。

　水みな最もは自分の甘さを再度実感する。エルや朝桐、メイス───そして、瑠る衣いから指摘されてきたこと。その重みを今さらながらに感じて。

　……だけど。

　それでも、オレは───！




「───『魔術』とは。〝呪い〟」




　無機質な声音が一つ、響き渡った。

　意識外からのその声に、水最とソラは驚いて顔をあげた。

「ユウナギ……？」

　ペンライトの光を向けると、少し離れた場所にユウナギがたたずんでいるのを見つけた。

　いつの間に傍そばから離れたのか。気配すら感じなかった。

　ユウナギが立っているのはちょうどフロアの最奥であり、その背後にひときわ大きな試験管が据え置かれている。

　ペンライトのわずかな光だけではハッキリと確認できないが、どうやらその試験管の中身は空であるようだった。他の試験管を満たしている不気味な液体も筒の中から抜かれているように見える。

「お前……」

「魔術は〝呪い〟。彼はそう言っていた。魔術とは己の魂を対価とし、命を削って、心を形にする奇跡の術。ただ、それが有用な現象という明確なモノで顕けん現げんしてしまうから、人間は魔術を『道具』として扱う。心によって具現するモノを、心無い者が扱えば、やがてソレは無差別に何かを滅ぼす〝呪い〟となる」

　こいつは、なにを言っている？　唐突すぎて訳が分からなかった。

　困惑する水最とソラを余よ所そに、ユウナギはクルリと背を向ける。

　そして、背後に据えられた試験管の表面にゆっくりと触れた。

「彼は───ワタシに言った。自分たちはその〝呪い〟の連鎖を食い止め、禁忌と化した魔術を封じる守り人なのだと」

「おい、待てッ！　いきなりどうしたんだよ、お前!?」

「でも。愚かにも罪人たちは、禁忌に手を伸ばした。守り人を討ち、ただ己おのが利益のためだけに、〝呪い〟の式を組み上げた」

　こちらの呼びかけに耳を貸さず、淡々と語り続けるユウナギ。

　そのとき、水みな最もが握るペンライトの光が、試験管に取り付けられた鉄製のプレートを不意に照らし出した。

　瞬間───息が詰まりそうになる。

　まさか。そんなバカな。

　しかし、何度見直しても結果は変わらない。

　プレートには確かにそう記されていた。

「……だけど。そんな事情はワタシには関係のないこと。ワタシはワタシ、〝呪い〟に縛られた哀れな人形として。ワタシを必要としてくれた彼のためだけに」




　───《ＹＵＮＡＧＩユウナギ》




「《人工魔女トライフルズ》ユウナギ。オペレーターの命に従い───対象を殲せん滅めつする」

　ブワッと。一陣の風がフロア内を薙ないだ。

　視界から一瞬にしてユウナギの姿がかき消える。

「ミィくんっ！」

　ソラの甲高い叫びが飛んできた。真横から強く押される感覚。大きく跳躍したソラが水最の脇腹に飛びついて、そのまま硬い床に押し倒した。

　間髪を入れずに、頭上をなにかが高速で通過していく。

　続いて破砕音。一直線に突っ込んできたユウナギの蹴りが、すぐ後ろにあったコンクリート製の床を深々と抉えぐる。

「なッ……!?」

「外した？　思ったよりも迅はやいんだね、ソラ」

　そう言いながら、ユウナギはヒラリと身を翻して振り向きざまに立ちあがった。

　ソラが水最を抱えて、距離を置くように背後に跳ぶ。

　その様子を眺めながら、ユウナギは薄く笑った。

　無表情だった彼女が初めて見せる笑み。まるで凍いてつく氷のように冷酷で、残酷で。

「でも。いくら迅はやくても無意味」

　ユウナギはグッと姿勢を低くすると、その場で踊るように回転し始めた。

　ゆったりとした衣服の裾すそが、風を受けて優ゆう雅がになびく。

「術式兵装解放。起動アクテイヴエイト───《アメノムラクモ》」

　舞いを舞うユウナギの体から、無数の魔法陣が展開。

　白い頬ほおに刻まれた紋様が仄ほの暗ぐらく明滅する。

　その姿はどこか神こう々ごうしくもあり───同時に、激しい悪寒を感じた。

　全身の血が凍りついたと錯覚するくらいの戦せん慄りつが水みな最もを襲う。

「術式兵装展開！　起動アクテイヴエイト、《メギンギョルド》ッ!!」

　気付けば、水最は咄とつ嗟さにそう叫んでいた。

　ソラの体からも魔法陣が展開する。即座に起動し、再び体内へと浸透して、鮮やかに爆はぜる紫電の衣が形成された。

「そう。それがソラの術式兵装」

　一拍遅れて、ユウナギの体内に展開した魔法陣が浸透する。

　そして、

「───弱いね」

　優ゆう雅がになびく着物の裾すそが虚空を一いつ閃せん。

　刹せつ那な、バツンッと。

　何かが切れたような音が、水最の耳の奥に響いた。





　　　　　　　//






『───りや……おい、錺かざり矢やッ！』

　耳元で、狼ろう狽ばいした男の声が叫ぶ。

　途切れかけていた水最の意識は、徐々に覚かく醒せいした。

　頭がクラクラする。一体なにが起こったのだろうか？　記憶が判然としない。手足の感覚も痺しびれて、視界がぼんやりとしている。

　自分の耳元では、取りつけられた通信機から小型の魔法陣が浮かび上がっていた。

　そこから雑音ノイズ交じりに男の声が響いてきている。

「……あさ……ぎり？」

『錺矢！　生きているのかッ？』

「……ああ。まあ、なんとか……な」

　声を発することで、幾分か機能を失っていた五感が回復してきた。

　視界の霞かすみが晴れて、薄暗いフロア内の光景が映る。ひどい有様だった。背後にある壁に大きな亀裂が横一直線に走り、瓦が礫れきがあちらこちらに散乱している。

　その様相はまるで、巨大な刃物で切り付けられたかのようだった。

　被害を受けたのは壁だけではなく、廃棄された《人工魔女トライフルズ》の試験管もいくつかが破損している。これだけの衝撃を受けて、フロア自体が瓦が解かいしていないのはある意味で奇跡と言えるだろう。

　そして、その亀裂の中心にいるのは仰あお向むけに倒れていた自分。

　どうしてオレは生きている？　オレだけが平気なんだ？

　胸の奥をヒリヒリと焦燥感が焼いた。触覚も回復してきて、腹の上にズシリと重い何かが乗っているのを感じる。見たくない。でも、確認しなければならない。

　水みな最もはゆっくりと手を動かし、仰あお向むけの自分の腹に乗る物へ触れた。

　ヌチャリと。湿った感触。指にこびりつく、真っ赤な血の感触。

　自分の血ではない。では、誰の？　そんなのはもうわかりきっていた。

「…………ソラ…………？」

　そう呼びかけた自分の声は、まるで別人のように虚うつろな響きを帯びていた。

　血にまみれて倒れる、小さな少女。水最を守るようにして覆おおいかぶさる彼女の華きや奢しやな背には、横よこ薙なぎに切り傷が走っていた。

「ソラ……ソラッ、ソラァッ!!」

　クラクラとしていた頭が完全に覚かく醒せいして、水最は我が武む者しや羅らに叫んでいた。

　傷を負い、自分にもたれかかるソラの肩を揺さぶる。

　すると、閉じられていたソラの瞳がうっすらと開いた。

「ミィ……くん？　だいじょう、ぶ。このくらい、すぐに、修復できる、から」

　力なく笑ってみせるソラ。

　とたん、彼女の意識の回復と共に、背中の傷口から大型の魔法陣が展開された。溢あふれでていた血を止血し、徐々にではあるが傷口を癒いやしていく。

　人間にとっては確実に重傷だったが、ソラは《人工魔女トライフルズ》だ。体内の術式が生きている限り、よほどのダメージを受けなければ死ぬことはまずない。

　それでも、自分を庇かばい、傷ついたのは事実だった。水最は己の無力さに歯は噛がみする。

「悪い……ソラ。オレのせいで……」

「ミィくんは、なにも、わるく、ないんだよ。本当に、だいじょうぶだから。しばらくすれば、すぐに、うごけるようになる、もん。それよりも、気をつけて」

　途切れ途切れに言いながら、ソラは視線だけを動かしてフロア内の暗闇に目を向ける。

「……あいつ。すごく、強いよ」

　闇の奥に灯ともる、無機質な眼光。

　ゆったりとした着物のような作りの衣服をまとい、儚はかなげな印象をたたえるその少女。

　水最は傷ついたソラの体をグッと引き寄せ、彼女と対たい峙じした。

「ユウナギ……！」

　噛みしめるように名を呼ぶと、ユウナギは小鳥のように首を傾かしげる。

「まだ動ける？　しぶといね。黙って倒れていたほうが、ずっと楽なのに」

　体の周りに術式の残ざん滓しをバチバチとまとわせて、ユウナギはゆっくりと目を伏せた。

「これ以上、あなたたちを傷つけたくない。ワタシにはこれから、魔導組合ＡＳＡの『現エース』を討つっていう大役があるから。できれば、大人しくしててほしい」

「ッざけんな……！」

　水最は傷ついたソラを自分の後ろに横たえると、ベルトのホルスターから《イグニス》を抜いて、対たい峙じするユウナギに向けた。

　彼女が何者なのか。もうわかっている。

『───錺かざり矢や。先ほど、こちらのフロアで怪け我がを負ったオペレーターと《人工魔女トライフルズ》を複数人発見した』

　耳元の通信機から、朝あさ桐ぎりの声が響く。

『辛うじて意識のある者に確認を取ったところ、彼らがこの《絶界の墓標ビヴロスト》に先行して調査へ入っていた先遣隊だということが知れた。オペレーターの数、そして《人工魔女》の数共に、こちらの情報と一致している。つまり、これまで俺たちと行動を共にしていたあの《人工魔女》こそが───』

「敵側の刺し客かく。ターゲットであるところの、過去最強ロストナンバーの《人工魔女》……！」

　拳銃のグリップをギリリッと握りしめる。

　過去最強の《人工魔女》───ユウナギは、水みな最もに睨にらまれて憂うれえたように首を振った。その仕草こそ先ほどまでの彼女より大人びて感じたが、根本にある雰囲気は変わらない。

　儚はかなげで、どこかぼんやりとした、普通の女の子。

　それこそが……今回の自分たちの敵。

『先遣隊の生存は確認した。俺とリリバスで施設外への避難も完了している。……今からすぐにそちらへ向かう。それまで死ぬなよ、錺矢』

　その言葉を最後に、朝桐からの通信は切れた。

　水最は改めてユウナギを睨み据える。

　銃口を向けられているというのに、彼女にはまるで怯おびえた様子がなかった。

「さっきの通信を聞くと、今から『現エース』がこっちにくるみたいだし。これ以上、ミナモと遊んではいられない。邪魔するなら、全力で倒すよ？」

「そうだな。残念ながら、オレは引き下がるつもりも、逃げだすつもりもない。……ただ、その前に一つだけ聞かせろ。どうして先遣隊のオペレーターたちを殺さなかった？」

　ユウナギが過去最強の《人工魔女》であることは知れた。

　彼女はここ《絶界の墓標》で魔導組合ＡＳＡからの刺客を待ち受け、先遣隊を討ち、仲間のふりをして自分たちに接触。おそらく、戦力的に不利であると判断して、こちらが二手に分かれる機会を窺っていたのだろう。

　しかし、最初に討ったはずの先遣隊を生かしておく理由がわからない。

　それだけじゃなく、自分とソラのことに関してもそうだった。不意打ちができたあの状況で、ユウナギはあえて自分たちを殺すことはしなかった。彼女の力ならばできたはずなのに。それどころか、今現在も戦うことを避けたがっているように思える。

　水最の疑問を受けて、ユウナギは浅く息を吐いた。

「……深い意味なんてない。ワタシがコージローから受けた命令は、『魔導組合側の《人工魔女》たちを戦闘不能に陥らせること』。それだけだったから」

「だが『殺すな』とは言われてないんだろ？　お前がオレたちを生かしておくメリットなんて、なに一つなかったはずだ」

　水みな最もは複雑な心境になってユウナギを見み据すえる。

　……ソラを傷つけられたことへの怒りはある。

　だが、今まで騙だまされていたことへの憤り、そして彼女を敵として見る憎しみなどは、不思議と湧いてこなかった。ただ虚むなしくて、悲しい。そんな気持ちになる。

《人工魔女トライフルズ》は兵器だ。所有者からの命令を受けて、戦わなければならない道具。

　彼女もまた、その運命に縛られているだけだとしたならば……。

「ユウナギ───」

「おしゃべりはもうおしまい。『現エース』がくるまでの時間稼ぎかもしれないけど、そうはさせない。立ち塞がるなら、斬る」

　こちらの呼びかけを振り切るように、ユウナギが低く構えた。不可視の魔力が迸ほとばしる。

　説得や対話は不可能。水最は歯は噛がみして、《イグニス》の引き金に力を込めた。

「起動アクテイヴエイト───ッ！」

　遊底がスライドし、薬きょうが排出。銃口前に展開した魔法陣を内側から砕き、『呪じゆ詛そ破り』に効力を有する魔弾が射出された。

　同時に、ユウナギが膝を折り、わずかに身を沈める。

　床板を踏み割る勢いで叩たたき、彼女は大きく跳躍した。発砲された魔弾を悠々と跳び越え、そのまま靴裏を天井に向けるように体を捻ひねる。

　天井に着いた彼女は、再びそこを蹴りだし、水最目掛けて真まっ直すぐに突撃してきた。

「チッ……！」

　速い。しかし、目で追えないほどではない。

　構えた銃口を上方に向けた水最は、滞空しながら突っ込んでくるユウナギに連続で発砲した。次々に射出された魔弾が、ユウナギを迎え撃つようにして飛んでいく。

　空中では逃げ場がない。これだけの数の魔弾を正面からまともに受けて、無傷で済ませるのはほぼ不可能。

　だが───。

「無駄」

　ユウナギは眉まゆ一つすら動かさずにそう言い放った。

　頬ほおに刻まれた浅黒い紋様が、鈍い光を放つ。

「術式兵装展開───《アメノムラクモ》」

　平へい坦たんな声で紡がれ、ユウナギの両眼の瞳孔がキュルッと絞られた。

　瞬間、彼女に殺到していた魔弾全てが空中で粉々に分解される。

　耳に痛い残響と共に砕ける魔弾を前に、水最は唖あ然ぜんと立ち尽くした。

「バカな……!?」

　こちらの驚きを尻目に、ユウナギが懐に飛び込んでくるように着地。右手を引き、掌しよう底ていを繰りだそうとする構え。

　その一挙一動を見て取っても、この至近距離では躱かわせない。

　水みな最もは咄とつ嗟さに左腕をあげ、防御の姿勢を取った。

「───ふっ」

　短い息を吐きだすと共に、ユウナギの掌しよう底ていが水最の左腕をモロに捉えた。

　肉を抉えぐり込こむようにして伝わる多大な衝撃。骨が砕ける音が鼓こ膜まくに響いた。その場に踏みとどまることすらできずに、水最は背後に吹っ飛んで壁に激突する。

「がッ……あぐあぁァ……ッ!!」

　硬い壁に叩たたきつけられた衝撃で、背骨が軋きしみ、呼吸が止まりそうになる。

　なんとか意識だけは保ったが、続いて掌底を受けた左腕に激痛が走った。

　水最は小さく縮こまりながら苦痛に絶叫する。

「ミィ、くん……っ！」

　まだ修復しきれていない満まん身しん創そう痍いの体を引きずるように起こして、ソラが叫んだ。

　しかし、立ちあがる前にユウナギの右脚がソラの腹を捉える。毬まりのように軽々と蹴り上げられたソラは、悲鳴をあげながら数メートルの距離を吹き飛ばされた。

「ソラ……ッ！」

　全身の痛みに意識を朦もう朧ろうとさせつつも、水最は残った右腕で《イグニス》を構えた。

　霞かすむ視界でなんとか照準。ソラに追い打ちをかけようと踏みだしていたユウナギの脇腹めがけて、発砲する。

　ユウナギはわずかに首をこちらに傾けると、迫りくる弾丸をその視界に捉えた。

　両眼の瞳孔がキュルルと絞られる。

「……だから無駄。あなたの攻撃は、ワタシには届かない」

　羽虫を払うがごとく、右手を軽く振る。

　射出された魔弾は先ほどと同じように空中でことごとく破砕した。

「クソッ……なんだってんだ……!?」

　ユウナギは魔弾に触れてすらいない。ただ視界に収め、払う挙動を見せただけだ。なにかの飛び道具で撃ち落したとか、衝撃波を放ったとかとも違う。

　一切の音もなく、気配すら感じさせず。

　こちらの攻撃を簡単に迎撃してみせる。

「知りたい？　ワタシの術式兵装」

「…………」

「いいよ。知ったところでどうにかなるものでもないから。欲を言えば、ワタシの力を知って、戦意喪失してくれればうれしい」

　余裕の表れか。ユウナギはそう言って、人差し指を天井に向けた。

「たとえば。ワタシが自分の頭上を『斬りたい』と思ったとする」

　言葉に合わせて、彼女の両眼が天井を見上げる。

「あとは、その部分を視界に収めて、座標の確定。───それだけ」

　告げると同時。

　天井の岩盤が真っ二つに割れた。

　パラパラと降り注ぐ砂すな埃ぼこりを目にしながら、水みな最もは信じられない気持ちで目を白黒させた。

「なんだと……!?」

「今の一連の動作だけじゃわかりにくかった？　なら、ハッキリと言葉にしてあげる」

　こちらを見るユウナギの瞳が、鋭く細められた。

「───『任意空間の断裁』。ワタシが斬りたいと思った場所、物、人。それらすべてを、触れることなく断ち切る。それがワタシの術式兵装《アメノムラクモ》。音速を超える不可視の刃やいば」

　シュッと。耳元で風を切る音がした。

　水最の背後にあった壁に横一直線の斬撃が奔はしり、掠かすった右みぎ頬ほおの皮膚が裂けて少量の血が滴り落ちる。反応すらできず、ただただ呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　……滅め茶ちや苦く茶ちやすぎる。

　自分が斬りたいと思った対象を、認識するだけで斬る。そんな反則的な能力、もちろん見たことも聞いたこともなかった。これが過去最強ロストナンバーの《人工魔女トライフルズ》の術式兵装。先行して訪れた複数人のオペレーターたちを返り討ちにし、魔導組合ＡＳＡが『現エース』を投入してまで恐れた。魔術兵器の力。

「最初の一撃……あれはソラの術式兵装を断ち切ったってことか？」

「ううん。あれはミナモを直接斬ろうとして、ソラに防がれた。……大した《人工魔女》だね、あの子。まさかワタシの術式兵装が防がれるなんて思ってもみなかった」

　ユウナギは横目で床に倒れるソラを一いち瞥べつしつつ、頭かぶりを振る。

「でも、今度こそ終わり。あの子は動けない。あなたもボロボロ。もう勝てないってわかったでしょ？　今から尻尾を巻いて逃げるなら、特別に見逃してあげるけど。どうする？」

　訊たずねられて、水最は奥歯を噛かんだ。

　状況は圧倒的に不利。というか、もうほぼ詰んでいるに等しい。

　床に倒れ伏すソラも先ほどからピクリとも動かなかった。肉体修復用の魔法陣が展開しているので、まだ意識はあるのだろうが……どう見ても戦闘続行は不可能だ。

　人間が強力な魔術兵器である《人工魔女》に勝てるわけがない。加えて、相手は過去最強とまで謳うたわれる個体だ。たとえ天地をひっくり返したとしても、水最が勝てる確率はゼロ。ここはユウナギの言葉に従い、傷ついたソラを連れて逃げたほうが賢明と言えた。

　だが。

「……悪いな。たとえ甘かろうが、失格と言われようが。オレは企業に雇われるオペレーターだ。任務を受けて、魔製都市を危険に曝さらす犯罪者を捕らえるのが仕事。途中でビビって逃げだすくらいなら、初めから好き好んでこんなことやっちゃいねえよ」

　ここでユウナギを食い止めなければ、都市が危険に曝される。

　敵は強大。自分一人が抗あらがったところでどうにもならない。

　だからこそ───引き下がるわけにはいかなかった。

　ユウナギは水みな最もの返答を聞くと、諦めたように目を伏せた。

「そう……。じゃあ───バイバイ、ミナモ」

　ユウナギの足元に魔法陣が展開。

　両眼の瞳孔が絞られ、立ちつくす水最に狙いが定められる。

　水最の脳内では高速で思考が巡っていた。どうする？　このままでは、オレは死ぬ。

　考えろ。この場で生き残る方法を。

　相手を倒せなくてもいい。せめて、こちらに向かっている朝あさ桐ぎりたちが到着するまで持もち堪こたえれば、まだ勝機はある。諦めたらそこで終わりだ。

　思考が高速で巡るなか、目の前の光景がゆっくりと流れていく。

　こちらに狙いを定めるユウナギ。展開する魔法陣。起動する術式兵装。

　顕けん現げんするのは無音、不可視の刃やいば。回避は不可能。防げるわけもない。そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな現象を簡単に引き起こす、凶悪な魔術。

　…………魔術？

　刹せつ那な、水最はハッと息を呑のんだ。

　魔術。そうだ、魔術だ。いくら強力な術式兵装と言えど、その根本にある仕組みは魔製都市に溢あふれる人工魔術ブラツクアートと変わらない。

（いけるか……ッ？）













　考えている暇などなかった。水みな最もは右手に握っていた《イグニス》を放り投げて、手の平をゆっくりと前方に向ける。

　その意味深な挙動に、攻撃の態勢に入っていたユウナギがピクリと眉まゆを動かした。

「なにをするつもり？」

「……術式の再演算開始……」

　水最はすでに集中していた。ユウナギから迸ほとばしる魔力を肌で感じ取り、そこから生みだされる現象を迅速に逆算していく。

　ユウナギは何か不気味なものを見るような目になって、グッと姿勢を低くした。

「なにをするつもりかわからないけど、させない。術式兵装展開、起動アクテイヴエイト──────《アメノムラクモ》ッ!!」

　舞いを舞うようにその場で一回転。不可視の刃やいばが飛んだ。

　……その一瞬。

　コンマ一秒にすら満たないその瞬間に、わずかに捉えた空間の揺らぎ。

　水最はカッと目を見開き、かざしていた手の平を握り込んだ。

「──────掌しよう握あくッ!!」

　パァンッッ!!!

　耳に痛い破裂音が、握り込んだ水最の拳の前で派手に炸さく裂れつした。

　衝撃の余波が前方から吹きつけてきて、水最の髪を揺らす。体ごと吹き飛ばされそうになるところを、なんとか気力で踏みとどまった。

　そして、静せい寂じやく。それ以上は何も起こらない。

　水最はゼィゼィと息を荒くして、額に流れる汗を拭った。

「…………うそ。防いだ？」

　呆ぼう然ぜん自失とした声が、フロア内に響き渡った。

　両手をダラリと垂れ下げて、ユウナギが魂の抜けたような状態で立ちつくしている。彼女の瞳は怯おびえと恐怖の感情に彩られ、目の前の水最を凝視していた。

「どうして？　なにを、したのッ!?」

「……べつに。お前から放たれる術式を逆算し、接触する前に分解した。ただそれだけだ」

「う、うそっ。そんなことできるはずがないッ。そんなの……！」

　困惑しながらも、ユウナギは再び身構える。

　次の攻撃がくる。乱れた呼吸を整えるだけでも精一杯な水最は軽く舌打ちをした。

　正直、今みたいな芸当をもう一度やってのける自信はない。高度な術式演算を無理に行ったため、頭が割れそうなほど痛い。

　……クソッ、ここまでか。

　緊張の糸が切れると同時に、膝が折れた。もはや立ちあがれる気がしない。

　あとは切り刻まれるのを待つだけ。そのはずだった。

「……うぐっ……」

　そのとき、攻撃の態勢に移っていたユウナギが小さなうめき声を漏もらした。

　華きや奢しやな体がグラリと揺らぎ、床に膝を突く。

　様子が可お笑かしい。水みな最もは満まん身しん創そう痍いの体を無理に起こし、そちらへ視線を向ける。

「お前……」

　目の前の光景に、水最は愕がく然ぜんとした。

　膝をついて蹲うずくまるユウナギ。

　その背中から───ボロボロに崩れかけた魔法陣が無数に浮かび上がっていた。

　高度な術式演算に通じている水最だからこそすぐにわかった。普通なら、あんな状態で動けるはずがない。むしろ、どうしてあいつは動けている？

　体内に組み込まれた人工魔術ブラツクアート式により、機能している《人工魔女トライフルズ》。そんな彼女たちにとって、己の術式とは命と等価……いや、それ以上に重いと言っていい。

　ユウナギのソレは、もはや機能していると言っていいのかもわからないくらいガタがきていた。まるで、一度はバラバラに崩れた脆もろい絵画を、テープで無理やりに貼り付けて取り繕ったかのような有様だ。

　ユウナギは両手の拳をギュッと握りしめると、呼吸を荒くして大きく身を震わせる。

「まだ、終われない……ワタシはまだ動ける……！」

　それは自分自身にかける呪文のように。

　虚うつろな響きを帯びて、荒い呼吸と共に吐きだされる。

　その痛々しい姿を目まの当あたりにして、水最は激しい憤りに苛さいなまれた。

　こんなの。こんなもの。

「バカヤロウ……ッ！　そんな状態で動こうとしてんじゃねえよ。そんな状態で、戦おうとしてんじゃねえよ！」

「ワタシはっ、兵器っ！　動かなきゃ意味がない、戦わなきゃ意味がない！　使えなきゃ……捨てられる!!　だから、動くっ!!」

　魔術師によって拾われ、利用された過去最強ロストナンバーの《人工魔女》。

　そんなものが、まともな状態で動いているはずがなかった。彼女は一度、終わっているのだ。今はそれを無理やり再起動させて、兵器として取り繕っているだけ。

　どうして、そうまでして動く？

　どうして、そうまでして戦うッ？

　水最には理解できない。

　それが《人工魔女》の意義、彼女たちが持って生まれた性さがだと言うのなら。

　水最はそれを利用した魔術師を憎む。

　それを生み出した魔導組合ＡＳＡを憎む。

　それに守られ、利用することしかできない……人自間分を憎む。

『───『魔術』とは。〝呪い〟』

　どうして人は、そんなものを必要とするのだろうか。

　そんなものを奪い合い、殺し合い、傷つけ合うのだろうか。

　水みな最もにはわからない。わからないからこそ、知らなければならないと思った。

　魔術のこと、魔術師のこと、エーテルギアのこと。

　関わり続けて、自分自身の目で見極めようと。ただそれらの恩恵に縋すがり、脅威を憎み、流されるままにいがみ合うのではなく。ソレがなんなのかを理解するために。

　───あの日の、あの子が。

　自分に『壊せ』と頼んだものの正体がなんなのかを───。

「止まれ……ユウナギ。もう止まれッ！」

「止まれ、ない。止まっちゃ、いけないッ」

　水最とユウナギ。互いに死力を尽くし、立ちあがる。

　ユウナギの周囲に魔法陣が展開した。先ほどのように綻ほころびが目立つものではないが、所々が欠けている。これ以上の無理を続ければ、彼女は確実に壊れるだろう。

　水最も深く息を吸い込み、覚悟を決める。

　……止める。彼女が止まれないと言うなら、オレがここで止める。

　痛む脳に鞭むちを打ち、迎撃するための演算の準備に取り掛かろうとした、そのとき。




「───やぁぁぁぁぁぁっっと！　見つけたああああああああっ!!」




　フロアの入り口のほうから、歓喜に打ち震えるような少女の叫びが響いた。

　ユウナギは即座に反応を示し、大きく背後に跳ぶ。

　その直後、彼女がそれまで立っていた床が瞬またたく間まに凍りついた。着地したユウナギは声が響いてきた入り口を睨にらみ据すえる。

「……『現エース』」

「あははっ♪　やっと会えたね、『過去最強ロストナンバー』！　ねえ、どっちが上か勝負しようよっ!!」

　フロア内に拡ひろがる、圧倒的な魔力と冷気。

　闇を裂き、レインコートを纏まとった少女が空中を滑かつ空くうしながら現れた。

　さらに、少女の両腕には一人の男が抱えられており、ユウナギを見るなり腰のホルスターから拳銃を引き抜く。

「……まさか貴様がターゲットの《人工魔女トライフルズ》だったとはな。やはり、あの場で念入りに尋問をしておくべきだった」

　リリバスの腕から解放された朝あさ桐ぎりは、床に着地しながら拳銃の銃口をユウナギに向ける。

　突如として現れた味方を目にして、水最は気抜けしたように浅い息を吐いた。

「……朝桐」

「生きていたか、錺かざり矢や。無事───というわけではなさそうだがな」

　皮肉交じりにそう言いつつも、朝桐はユウナギから少しも目を離そうとしない。油断なく銃口を向け続けた。

　形勢逆転。ただでさえ疲ひ弊へいしていたユウナギは、わずかに表情を曇らせる。

「こんなときに限って……タイミングが悪い」

「タイミングなんてどーでもいいよっっ！　ねえ、やろうッ？　はやくやろうっ!!」

　レインコートの裾すそから冷気を撒まき散ちらして滞空するリリバスは、頬ほおを紅潮させながら高笑いをした。まるで遊びをせがむ子供のように、目を輝かせている。

　彼女のマスターである朝あさ桐ぎりは渋い顔で舌打ちをした。

「落ち着け。ハイになりすぎだ。少しは加減をしてもらわないと、俺たちまで凍る」

「だっっっって、マスター!!　あのときに受けた借りを返すチャンスなんだよ!?　舐なめられたままじゃ気分悪いし、どっちが上なのかはやく証明したいっっっ!!」

「……なにが『借り』だ。お前はただ戦いたいだけだろう。べつに止めはしないが、俺たちを巻き込まないように気をつけろと言っている」

　強敵を前に歓喜するリリバス。彼女は間違いなく、兵器として戦うことを楽しんでいた。

　水みな最もは複雑な想おもいでそんな彼女を見つめる。……使われることにこそ至上の喜びを見み出いだす兵器。リリバスはまさにその典型なのかもしれない。

　そして───あいつも。

「……ユウナギ」

「…………」

　いくら過去最強ロストナンバーの術式兵装が強力とはいえ、今のユウナギは本調子ではない。駆けつけた『現エース』とまともにやりあえる状態にあるとは思えなかった。

　追い詰められたユウナギは、ジリジリと後じさり始める。

「きゃはっ♪　逃がしてあげないよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]だッ♪」

　すかさずリリバスが空中を滑るようにして突っ込む。レインコートの裾から舞い散る光の粒りゆう子しが腕の周りで渦巻き、激しい冷気となって、鋭利な氷の刃やいばを形成する。

「さあ、見せてよっ！　あなたの力ぁ!!」

　腕にまとった氷の刃を振りかざし、体当たりするように仕掛けていくリリバス。

　ガードの姿勢をとるユウナギの腕が切り裂かれ、血ち飛沫しぶきが飛んだ。

　リリバスはそのまま旋回。空中を縦横無尽に駆けて、ヒット＆アウェイの要領で防戦一方のユウナギを切刻んでいく。

「ほらほらほらほらぁ!!」

　その光景は、もはやまともな戦闘とは言えなかった。

　あまりにも一方的すぎるなぶり殺し。

　水最は拳を固く握りしめる。隣にたたずむ朝桐に振り返り、「おい！」と一喝した。

「やりすぎだ！　あのままじゃあいつが死んじまうぞ！」

　水最の叫びを受けても、朝桐はまったく動じなかった。

　ジャケットのポケットから自前の煙草たばこを取りだし、火をつけて煙をくゆらせる。

「……メイス＝アレクトリアから与えられた任務内容は、ターゲットの破壊だ。捕獲や保護ではない。壊してしまってなんの問題がある？」

「ふざけんなッ。あいつの体はもう限界だ！　放っておいてもじきに自壊しちまう！　それをわざわざ───！」

　迫りながら訴えた、その直後。

　朝あさ桐ぎりの左腕が素早く動いた。水みな最ものシャツの胸倉を掴つかみ、力強くひねり上げる。瞬間的に気管が絞められ、肺から「くはっ」と短い呼吸が漏もれた。

「あさぎり……ッ!?」

「ふざけているのは貴様だ、錺かざり矢や……！」

　水最を絞めあげたまま、朝桐は鋭い視線で睨にらみつけてくる。

「アレは敵だ。破壊するべきターゲットだ。貴様は一度、アレに情けをかけて痛い目を見たのではなかったのか？　アレに裏切られたのだろうッ？　それを懲りもせずに『やりすぎ』だと!?　ふざけるのも大概にしろ、オペレーター！」

　常に冷静だった朝桐の声が、怒りに震えている。

「俺たちは企業の傭よう兵へい。金を貰もらい、魔術師やエーテルギア、それに与くみするあらゆるものを撃滅するのが仕事だ！　敵に情けをかけてどうするッ、仕事道具に感情移入をして何になる!?　お前は何がしたいのだ、錺矢水最！　なにがしたくてオペレーターに志願した!?　綺き麗れいごとを並べ立てて、俺たちの仕事を邪魔するだけなら大人しく引っ込んでいろ！　金こん輪りん際ざい、魔術犯罪なんてものには関わらず、綺麗な世界だけを見て生きていればいい!!」

　朝桐の怒号がフロア内に木こ霊だまする。

　水最は、静かに朝桐を見つめ返していた。

　……こいつがどんな志を持って、オペレーターをやっているのかはわからない。

　ただ金のため？　それとも過去になにかあったのか？　わからない。わからないけど。確かに言えることが一つだけあった。

　この朝桐竜たつ史ふみという男は、企業の手駒として最善を尽くしている。その姿はまさしく『現エース』と呼ぶに相応ふさわしかった。

　だけど。

「───ッざけんな……！」

　水最は右手を持ち上げて、絞めあげてくる朝桐の手首を掴んだ。

「テメェの勝手な諦てい観かんを押しつけてんじゃねえよ……！　確かにテメェの言ってることは正論かもしれない。だがな───！」

　胸倉を掴んでいる手首をギリギリと握りしめる。

　朝桐は驚いたような目になって、水最の胸倉から手を離した。

　だが、水最は離さない。さらに強く力を込めて、朝桐を睨みあげる。

「これまでオレが見てきた、『魔術』に関わる奴やつら。みんな、みんな、バカみたいに悲しい顔してやがった！　苦しいのに何も感じていないフリをして！　ユウナギも、エルも、そしてあの日のあいつも！　みんなみんな、『魔術』なんてものに囚とらわれて、傷つけたくもないもの傷つけて！　そして自分も傷ついて!!」

　喉の奥から声を絞りだしながら、水みな最もは血がにじむほどに奥歯を噛かみしめる。

「そんなものを見るのはもうたくさんだッ！　あいつらを縛っている魔術ってなんなんだ!?　あいつらを苦しめていいほど、大層なもんなのかよ!?　それを確かめるまで、オレは引き下がるつもりなんてない！　諦めて、心を殺して、目を背けたまま生きるつもりなんてねえんだよ！」

「ならば、どうするッ。魔製都市の根幹にある人工魔術ブラツクアート。そして、そのモデルとなったエーテルギア。今の社会を支えるそれらが、『魔術』に関するものが、もし貴様の意にそぐわないものだった場合。貴様はどうするつもりだッ!?」

　水最と朝あさ桐ぎり。考えを異にする互いの視線が正面からぶつかり合う。

　……どうする？　もし探し求めている『魔術』というものの解を導きだし、仮にそれが間違っていた場合。そのときオレは、一体どうするつもりなんだ？

　オレは───。




「………………そろそろ。時間」




　そのときだった。

　フツリと。暗闇の向こうから幽かすかなつぶやきが漏もれる。

　リリバスからの連撃を受けて防戦一方だったユウナギが、突如として構えを解いた。

　その意味深な挙動に、リリバスも攻撃を中断してピタリと静止する。

「あはっ♪　なに？　時間？」

「そう。残念ながら、タイムリミット」

　コクリとうなずいてみせるユウナギ。彼女はいつの間にかフロアの最奥───自分の名が刻まれた巨大試験管の前まで後退していた。

「ワタシの任務は、ここへ誘いだされてやってくる《人工魔女トライフルズ》たちの迎撃。そして……時間稼ぎ」

　刹せつ那な。ユウナギの足元に、虹色の魔法陣が展開された。

　彼女自身の体内に内蔵されている物とは違う。朝桐がハッと息を吐き、水最に掴つかまれていた腕を即座に振り払った。

「転移式だと……!?」

　ユウナギの体が徐々に足元の魔法陣の中へと吸い込まれ始める。

　転移式。長距離移動のために魔術師たちが用いる、高度な移動用術式だ。どうやら、あの巨大試験管の前に予あらかじめ仕掛けてあったらしい。

「逃がすな、リリバスッ！　潰せ!!」

「わかってるって！」

　浮遊していたリリバスがくんっと全身を傾けて加速。その場から退場しようとしているユウナギに突撃していく。

　ユウナギは特に慌てた様子もなく、魔法陣に吸い込まれながら天井を仰いだ。

「……本当は。危険因子のあなたたちを確実に潰しておきたかった。でも、今のワタシの状態じゃ無理そうだから。せめて、動きだけは封じる」

　ユウナギの周囲に崩れかけた魔法陣が展開。

　両眼が見開かれ、フロアの天井をめいっぱいに視界へ入れた。

　水みな最もは背筋に激しい悪寒を感じる。

「マズイ！　朝あさ桐ぎり、あいつの狙いは天井───オレたちを生き埋めにすることだ！」

「なにッ!?」

　叫んだときにはすでに遅かった。

　次の瞬間、キィンと空気を裂くような音が響きわたった。

　天井全体に、巨大な刃物で切りつけられたかのような亀裂が無数に奔はしる。

　耐久度の限界を迎えた天井は、ビシビシと音を立てて瞬またたく間まに崩落した。

　降りそそいでくる瓦が礫れきの山。

　派手な土煙が舞い、視界さえ判然としなくなった中で、水最は思いっきり叫んだ。

「ユウナギィ──────────────ッ!!」

「ミナモ。───ごめんね」

　肌に感じていたユウナギの魔力が消失する。彼女は転移式を用いてこの場から離脱した。

　水最は「クソッ」と悪態をついて周囲に視線を巡らせる。次々に降ってくる瓦礫の破片に全身を強したたかに叩たたかれながら、ある人物の姿を必死に探した。

「ソラ……どこだ、ソラッ！」

「───ミィくんっ!!」

　瓦が解かいするコンクリートの轟音に紛れて、幼げな少女の叫びが耳へ届いた。

　水最は即座にそちらへ振り返る。砂すな埃ぼこりのせいで視界が悪いが、確かに床に倒れ伏す一人の少女の姿を認めた。

　そして───彼女の頭上に降り注ぐ、ひときわ大きな瓦礫の破片を。

「ッ。ソラァァァァッ!!」

　気付けば我が武む者しや羅らに走りだしていた。体に負った打撲傷と折れた左腕、そして未いまだに容赦なく崩れてくる瓦礫に阻まれて、思うように走れない。それでも、ただ必死に。

　瓦礫がソラを押し潰す直前、水最は飛び込むようにして彼女の体へ覆おおいかぶさった。

　痛みに耐えるようにギュッと目を瞑つむる。

「ミィくんっ!!」

　耳元へ届いてきた、ソラの悲痛な金切り声。

　それを最後に───フロアの天井が完全に崩落した。






　　　　第四章　魔　　術









　───午前八時。アレクトリア本社ビルにて。

　広々とした廊下の片隅で、瑠る衣いは少し疲れた顔をしてたたずんでいた。

　現在、護衛対象であるメイス＝アレクトリアは、社内会議の合間を縫って手洗い場に行っている。彼女が戻ってくるまで、瑠衣は女子トイレ前で待機という状態だった。

　それはいい。なんの不満もない。

　問題は───自分以外のもう一人。

　すぐ隣で、同じく待機の姿勢を取っている直立不動の人物だった。

「いいですか、三み崎さき？　あなたはあくまで社長の護衛なのです。いくら私室に招かれたからと言って、勘違いをしてはいけません」

　先ほどからクドクドと説教臭い口調で話しかけてくる女性。

　メイスの秘書を務める中なか林ばやしである。

　メイスの目がなくなるなり、彼女はずっとこんな感じだった。

　なにを「勘違いしてはいけない」のかは瑠衣にはよくわからないが、彼女にとってメイスの専属護衛に選ばれた自分は、目の上のタンコブみたいに思われているようだった。言葉遣いこそ丁寧だが、語調の端々に微妙な棘とげを感じる。

「社長から聞きましたよ。あなたは社長と寝泊まりする部屋を共にするだけでなく、一緒にお風呂に入ったり、同じベッドで寝たりしているそうですね？　そんなうらやまし───もとい、不ふ埒らちな行為は護衛の仕事ではありません。そこのポジションを私と代わってください───ではなく、自分の立場をキチンとわきまえてください」

　所々で雑念が漏もれすぎている。

　瑠衣はますます疲れた顔になって「はぁ」と生返事をするしかなかった。

　中林が言っていることは全て事実だ。しかしそれは瑠衣が進んでやっていることではなく、メイスが「親睦を深めるためのスキンシップ」と称して勝手に風呂やベッドにもぐりこんでくるのだ。瑠衣としても本当は勘弁してほしいところだった。

　瑠衣の覇気のない返事を聞いて、中林はいよいよ痺しびれを切らしたように目を見開く。

「───三崎ッ」

「は、はいぃぃっ!?」

　急に肩を掴つかんでくる中林に、瑠衣は思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。

　睨にらみ据すえてくる中林の瞳が嫉しつ妬とにメラメラと燃えている。

「三崎。あなたに確認しておきたいことがあります」

「は、はい。なんでしょうかっ？」

「とても重要なことです。包み隠さずに答えてください」

「は、はぁ……」

　困惑する瑠る衣いを見つめながら、中なか林ばやしはいっそう真剣な顔つきになって、

「───社長のバストはＥから成長しているでしょうか？」

　…………はい？

「え、えっと？」

「社長のバストはＥカップから成長していましたかッ!?　と、訊きいているのです！」

　鼻息を荒くする中林は、両手で頭を抱えながらババッと仰のけ反ぞって、

「最近、私は一緒にお風呂へ入らせてもらえないのです！　そのせいで社長の発育を正確にチェックできないっ。なぜか健康診断の結果も隠されてしまう！　嗚あ呼あ、我が主あるじの全てを知らずしてなにが社長秘書かッ。なにが従僕かッ」

　苦悩に悶もだえるようにして、中林はゴロゴロと床を転げ回り始めた。

　……この人、本当に大丈夫だろうか？　今さらながらに心配になってくる。

「お、落ち着いてくださいっ」

「落ち着いていられるものですか！　どうして社長は私と一緒にお風呂に入ってくれない!?　同じベッドで添い寝してくれない!?　このままでは私は気が狂ってしまいそうだ！」

「……あ、いや。それは中林さんがそんな感じだからではないかと……」

　駄だ々だをこねるみたいに床を転がる中林に、瑠衣は軽い頭痛を覚える。

　この人、やっぱりヘンだ……。脇を通り過ぎていく社員たちは完全にスルーだし、彼女のこういう発作は社内では日常茶飯事なのだろうか？

　どうしたものかと悩んでいたそのとき。

「───やあ。お待たせしてしまったね」

　女子トイレから、ハンカチで手を拭いながらメイスが出てきた。

「いえ。大丈夫です、社長。問題ありません」

　切り替え早っ！

　瑠衣は思わず内心で全力つっこみをしてしまった。瞬間的に床から立ちあがって何事もなかったように振る舞う中林に驚きよう愕がくする。

　そんなこちらの気苦労を知ってか知らずか、メイスは軽く肩をすくめて瑠衣を見た。

「君にも悪いね、ルイ。今やっている会議の後にも、また別の部署で行われる会議に参加しなきゃいけないんだ。振り回している感じになってしまっているけど、休憩を挟まなくて大丈夫かい？」

　気遣うように訊たずねてくるメイス。

　すかさず、隣にいた中林がギロリとこちらに睨にらみを利かせた。どうやら「社長が頑張っているのに、お前が疲れたとかは絶対に言うな」という無言の指示らしい。……一番疲れる原因を作っているのは、当の本人なわけだが。

「大丈夫です。それも専属護衛の仕事のうちですから」

「ふふんっ。実にいい返事だ。ボクも安心して背中を預けられるというものだよ」

　上機嫌に告げたメイスは、クルリと背を向けて廊下を歩き始めた。中なか林ばやしも「調子に乗るなよ？」と無言の圧をかけつつ、メイスの後に従う。

　瑠る衣いは一つ嘆たん息そくして、彼女たちの後ろにつくようにして歩きだした。

　……こんなことを続けて。本当にわたしは先輩の力になれるのだろうか？

　ベルトのホルスターに取りつけられている単発式の拳銃に視線をおとす。そのバレルには、一発の銃弾が込められていた。

　エーテルギア。この魔術兵器を、メイスは自分に預けた。

　そして、うまく使えるようにできるだけバックアップしてくれるとも。

　だけど、未いまだにそのような動きは一切見られなかった。疑問に思って訊たずねても、メイスは「大丈夫だから」としか言わない。ただ身の回りに自分を置いて、護衛という名目の付き添いをさせているだけだ。

　自分がこうして虚むなしい時間を過ごしている間にも、水みな最もは危険な敵地に赴いて、魔導組合ＡＳＡから与えられた任務に従事している。無理はしていないだろうか？　怪け我がはしていないだろうか？　そんな焦りばかりが瑠衣の胸を苛さいなんだ。

「先輩……」




　ジリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリッ!!




　思考の世界に沈んでいた瑠衣は、唐突に鳴り響いたけたたましいベルの音で、一気に現実へ引き戻された。

　ゴクリと固唾かたずを呑のんで、前方にいるメイスたちを見る。

「アレクトリア社長！　これは……!?」

「うん。非常事態を知らせる警報だね」

　淡々と答えるメイスの横で、中林が無線機を取り出しなにやら確認のようなものを行っていた。廊下に出ている社員たちも慣れているのか、パニックに陥ることこそなかったが、みんな不安げに足を止めて鳴り響く警報を耳にしている。

　そのとき、瑠衣のスカートのポケットが不意にブルルッと振動した。

　携帯電話に着信だ。こんなときに？　誰から？

　不吉な予感に襲われながら顔をあげると、ちょうどこちらを見ていたメイスと目が合った。彼女は瑠衣の振動しているポケットを一いち瞥べつし、軽くうなずく。どうやら電話に出てもいいということらしい。

　瑠衣はすかさずポケットから携帯電話を取りだし、通話のボタンを押した。

「はい、もしもし」

『───お嬢かッ？　今どこにいる!?』

「啓けい太たさんっ!?」

　電話をかけてきたのは瑠る衣いの同僚である若い刑事、百もも瀬せ啓けい太ただった。

　彼の声は明らかに狼ろう狽ばいしていた。瑠衣は自分の現状を早口に伝えつつ、啓太に「なにかあったのか」と事情を訊きき返かえした。

『そうか……。そう言えばお嬢は今、メイス＝アレクトリアの護衛任務中だったか。ちょうどいい。そこから下手に動かないでおいてくれ、お嬢』

「動かないでって……一体どうしたんですか？」

『エーテルギアだ。街中で暴れている。自立型の魔獣を召喚する、識別タイプ：悪塊グランド。数は多くないが、アレクトリア本社のすぐ近くだ。万が一のこともあるから、お嬢はメイス＝アレクトリアと一緒に会社の敷地内から出ないほうがいい』

　啓太からの報告を聞いて、瑠衣は息を詰まらせそうになった。

「エーテルギアッ!?　大丈夫なんですかっ!?」

『落ち着いてくれ。さっきも言った通り、数はそれほど多くない。ただ、それに合わせて十数人ほどの魔術師たちが騒ぎを起こしている。あいつら、白昼堂々と真正面から暴れ始めやがった』

　携帯のスピーカー越しに、啓太の苛いら立だったような舌打ちが響く。

『本当になにを考えてんだか……。あの戦力規模で暴れても、すぐに鎮静化されるのは目に見えているだろうに。とにかく、今は《ワイズマン》の武装隊が迎撃に当たっている。厳しくはあるが、抑えられない戦力じゃない』

「でも……！」

『頼む、お嬢。余計な気は起こさないで大人しくしていてくれ。今のお嬢の任務は、メイス＝アレクトリアの護衛なんだろ？』

　そのとき、電話の向こうで啓太の名を呼ぶ声がした。啓太は『悪い、そういうことだから』とだけ告げて、一方的に通話を切ってしまう。

　通話の切れた携帯を見つめながら、瑠衣は不安げに眉まゆ尻じりを垂れ下げた。

「啓太さん……」

「───社長。報告が入りました。この近隣でエーテルギアを駆る魔術師たちが、小規模な騒乱を引き起こしたそうです」

「聞こえていたよ。ルイの電話から、バッチリとね」

　メイスはやれやれと鼻から浅い息を吐きだし、

「《人工魔女トライフルズ》の不在を狙ったか。となると、今暴れているのは過去最強ロストナンバーを再利用した魔術師のお仲間かもしれないねぇ。陽動作戦にしてはかなりお粗末みたいだけど」

「現在、現地へ駆けつけた《ワイズマン》が迎撃しています。各企業のほうにもオペレーターと《人工魔女》の貸し出しを要請していますが───」

「ああ、うん。それに関しては最は初なっから期待してないよ。あのジイさんたちは臆病だからねぇ……。自分の守りを手薄にしてまで、こちらに防衛用の《人工魔女》を貸してくれるわけがない。ボクが過去最強の処理を任されたのも、それが原因なんだしさ」

　困ったように肩をすくめつつも、メイスの口元は不敵に笑っていた。

　まるで、この襲撃を初めから予期していたように。

　こうなることを、ずっと待ち望んでいたように。

　……そういうふうに見えてしまったのは、自分だけだろうか？

　内心が穏やかではない瑠る衣いに、メイスはクルリと向き直った。

「とにかく。万一のことに備えて、社長であるボクは安全な場所へ避難させてもらうとするよ。エスコートを頼んだよ、専属護衛さん？」

　茶ちや化かすように告げられた、メイスの提案。

　瑠衣は一抹の不安を抱えながらも……自分の今の役目として、大人しくうなずくしかなかった。







「社長。こちらです」

　中なか林ばやしの先導を受けて、裏手の非常階段から下層へとおりる。

　幸い、元いた階層がそれほど高い場所にあったわけではなかったため、特別に長い距離を移動せずに済みそうだった。

　悠々とした足取りで階段をおりていくメイスに続いて、瑠衣も慎重に進む。すでに社内で鳴り響いていた警報も止まっており、社員たちへ事情を知らせるアナウンスが扉を挟んだ廊下側からくぐもって聞こえた。

「社員の人たちは避難させなくて大丈夫なんですか？」

「ん。今のところは問題ないんじゃないかな。社内にいる人間全員を一斉に避難誘導すると、逆に混乱する。まあ緊急事態でもないし、ぼちぼちってところだろう。何事もなければそれに越したことはないしね」

　瑠衣の質問に、メイスはまるで天気のことを話すように呑のん気きな声で答えた。確かに、急ぎの事態ではなかったが、こんな適当な答え方をする代表もどうかと思う。

　そうこうしているうちに階段を下りきり、一階の非常口へたどり着いた。

　中林が扉のノブを引き、素早く開ける。

「近場に避難用のシェルターがあります。そこまで行けば確実に安全です。……道中、社長の背中は任せましたよ、三み崎さき」

　厳格な顔でそう言われて、瑠衣もゆっくりとうなずいた。危険度は低い。だが、油断をすることは許されない。相手は魔術師なのだから。

　非常口から外にでると、巨大なコンテナがいくつも立ち並ぶ広場の光景が目に入ってきた。中林はそこを突っ切るように早足で進む。

「さあ、こちらへ」

　中林の言葉に従い、メイスが外へと一歩踏みだす。

　瑠衣もそれに続こうとした───が。




「メェェェェイスッ！　アレクトリアアアアアアアアアアッ!!」




　遥はるか上方。頭上からいきなり、男の叫びが降ってくる。

　完全な不意打ちに、瑠る衣いは唖あ然ぜんとしてそちらを見上げた。

　そびえたつアレクトリア本社ビル。

　その表面を撫なでるようにして、一人の男が真っ逆さまに落下してくる。

「待ち伏せッ？　屋上から!?」

　瑠衣はすぐさまホルスターから拳銃を抜いた。

　しかしそれよりも速く、ビルの屋上から降ってきた男が動く。

「術式演算の補助を開始───起動アクテイヴエイト!!」

　彼の右手に握られていた分厚い本がパラパラとめくれて、自動で演算の補助を始める。周囲に複数の魔法陣が展開し、そこから虹色に輝く魔力の礫つぶてが降り注いできた。

　迎撃は間に合わない。瑠衣は咄とつ嗟さに振り返り、護衛対象であるメイスを守るように地面へ押し倒した。メイスは「おおうっ」と間の抜けた声をあげながら尻餅をつく。

　男が放った魔力の礫が一直線に二人へと迫り───。

　ガインッ!!

　突如として横から割り込んできた影に薙なぎ払はらわれた。

　瑠衣は目を剥むいて、その影を凝視する。

「中なか林ばやしさん……!?」

　地面に倒れ伏す二人の盾となるように、中林が厳格な面持ちでたたずんでいた。

　敵の攻撃を弾はじき飛とばした右手から、バチバチと閃せん光こうが迸ほとばしっている。その甲には、今までになかった浅黒い紋様が浮かび上がっていた。

　……《人工魔女トライフルズ》。目の前の女性の正体を知り、瑠衣は驚きよう愕がくする。

「社長。ご無事ですか？」

「ああ、うん。おかげさまでね。ちょっと膝を擦すり剥むいちゃったけど」

「後で必ず手当をします。少々お待ちを」

　奇襲が失敗した魔術師の男が、足元に減速用の魔法陣を展開させながら着地する。

　中林は鋭く目をすがめながら、彼を油断なく睨にらみ据すえた。

「……魔術師、曲まげ師し幸こう次じ郎ろうか」

「ご名答。あんたみたいな綺き麗れいなおねえさんに名前を覚えてもらえているなんて嬉うれしいね。まっ、どうやら人間じゃないみたいだけど」

「街中の騒ぎも貴様の差し金だな？　狙いは我が主あるじ……メイス＝アレクトリアか」

　覇気のない風ふう貌ぼうをした魔術師の男───曲師幸次郎は、薄い笑いを浮かべた。

「それもご名答。時間がなくて大した戦力は用意できなかったけどな。だが、王様を丸裸にするには充分だ」

「丸裸？　笑わせるな。貴様の前には私がいる」

　中なか林ばやしは右手を持ち上げると、全身から激しい殺気を放った。

　隣で見ている瑠る衣いでさえも、思わず身震いしてしまうほどに。

「社長。ご命令を」

「うむ。───術式兵装展開。起動アクテイヴエイト、《スキールニル》」

　メイスが告げると同時、中林の全身をまばゆい閃せん光こうが包んだ。体内から魔法陣が浮かび上がる。回転を始めたソレは再び彼女の肌に浸透して、強大な魔力を放った。

「三み崎さき。社長を安全な場所まで誘導願います」

　臨戦態勢を取りながら、中林は冷静に瑠衣にそう言った。

　瑠衣は驚きつつも、神妙な面持ちになってうなずく。

「アレクトリア社長。行きましょう」

「ん。ちょっとその前にいいかな？」

　服についた砂すな埃ぼこりをパンパンと払いながら立ちあがったメイスは、不敵に微笑ほほえみながら中林と対たい峙じする幸こう次じ郎ろうに目を向けた。

　二人の視線が空中で交差する。

「やあ、魔術師。君の狙いはボクだと言ったね。水を差すのもなんなんだけど、ボク程度の首を取ったところで魔導組合ＡＳＡの情勢は何一つとして変わらないよ？　こんな小娘一人を付け狙うくらいなら、他の年寄りを道連れにした方がずっと有意義だと思うけど」

「はンッ。それはどうかな、メイス＝アレクトリア。お前らの一族は魔導組合の結成時からずっと、根っこの部分で絶大な影響力を持っていた。それは間違いなくこの都市を支える力であり、おれたち魔術師にとっての脅威だ」

　幸次郎は皮肉の意味合いを込めるように首を傾かしげて、

「小娘一人？　笑わせるなよ、お若い社長さま。子供は子供でも、お前は悪魔の子供だ。お前一人を潰すことが出来れば、魔導組合の権威は確実に削そがれる」

「ははっ。テロリスト風情が言ってくれるね。……いいよ、やってみるといい。君にそれが出来るならばね」

　企業の代表と、魔術師。二人はお互いに凶暴な笑みを向け合うと、視線を外した。

　即座に幸次郎が構える。彼の周囲に攻撃用の魔法陣が展開。

　それに合わせて、中林が突撃に備えるようにグッと姿勢を低くした。

「……行くぜ？」

　その言葉を合図に、前方へと跳ぶ二つの影。

　強大な魔力が、正面から激しくぶつかり合った。





　　　　　　　//






「───うっ」

　気づけば、蹲うずくまるようにして地面に伏せっていた。

　何が起こったのだろうか。少しの間、記憶が混乱して思い出すことができない。真上から差し込んでくる日差しに目を細めながら、水みな最もは上半身をゆっくりと起こした。

「───ミィくん……？　ミ、ミィく[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ!!」

　そのとき、自分の真下から嗚お咽えつ交じりの少女の声が響いた。

　水最の下敷きになっていたソラは、ぶわっと涙を零こぼして胸元へ飛び込んでくる。震えながら泣き縋すがる彼女を、水最は呆ぼう然ぜんと見つめた。

「ソラ……？　お前、怪け我がはもう大丈夫なのか？」

「ソラはぜんぜん平気なんだよっ！　修復作業はもう終了したもんっ。でも、ミィくんは!?　怪我とかしてない!?」

　怪我。そう言われて、水最はハッとした。

　そうだ、自分とソラは天井の崩落に巻き込まれたはずだった。それがどうして無事でいられる？　思い出せない。

　混乱しながら、水最は真上を見あげる。

　施設の天井は完全に崩れており、ぽっかりと巨大な穴があいていた。振ってきた瓦が礫れきは周囲にあった施設の器具などを完全に押し潰していたが、なぜか水最とソラがいた場所だけをきれいに避けている。明らかに不自然な現象だ。

「───一つ貸しだな、錺かざり矢や」

　疑問に思っていると、少し離れたところから疲れたような男の声が響いた。

　目を向けてみると、瓦礫の一つに腰かける見慣れた人物を発見する。

「朝あさ桐ぎり……!?」

「その様子を見ると、無事なようだな。なによりだ」

　ぶっきらぼうに告げた朝桐は、瓦礫から腰をあげる。

　すると、その瓦礫の陰から「ふぇぇぇ……」と腑ふ抜ぬけた声が聞こえてきた。

「マ、マスタァ……すっごい疲れたよぉ……」

「よくやった。と、言っておこう」

「こういうとき素直に褒めてくれるのはうれしいけどぉ。もっと優しくしてくれてもいいじゃ～ん……」

　地面に大の字になって寝転がる、レインコートの少女。《人工魔女トライフルズ》リリバスは、情けない顔になって「あー」だの「うー」だのと気だるげに呻うめいていた。

「リリバス……。まさか、オレたちを助けてくれたのはお前なのか？」

「間に合うかどうかは微妙なところだったがな。過去最強ロストナンバーとの戦闘の際、リリバスに自分の魔力を散布させておいて正解だった」

　朝桐は地面のリリバスを見下ろしながら、取りだした煙草たばこに火をつける。

「リリバスの術式兵装《ニヴルヘイム》は、単に物質を凍らせるだけの能力ではない。───『万物の凍結』。こいつの魔力が及ぶ範囲ならば、たとえそれが『時間』や『現象』などの概念的なものであろうと、一時的に凍りつかせることができる」

　普段、リリバスが高速移動や飛行を可能とするのも、自分の周囲にある時間を連続的に凍らせて止めているから。……と、朝あさ桐ぎりはさも当然のことのようにそう説明する。

　水みな最もはただ驚くしかなかった。

　さすがは、魔導組合ＡＳＡの『現エース』を名乗るだけのことはある能力だ。ユウナギの術式兵装もとんでもない性能だったが、彼女もまったく負けてはいない。

「さっきも、崩れ落ちてくる瓦が礫れきの速度を停止させ、自分たちの頭上から退どけただけのこと。……まあ、魔力の散布が間に合わなければ意味を成さない能力だがな。性能も兵装頼りで、こいつ自身のスペックは他の《人工魔女トライフルズ》にだいぶ劣る。今のように、魔力を使い果たせば何の役にも立たなくなる」

「うへえええええんっ。確かにその通りだけど、言い方があんまりだよマスター！　頑張って活躍したんだから、もっと褒めて褒めてっ」

「黙れ。貴様が過去最強ロストナンバーとの戦闘で無駄に魔力を放出しすぎたから、そのザマなんだろうが。今回は結果的にそれが好転したからよかったものの。少しは反省しろ」

「ぶぅぅ～……」

　拗すねたように頬ほおを膨らませたリリバスは、そのまま小さく丸まって背中を向けた。敵が目の前から消えた今、いつものような無邪気で人懐っこい性格に戻ったようである。

　ひとまず、瓦礫に押し潰されるような事態は避けられた。水最は安あん堵どの息を吐つきつつ、よろよろと立ちあがる。折れた左腕がズキリと痛んだが、問題なく動けるようだった。

「ミ、ミィくんっ。怪け我がしてるんだから動いちゃダメだよっ」

「そうも言ってられないだろ。……朝桐。あれからユウナギはどうした？」

　ソラの頭をポンポンと叩たたいて宥なだめつつ、水最は朝桐に訊たずねた。

　朝桐は静かに目を伏せて、穴の開いた天井をあごでしゃくってみせる。

「あそこから自分の目で確かめてみるといい。……都市の方角だ」

　意味深な言い回しに、若干の不安を覚えた。

　水最は無言でうなずいて、地面に積み重なった瓦礫を階段代わりに登り始める。途中、傷がうずいてよろめきそうになったが、ソラが慌てて横から支えてくれた。

　ソラの助けを借りつつ、瓦礫を登って施設の天井上へ。

　そこから見えた光景に───ゴクリと固唾かたずを呑のむ。

「魔製都市の方角から……煙!?」

　施設はクレーターのようなくぼみの中央にあり、距離もかなり離れているので、ここから魔製都市を直接視認することはできない。

　だが、晴れ渡った空にうっすらと立ち昇る煙は見逃さなかった。

　……燃えている。魔製都市が、今まさに。

「まんまとやられた。あの過去最強が自分の口から語ったように、奴やつの目的は初めから時間稼ぎ。つまり陽動作戦だ。俺たちオペレーターと《人工魔女》をここ《絶界の墓標ビヴロスト》へおびきだし、その隙に都市を叩たたく。狙われているのは、おそらくアレクトリア本社あたりだろう。あそこの守りは今、ガラ空き状態だ」

　冷静に語る朝あさ桐ぎりに、水みな最もは蒼そう白はくの顔で振り返る。

「呑のん気きに言ってる場合かッ！　どうするんだよ!?」

「どうするもこうするも。今から向かったところで間に合うはずもないだろう。リリバスは魔力の枯渇でしばらく戦闘不能。唯一、間に合う可能性があるとすれば貴様の《人工魔女トライフルズ》だが───」

　朝桐の視線が、水最を支えるソラを見み据すえる。

　彼が言わんとしていることは、水最にもなんとなくわかった。

　ここから一刻も早く魔製都市に引き返す場合、ソラの術式兵装を用いたとしてもかなりの時間を要する。出力を最大にすれば間に合うかも……といった感じだろうか。

　だが、それで駆けつけられるのはソラ一人だけ。

《人工魔女》はオペレーターが共にいないと力を発揮できない。ソラの全力走行に、今の傷ついた水最の体がついていけるとは思えなかった。

　水最は拳を握り込んで歯は噛がみする。

　すでに、自分にできることは残されていないのだ。

　都市が攻撃されるのをここから指を咥くわえて眺めているしかない。

　……あいつを。ユウナギを止めることさえ叶かなわない。

　無力に打ちひしがれる水最を、朝桐はあくまで冷静な目で眺めていた。

　やがて彼は煙草たばこの火を瓦が礫れきに押しつけてもみ消し、深い嘆たん息そくを漏もらす。

「……一応。まだやれることは残されている」

　その一言に、水最は弾はじかれたように顔を上げた。

　やれることが残されている？　オレたちに？

「どういうことだ？」

「要は、貴様の《人工魔女》を、オペレーターの貴様と共に都市へ送り届ければいい話だ」

　朝桐は自分の足元に転がっているリリバスに目を向けて、

「リリバスの術式兵装《ニヴルヘイム》を使えば、貴様の周囲にある時間を一時的に凍結させることができるだろう。今のリリバスに残された魔力では申し訳程度の効果しかないだろうがな。それでも、都市に行き着くまで、貴様の体に掛かる負担を軽減させられる」

　朝桐の提案に、水最は目を丸くした。

　自分の周囲にある時間の凍結。そんなことが可能ならば、ソラの最大スピードにも耐えられるかもしれない。効果のほどはどのくらいのものかわからないが。

「本当に、できるのか？」

「できる。それは保証しよう。───だが」

　告げた瞬間、朝桐は自分の腰に取りつけられたホルスターに手を伸ばした。

　そこから迅速に拳銃を抜き、銃口を水最へと向ける。

「ッ!?」

「錺かざり矢や水みな最も。俺は一つ、貴様に確認しなければならないことがある」

　朝あさ桐ぎりの唐突な行動に、ソラが「お前……！」と唸うなって殺気を放った。

　だが、水最は咄とつ嗟さにソラを手で制す。

　驚いた顔で見つめてくる彼女に、水最は無言でうなずき返した。

　……朝桐の目は本気ではない。

　それと、同時に真剣そのものだった。彼の真意を確かめなければならないと思う。

「唐突だな。なんだよ、確認しなきゃいけないことって」

「錺矢水最。あのとき、貴様は俺に言ったな。魔術というものの正体を知るまで、引き下がるつもりはないと」

　朝桐の目が鋭くすがめられる。

　水最は彼を見つめ返しながら、ゴクリと息を呑のんだ。……ユウナギへの攻撃をやめさせようとしたときの会話、彼と交わした言葉が瞬時に思い起こされる。

「ああ。確かに言った」

「俺はさらに貴様に訊たずねた。それらが貴様の意にそぐわないものだった場合……貴様はどうするつもりだと」

　引き金に掛けられた朝桐の指に、グッと力が込められた。

「同じような問答を、この一刻を争う非常事態に繰り返そうとは思わない。だが、一つだけ確認しなければ、俺は貴様を信用することなどできない。───錺矢水最。たとえ貴様が異質な人間で、異質な思想を持つ者だとしても。オペレーターとして都市を守ろうとする心構え……それだけは本物か？」

　朝桐の言葉が、シンと静まり返った空間に響き渡った。

　それまで背を向けていたリリバスも、今はこちらへ向き直って水最を見つめている。いや、それだけじゃない。隣で支えてくれるソラからも真剣な眼まな差ざしを感じた。

　水最は目を伏せて、大きく息を吸い込む。

　オペレーターとしての心構え。自分の貫く姿勢。

　そんなもの、決まっている。

「───当たり前だッ！」

　腹の底から、心の底から。なんの迷いもなく言い放った。

　返事を聞いた朝桐が、フッと口元を緩める。

　手の平で拳銃を鮮やかに回し、再びホルスターへと収めた。

「いいだろう。……リリバス、いけるな？」

　足元に問いかけると、リリバスが上機嫌な声で「もっちろ～ん♪」と返事をした。彼女はよろつきながらも立ちあがり、水最たちのいる場所までフヨフヨと飛んでくる。

「うふふっ♪　本当に面白いオペレーターとめぐり合えたね、ソラっ♪」

　レインコートの裾すそから光の粒りゆう子しを発生させて、水最の体に振りかけながら、リリバスが歌うようにソラへ語りかける。

「……でもさ。羨ましいとは思わないよ？　あたしはやっぱり《人工魔女トライフルズ》だから。自分を兵器として使ってくれる人が一番。ソラもそこのところは勘違いしないほうがいいんじゃない？　絶対にあとで辛くなる」

　辛しん辣らつな言葉が、畳み掛けられる。

　ソラは下唇を噛かんで俯うつむいた。

　服の裾すそをキュッと握りしめてくる彼女の小さな手を、水みな最もは複雑な心境で眺める。

「……ソラ」

　忘れたわけではなかった。あのときのソラの想おもいの吐露。胸に抱えている恐怖。

　瓦が礫れきに押し潰された無数の試験管を見つめながら、ソラは肩を揺らして呼吸を整える。

　それからゆっくりと顔をあげて、水最をジッと見上げてきた。

「ミィくん。ソラは大丈夫なんだよ」

　つぶらな瞳は若干の恐怖を孕はらんでいる。

　それでも、その奥に確かな光があった。

「ソラは一番重要なことを忘れてたんだよ。ソラは確かに兵器かもしれない。いずれ壊れて使えなくなる。……でも、ミィくんがソラを捨てるわけない。たとえそのときがきても、ミィくんならなんとかしてくれる。ソラ、そう信じてるもんっ」

　なけなしの勇気を振り絞るように、ソラは明るい笑みを浮かべてみせた。

　……胸の奥が痺しびれるような感覚がした。

　先の事はわからない。ソラが壊れてしまったとき、自分がどうするのか、なにができるのか───正直、救ってやれる自信なんてなかった。

　だけど、こいつがオレを信じてくれている。

　情けない顔なんてできるわけがない。

「……アホ。今さらだよ。お前はオレのものだ。その責任は全部、オレが持つ」

　だから───。




「行くぞ、ソラ！」

「うんっ!!」




　ソラの体から魔法陣が展開。体内へと浸透し、紫電の衣が形成される。

　水最を抱え上げて、小さな体が一直線に飛んだ。

　空を切り裂きながら、鮮烈な光の筋となって都市の方角へと伸びる。魔製都市を目指してひたすらに真まっ直すぐ。一切の迷いも感じさせずに。

　その光景を地上から見上げながら…………リリバスは「ふぅ」と短い息を吐いた。

　地べたにへたり込んで、ぐしぐしとレインコートの裾で両目を擦こする。

「……泣いているのか？」

　不意に、すぐ隣へ誰かが近づいてくるのを感じた。

　リリバスは膝を抱え、ふるふると首を横に振ってみせる。

「違うよ、マスター。ちょっと目にゴミが入っただけ」

「羨ましいと───奴やつらの関係を、そう思うか？」

「……わかんない。あたしは兵器だから。戦いたい、誰かに必要とされたいって以外の感情は、理解できない。理解しようとしてこなかった」

　リリバスは腫れぼったくなった目で朝あさ桐ぎりを見上げて、

「ねえ、マスター。あたしがもし……ソラみたいに、マスターに『人間として見てほしい』ってワガママを言ったら。マスターはそうしてくれる？　あのオペレーターくんみたいに、あたしの全てに責任を持つって言ってくれる？」

　朝桐は無言で空を仰いだ。

　水みな最もたちが消えた方角を見み据すえながら、新しい煙草たばこに火をつける。

　それからゆっくりと煙を吐きだして、自分の相方に視線を降ろした。

「前にも言ったはずだ。貴様がそれを望むなら───善処くらいはしよう」





　　　　　　　//






「───喰くらえ」













　分厚い本がひとりでに高速で捲めくれ、周囲に数えきれないほどの魔法陣が展開する。

　自動演算式魔導書《スクリプト》。内蔵された人工魔術ブラツクアートによって機能するソレは、幸こう次じ郎ろうの脳内で行われる術式演算の補助を行い、より強力な魔術へと昇華させる。

　魔法陣を突き破るようにして、虹色の狼おおかみが中から飛びだしてきた。

　狼たちは魔力の残ざん滓しをバチバチと爆はぜさせながら、牙を剥むいて一直線に突撃していく。

「しッ───！」

　構えた中なか林ばやしは、素早い回し蹴りでそれらを一掃した。

　彼女の細い脚は、目に見えない速度で高速振動を繰り返している。その影響で彼女の全身は激しい熱を帯び、一挙一動さえが大気を裂く凶器となり得た。

　渾こん身しんの魔術を無力化された幸次郎は、皮肉っぽく笑ってバックステップを踏む。

「全身から高周波を発生させているのか？　まるで生きた刃物だな」

「……私の術式兵装《スキールニル》は近接戦特化の魔術。範囲こそ狭いが、魔術師ごときが組んだ術式に遅れをとることはない」

「おいおい。オリジナルはどっちだと思ってんだ？　舐なめられたもんだね」

「その考え自体が、もはや旧ふるいと言っているのだッ」

　中林が反撃の踏み込み。そのスピードは尋常ではなく、生身の人間ではとても実現しえない動きだった。たった一歩で、幸次郎の懐へもぐり込む。

　幸次郎は舌打ちを漏もらしつつ、地面を強く踏みしめた。

　足下に魔法陣が顕けん現げん。彼の体をフワリと浮かし、手近にあったコンテナの上へと飛ばす。

「逃がさんッ！」

　中林も追うように跳んだ。

　コンテナに着地した幸次郎の頭上をさらに跳び越えて、スレンダーなシルエットが空中で鮮やかに身を捻ひねる。そのまま真まっ直すぐに落下。発生する超振動で多大な熱量を帯びた踵かかと落おとしが、ギロチンのごとく振り下ろされた。

「うおおおっ!?」

　幸次郎は咄とつ嗟さに隣にあったコンテナに跳び移り、その一撃を危うく回避する。

　標的を失った中林のかかとは一瞬で鉄製のコンテナを豆腐のようにひしゃげさせた。

　轟音を立てて、コンテナが真っ二つに引き裂かれる。

「貴様らの時代は、終わったのだッ。もはや魔術は魔術師のものではない。人間のものだ。それを認めず、未いまだに虚むなしい抵抗を続ける貴様らのような愚か者がいるから、我が主あるじが煩わずらわされる。恥を知れ！」

「その言葉、そっくりそのまま返すぜ。お前らは何もわかっちゃいねえ。そのままいけば───滅びるのはお前ら人間だ」

　幸次郎の気だるげな双そう眸ぼうが細められ、射貫くように中林を睥へい睨げいする。

　中林は拳を構え直して、彼の言葉を鼻で冷たく笑ってみせた。

「戯たわ言ごとを。どちらにせよ、貴様の敗北だ。いくら有能な魔術師とはいえ、《人工魔女トライフルズ》には勝てない。せめてエーテルギアの一つでも持ってくるべきだったな」

「よく言うね。お前ら企業にあらかた奪われちまって、おれたちの手元にはほとんど残っちゃいねえよ」

「それでも、街中で起動させる程度にはあったはずだ。……部下の身を案じ、そちらに戦力を回し過ぎたのではないか？　立派な心がけだが、自分が窮地に陥っては世話ないな」

　中なか林ばやしの皮肉に、幸こう次じ郎ろうは眉まゆをひそめる。……確かに、今所有しているエーテルギアのすべては、街中で陽動作戦を行っている部下たちに預けた。

　本当は先ほどの不意打ちを成功させて、ターゲットであるメイス＝アレクトリアの首を早々に討ち取ってしまうのがベストだったが……。失敗してしまったからには仕方がない。

「我が社の警備隊にもすでに連絡は入れた。ほどなくして増援も駆けつける。───諦めろ、魔術師。大人しく捕まって、我々の研究サンプルにでもなるがいい」

　余裕の態度で冷笑を浮かべる中林。

　だが───それと同時に、幸次郎の口元も不敵につりあがっていた。

「……？　なにがおかしい？」

「いやいや。《人工魔女トライフルズ》ってのは主人に使われる兵器なだけあって、頭の回転も悪いんだなって思ってよ」

　挑発的なその言葉に、中林は渋じゆう面めんを作る。

　幸次郎は「怒るな怒るな」とおどけたように肩をすくめ、ヘラヘラと笑ってみせた。

「増援。駆けつけるのは、お前らのほうだけかな？」

　ゆっくりと腕を持ち上げ、コンテナが立ち並ぶ広場の奥を指さした。

「お前の愛いとしい愛しい社長さまは───本当に安全か？」

　とたん、中林は青ざめた顔になって振り返った。

　先ほどの幸次郎の挑発が、現実味を帯びて脳内を駆け巡る。

「社長……！」

　すぐさま背を向けて駆けようとした。

　が、その進行方向の地面に魔法陣が浮かび上がる。

　魔法陣は地雷のように炸さく裂れつして、アスファルトの破片を周囲へ四散させた。

「ぐっ……!?」

「簡単に行かせると思うか？　たとえお前に勝てなくても、足止めくらいはできるぜ？」

　コンテナから飛び降りて、幸次郎は中林の進行方向に立ち塞がる。彼の手元で魔導書が起動し、さらなる攻撃の術式を編んだ。

　中林は悔しげに下唇を噛かむ。

「魔術師がッ…………どけええええええええええぇ!!」

「おお、コワっ。おっかねえ顔するなぁ」

　地面を蹴り、突貫する中林。すかさずそれの迎撃態勢に入る幸次郎。

　耳に痛い炸さく裂れつ音おんとともに、激しい爆炎がその場を包み込んだ。





　　　　　　　//






「こっちです！」

　メイスの手を引き、瑠る衣いはコンテナの並ぶ広場をひたすらに駆けていた。

　遠くから爆音が響き、その度に地面が軽く揺れる。中なか林ばやしと魔術師が交戦を続けているようだった。無事だといいのだが。

　考えに耽ふけりながら走っていると、背後のメイスが息を弾ませて急に減速した。

「ルイ……ちょっと、ルイ。ストップ。タンマ、止まってくれ」

　手を繋つないでいた瑠衣も、自おのずと足を止めざるを得なくなる。

「アレクトリア社長？　どうしたんですか？」

「どうしたもこうしたもないだろう。君は普段から跳んだり跳ねたり、魔術犯罪者とドンパチやってるからいいかもしれないけど……。ボクの専門はデスクワークだよ？　さすがにこれ以上は走り続けられないね」

　珍しく苦しげな表情をするメイスは、ハァハァと息を切らしながらその場にペタンと座り込んだ。触れれば折れてしまいそうなほど細身な体が疲労で震えている。

　そこでようやく、瑠衣はその考えに至った。

「す、すみません。つい、いつものくせで……」

「いやぁ。悪いのは運動不足のボクのほうだよ。でも、護衛という任務を請うけ負おう限りは、クライアントの体力事情も少し考慮してほしいね」

　文句を垂れつつも、メイスの口元は笑っていた。

　戦闘の音は遠い。周囲に敵が潜んでいる気配も今のところはない。

　とりあえずは少し休んでも大丈夫だろうと判断し、瑠衣は肩の力を抜いた。

「中林さんの言っていた避難用のシェルターまであとどのくらいの距離があるんですか？」

「そろそろ見えてくる頃だよ。まあでも、焦る必要はないんじゃないかな？　なにせ、ボクには心強い護衛がついてくれている」

　聞きようによっては皮肉に聞こえなくもないメイスの返事に、瑠衣は苦々しい顔をした。

　メイスはクスリと笑って、瑠衣の腰に巻きついたベルトのホルスターを見やる。

「あわよくば実戦で……とも思ったんだけどね。中林が優秀すぎてその必要がなかった」

「アレクトリア社長……。あなたはもしかして、全てがわかっていた上で、わたしを試そうとしたんですか？」

　確証はない。

　だが、襲撃直後に見せたメイスの何か企むような表情がどうしても頭から離れなかった。

　……本社の周囲に《人工魔女トライフルズ》がいない今の状況。

　敵にとって絶好の攻めの機会であるこの状況を逆手に取り、メイスが自分を実戦に投入しようと考えていたのだとしたら？　そんな考えが浮かんでしまう。

「邪推だよ。いくらボクでも、都市を危険に曝さらしてまで実験に興じようとは思わない。ただ、ちょうどいい機会かと思っただけさ。そう恐こわい顔をしないでくれ」

　呼吸が落ち着いてきたメイスは、近くにあったコンテナを支えにしながら立ちあがった。

「だけど、まだ万が一の可能性も残されている。そのときは頼んだよ、ルイ」

「…………」

　こちらの肩をぽんっと叩たたいて、歩きだすメイス。

　瑠る衣いは黙って自分の足元を見つめる。本当に、このままこの少女についていっていいのだろうか。先ほど抱いていた疑問が、再び胸中で渦巻き始める。

　……いいや、なにを今さら弱気になっているのだろうか。

　決めたのだ。自分は水みな最もの力になると。そのためにはなんでも利用する。

　雑念を振り払うようにして首を振った瑠衣は、気を取り直してクルリと向き直った。とにかく今はメイス＝アレクトリアの護衛を完遂させる。そう思って───。




「───え？」




　不意に、メイスが呆ほうけたような声をあげた。

　漆黒のドレスから露出する、メイスの華きや奢しやな右肩。その真っ白な柔やわ肌はだにピッと切り傷が奔はしり、鮮血の花が咲く。

　血ち飛沫しぶきの尾を引きながら、メイスの体はゆっくりと沈み、地面へ倒れ伏した。

　瑠衣は唖あ然ぜんとしてその光景を見つめる。

「───ア、アレクトリア社長ッ！」

　なんとか正気に立ち返り、悲鳴をあげて即座に駆け寄った。

　血にまみれるメイスを急いで抱き上げると、彼女はくたびれた苦笑いを浮かべる。

「……ほら、万が一だ。敵さんの奇襲だよ」

　その忠告に続くようにして、すぐ近くの地表に魔法陣が浮かびあがった。

　瑠衣はビクリと肩を震わせて、メイスの体を抱き寄せる。

　魔法陣から、ズルズルと何か小さな影が這はい出だしてくる。

「───外した。でも次は確実に獲とる」

　現れた相手の姿を目にして、瑠衣は恐怖のあまり絶句してしまった。

　ゆったりとした着物のような衣服を纏まとう幼い少女。全身には浅黒い紋様が刻まれており、それが鈍く発光して多大な魔力を撒まき散ちらしている。……《人工魔女トライフルズ》。彼女がソレであることはすぐにわかった。

　だが、驚いたのはそこじゃない。

　彼女の体は───文字通り、半分が崩れかけていたのだ。

　肉体のあらゆる箇所に罅ひびが入り、まるで陶器のようにボロボロと端から崩壊している。およそ人間の体に起こりうる現象であるとは思えない。思わず目を覆おおいたくなるような有様だった。

　それでも少女は瞳に闘志を滾たぎらせ、メイスを抱く瑠る衣いを睨にらみ据すえてくる。

「にん……げん？　ターゲット以外の、人間。どいて。邪魔をするなら一緒に斬る」

　瞬間、彼女の両眼の瞳孔がキュルルと絞られた。

　瑠衣たちの少し手前にあった地面がバシュッと音を立てて切り裂かれる。瑠衣は「ひっ」と小さな悲鳴を漏もらして、メイスを抱えたまま転ぶようにしてコンテナの陰に飛び込んだ。

「また……外した……。もっと近くで当てないと。くっ……視界がかすむ……」

　ブツブツと聞こえてくる少女のつぶやき声。

　それと同時に、引きずるような足音がこちらへ近づいてきた。

　瑠衣は軽いパニックに陥りながら、必死に思考を巡らせる。

　どうしよう？　どうすればいい？

「……どうやらアレが敵側に奪われた過去最強ロストナンバーらしいね」

　そのときフッと、メイスが口をきいた。

　瑠衣はとたんに我に返る。

「ア、アレクトリア社長ッ。すみません、今すぐに止血を───」

「気にするなよ。見た目ほど深い傷じゃあない。……それより、今はこの状況をなんとかしなきゃマズいんじゃないかな」

　瑠衣が自分の服の裾すそを破って、血に塗まみれた肩口に巻きつけるのを眺めながら、メイスはやれやれと嘆たん息そくした。

「過去最強の《人工魔女トライフルズ》。おそらく、ボクがミナモたちに追わせていたターゲットだ。だいぶ傷ついて、ボロボロなようだけど……彼女がここへ現れたってことは、わかるよね？」

　手当をしていた瑠衣の手がピタリと止まった。

　喉の奥から焦燥感が込み上げてくる。まさか、そんな。

「落ち着いて。まだミナモが殺されたと決まったわけじゃない。だけど、ピンチであることには変わりないだろうねぇ。そして、それを気にしていられないほど、ボクたちも同様にピンチの只ただ中なかに置かれている」

　メイスは苦しげに息を吐くと、細い指を瑠衣の体に這はわせた。スカートから伸びる太ふと腿ももからなぞるようにして、腰に取り付けられていたホルスターに触れる。

「この状況、絶望的な戦況の中。ボクとミナモを救えるのは、君だけだ」

　ホルスターに収められた拳銃を抜いたメイスは、銃身を回して瑠衣に差しだした。

　何の変へん哲てつもない単発式拳銃。瑠衣はそれを穴があくほどに見つめる。

「ボクを抱えたままではアレからは逃げられない。そして逃げているだけでは、ミナモを救えない。───戦え、ルイ。君の手で敵を討ち滅ぼし、守りたいと思うものを守るんだ」

　コンテナの陰から徐々に近づいてくる足音。

　それに合わせて瑠衣の心音も爆発的に高まっていた。

　救う？　わたしが？　敵を倒して、殺して、滅ぼして。

　わたしがやらなければならない。あんなに小さな女の子を。

　ボロボロで満まん身しん創そう痍いな女の子を。

　そうでなければ───先輩を守れない。

「…………ッ」

　瑠る衣いは震える手を伸ばして、差しだされた拳銃のグリップを恐る恐る握り込む。

　刹せつ那な。

　苦しげだったメイスの顔が、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだような気がした。




　フッと。全身から力が抜けるような感覚に囚とらわれた。

　急に瞼まぶたが鉛のように重くなり、目を開けていられなくなる。視界が真っ暗になって、膝が折れた。頭がズキズキと痛い。なんだろう。わたしはどうしてしまったのだろうか？

　そのとき。

　すぐ近くで、誰かがすすり泣く声が聞こえた。

　気のせいではない。確かに誰かが泣いている。

　瑠衣はゆっくりと目を開けた。

　辺りは真っ暗だった。真っ暗で何もない空間。その中心で自分一人が呆ぼう然ぜんとたたずんでいる。ここがどこで、自分が何をしているのかもわからない。

「わたし、は……？」

　若干の眩暈めまいを覚えつつ、視線を動かすと、すぐ隣に小さな影を見つけた。

　幼い子供だった。白いワンピースに身を包み、膝を抱くようにして蹲うずくまっている、ポニーテールの女の子。膝の間に埋うずめた顔から、か細い嗚お咽えつが漏もれてくる。

「…………誰？」

　見覚えのない子だ。年頃はだいたい十代前半……ソラちゃんと同じくらいだろうか。

　こちらの呼びかけに、その女の子がビクリと身を震わせた。

　彼女は膝に顔を埋めたまま、弱々しくしゃくりあげる。

『───わからないの』

　とても悲しげな声。震えていて、儚はかなげで、どこか実感がなくて。

　瑠衣はその子が心配になって、一歩だけ近づいた。

「わからない？　なにがわからないの？」

『───わたしが。わからないの』

　スッと。少女の手が伸びた。

　小さな手が瑠衣のスカートの裾すそを掴つかむ。顔はまだ上げない。

『───わたしね。やらなきゃいけないことがあって生まれたの。何かをしようとして、わたしはわたしを生んだの。……でも、今はソレを忘れてしまった。今のわたしに残されているのは、何をするかじゃなくて、何ができるかだけ』

　スカートを掴つかんでくる手にグッと力がこもる。

　瑠る衣いは段々と恐こわくなってきた。距離を置こうとして身を引くも、スカートを掴まれているので離れられない。

「え、えっと。離してくれる……かな？」

『───わたしは心によって生みだされた。わたしは心の結晶。だけど、ソレを忘れてしまった。わたしはわたしがわからない』

「ねえ、聞いてる？」

『───わたしは忘れた。忘れたわたしは、ただ使われるだけ。心はなく、意味もなく。ただ自分に残された力に従って』

「……いやッ。離してッ！」

『わたしは───エーテルギア。〝呪い〟に縛られた哀れな魂。わたしは、自分がわからなくなってしまった。だから、あなたがわたしを必要として？』

　少女が膝から首をもたげた。

　彼女の顔を直視した瞬間、瑠衣は悲鳴をあげる。

　……少女の双そう眸ぼうが鮮血のように赤く染まっていた。

　そこから真っ赤な涙が、とめどなくあふれ出している。

『わたしは、エーテルギア。かつては意味があり、生み出された、兵器。でモ、今ハ、わかラナイ、ドウしテ、生まレタのカ、ワカラナイ、カラ。ワタしを、必要トすル、アナタが、ガガガ───ガガガガガッ』

　周囲に漂う闇が捩ねじれる。

　それらは中心に収束し、瑠衣の体を包み込み始めた。

　堪たまらずに暴れて抵抗するが、抗あらがえば抗うほど、深い闇に呑のまれていく。

「いや、いやぁ！　やめてッ、助けて！」

『アナタハ、ワタシヲ必要トシタ。ダカラ』

　少女の口元が醜くつりあがり、ケタケタと狂ったように哄こう笑しようした。

『一緒ニ──────殺シマショウ？』




「…………起動アクテイヴエイト。──────光こう槍そう《ブリューナク》」




「っ!?」

　コンテナの陰から、多大な魔力の波動が放たれる。

　追撃を仕掛けようとしていたユウナギは、反射的に身震いをして構えた。限界を迎えて崩れ始めている体に鞭むちを打ち、思いっきり背後へ跳ぶ。

　直後、コンテナの陰からフラリと何かが現れる。

　長い黒髪をハーフアップにまとめた少女だ。表情はどこか虚うつろであり、瞳の焦点も定まっていなかった。しかし、彼女は不気味なほどに機敏な動きで、その手に握った単発式拳銃の銃口をこちらへと向ける。

「───壊れて」

　掻かき消きえてしまいそうな囁ささやきと同時に、引き金がしぼられる。

　銃口の前で、虹色に輝く光が炸さく裂れつ。視界を焼き尽くすような閃せん光こうが奔はしり、周囲のコンテナを巻き起こった衝撃でなぎ倒しながら、一発の銃弾が射出された。

「ッ。これは───!?」

　ユウナギはさらにバックステップを踏みつつ、瞳を細めた。

　肌をチリチリと焼く尋常ならざる魔力。それらを纏まとい、多大な破壊を撒まき散ちらしながら、一筋の光となって銃弾が迫る。

　その様相はもはやただの銃撃とは言えず。

　───すべてを焼き尽くす光の槍やり。

　神こう々ごうしささえ感じさせるその光景に、ユウナギはグッと拳を固めた。

「術式兵装展開───ッ！　《アメノムラクモ》!!」

　術式の展開と共にズキリと体が痛んだ。しかし、歯を食いしばって耐える。正面から襲いくる光の槍を視界に収め、不可視の刃やいばを放った。

　空間が歪ゆがみ、ユウナギの繰りだす術式兵装が大気すらこそぎ落として奔る。通過した軌跡にあるあらゆるものを切り裂き、瓦が礫れきを撒き散らして、過去最強ロストナンバーとまで謳うたわれた術式が迫りくる銃弾と真っ向から衝突した。













　激しい閃せん光こうが周りの景色を塗りつぶす。

　その余波で、細かい衝撃が周囲に拡散した。地表が抉えぐられ、地響きが足元を揺さぶる。

　それでも、拳銃を構える瑠る衣いは微動だにしない。自分が放った光の槍やりが、不可視の刃やいばに削られるのを平然と眺めながら、僅わずかに眉まゆをひそめた。

「───壊れて……ッ！」

　低くつぶやかれた瞬間。

　光の槍がいっそう強く輝いた。

　バキバキと耳障りな音を撒まき散ちらし、ユウナギの放った不可視の刃を撥はね除のける。

「くッ……！」

　ユウナギはさらに術式を展開。悲鳴をあげる体を無視して、魔術を行使する。

　不可視の刃が連続して放たれ、光の槍の先端にぶつかっていった。

「とま……れぇ!!」

　とどろく大喝。

　放たれた渾こん身しんの一撃が光の槍の先端をわずかに逸そらし、軌道を変えさせる。

　多大な魔力の塊が、ユウナギの脇を通過していった。

（……防い、だ。今のうちに術者を潰す……！）

　速攻で反撃に転じる。ボロボロと罅ひび割われる足で地を叩たたき、空になった拳銃を構えながらたたずむ瑠衣へと突貫した。

　先ほどの攻撃は相当強力だったが、見た限りでは連射は利かないようだった。ならば、隙のできた今が狙い目だ。相手は人間。こちらがわざわざ術式を行使しなくても、体技のみで充分に戦闘不能まで追い込める。

　拳を構え、肉迫するユウナギ。

　相手の表情が鮮明に見て取れる距離まで近づいたところで───ハッと息を吐いた。

　瑠衣の口元が、不気味に笑っている。

「──────壊れて？」

　再びの囁ささやき。

　直後───。

　胸元でズドムッと生々しい音が響いた。

「あ……れ……？」

　ユウナギは呆ほうけた声をあげて、視線を落とす。

　胸のちょうど下あたり。そこに穴が穿うがたれていた。

　一拍遅れて、鮮血が溢あふれだす。視界が暗転して、ユウナギの体は地面に沈んだ。

　その様子を冷たく見下ろす瑠衣の周囲で、まばゆい閃ひらめきを残しながら何かが鋭く飛び回る。彼女が単発式拳銃のバレルを展開させると、直線的な軌跡を描いてその内部に収まった。

「……操作式……あの威力で……ありえない」

　口からゴポッと血の塊を吐き出しながら、ユウナギは霞かすむ視界で瑠る衣いを見上げる。

　操作式───一度は逸そらしたと思い込んでいた銃弾は、瑠衣の意思に従い軌道を自在に変えて、ユウナギの胸部を背後から射貫いたのだった。

　瑠衣はエーテルギアが再装そう填てんされた拳銃の銃口を、倒れ伏すユウナギの頭頂部へと向ける。その瞳はどこまでも冷徹で、一切の感情が排されていた。

「……エクセレント。完璧だよ、ルイ」

　そのとき、瑠衣の背後でパチパチと乾いた拍手が響いた。

　コンテナに寄り掛かりながら、漆黒のドレスを纏まとう金髪碧へき眼がんの少女がニヤニヤとこちらを眺めていた。露出した右肩には即席の止血帯が巻かれ、赤黒く染まっている。額に汗を浮かべつつも、出血自体は止まっているようだった。

「───メイ、ス、アレクト、リア───」

「やあ、《人工魔女トライフルズ》。一度は廃棄された身のくせに、こんなところまでわざわざご苦労だったね。だけど、もう終わりだ。あらゆる意味において君の存在は今、無価値になった」

　メイスはコンテナから身を離すと、緩慢な足取りで近づいてくる。

　それから瑠衣のすぐ後ろで立ち止まって、拳銃の握られた彼女の手の甲を指で撫なでた。

「まあ、実験用のモルモットらしく、最期はそれなりに役に立ったんじゃないかな？　おかげでボクらはこの魔製都市を守るための新たな可能性を見み出いだすことができた。……人類の手によるエーテルギアの実用化計画。その希望をね」

　メイスが悪戯いたずらっぽく告げた瞬間、瑠衣の手の甲から鈍い光が放たれた。

　白い肌から透けた血管を侵すように、浅黒い紋様が浮かびあがる。生物のように這はいまわるソレは、みるみるうちにその範囲を広げて、やがて瑠衣の全身に刻まれた。

「…………ッ」

「見事なものだろう？　この接続作業にどれほどの時間を費やしたことか」

　目の前で起こった異様な光景に絶句するユウナギに対し、メイスはクスクスといたぶるような笑いを向ける。

「エーテルギアの莫ばく大だいな魔力。それを操るには、人間のスペックでは到底不可能だ。まがいものの人工魔術ブラツクアートを動力とする《人工魔女》が使用しようとしても、相性が悪くて弾はじかれてしまう。なら、どうすればいい？　ボクらアレクトリア社はこの『相性』という点に着目しつつ、長きに渡って裏で研究を進めてきた。

　───『魔術』とは奇跡の術。もっと単純に言えば、術者の心象の具現だ。魔力を対価とし、己の中にある願望を形と成すことで、通常では起こり得ない現象を生みだす。そしてやはり、その根幹となるのは魔術を行使する術者の『心』なんだよ。

　エーテルギアはそれらの集大成。製作者の心を写し取り、その者の願望を叶かなえるためだけに生み出された、まさに『魔術』そのものだ。過去の大魔術師たちはこれらを後世に残すことで、自分たちの願いや想おもいを未来へと繋つなげようとした。……尤もつとも、その願望は《大搾取カタストロフ》時にエーテルギアを兵器として扱った魔術師たちによって歪ゆがめられ、人間を駆逐するためだけに力を振るうおぞましい塊に成り下がってしまったわけだけれども」

　メイスはやれやれと息を吐つき、

「話を元に戻そうか。エーテルギアは心や願望を拠より所どころとする。ならば、道具として生み出され心を持たない《人工魔女トライフルズ》より、喜び、憎み、怒り、愛し、愛される人間のほうが圧倒的に相性がいい。この部分をうまくシンクロさせて、調整を加えることで、ボクらはエーテルギアを実用化にまで持ち込んだ。……まあ、口で言うほど簡単なことではなかったけれど。なにせ成功例は、目の前にいるこの子が初めてなのだから」

　メイスは瑠る衣いの全身をまじまじと眺めて、満足げな笑みを浮かべた。

　その表情はまるで、時間をかけて作った自分の工作を愛めでる無邪気な子供のようで。

　ユウナギは激しい嫌悪感と怖おじ気けに襲われる。

「そん、な……。じゃあ、ワタシたち、は……？　《人工魔女》は、どうなるの……!?」

「ん？　ああ、もう用済みだね。人工魔術ブラツクアートを拠より所どころとし、肉体への負荷も考慮せず無理やり術式を定着させたモルモットなんて、不良品も甚はなはだしい。見たまえよ、彼女を。エーテルギアと想おもいを同期させ、余計な感情を排し、一個の『兵器』として完成されたその姿。これらを量産することさえできれば、魔製都市も安泰だ。事実、我々に過去最強とまで言わしめた君の術式兵装は、彼女の放った術式に打ち破られた。実験は大成功だよ」

　メイスの瞳が、今までにないくらいの強い輝きを放った。

「強いて言うならばそうだね。彼女は《第二世代人工魔女トライフルズ・セカンド》。ボクらは魔術が孕はらむ真理、その深しん淵えんにまた一歩近づけたんだ！　その礎いしずえになれたこと、光栄に思うがいい！　用済みで無意味になった道具は大人しく壊れろ！」

　メイスは瑠衣の首に後ろから手を回して、耳元に囁ささやきかける。

「───さあ、殺せ。壊せ、奪え、その存在意義を搾さく取しゆしろ！　君が憎む魔術、その尖せん兵ぺいを殺すことで、君は初めて一個の完成された兵器となる！　君の手で敵を討つんだッ！」

　耳元に響く声を、瑠衣は無表情で聞いていた。

　……討つ。わたしが、敵を、自分の手で。

　そうしなければ守れない。

　また失うことになる。失うのが恐こわい、イヤだ、もうイヤだ。

　あんな悲しい想いなんてもう二度としたくはない。

　瑠衣は目の前で倒れ伏した小さな女の子を改めて見る。メイスの言葉で絶望の底に突き落とされたユウナギは、伏せったままピクリとも動かなくなっていた。

　やらなければいけない。わたしがこの子を。

　たとえ自分の手を汚してでも。それを彼が望まなかったとしても。

　彼に……嫌われてしまったとしても。

　わたしが彼を守るために───。

「ああああッ───ああああああああああああ───ッ」

　苦しみに吼ほえる。握った拳銃の引き金に力を込めた。

　想おもうのは彼のこと。他には何も考えられない。

　だから、縋すがるように彼の名前を呼んだ。

「錺かざり矢や先輩─────────助けて」

　一筋のしずくが、頬ほおを伝い落ちた。




　───バチィッ!!




　瞬間、視界を埋め尽くす雷光。

　巻き起こった衝撃に、背中へ張り付いていたメイスが堪たまらず吹き飛ぶ。

　瑠る衣い自身も大きくよろめいたが、倒れる前にそっと誰かが手を握ってきた。

「術式の再演算開始───！」

　懐かしい声が、鼓こ膜まくを震わせる。

　会えなかったのはほんの数日だけだったのに、とても遠くに感じてしまっていた声。

　本当は会いたくなかった。こんな姿を見られたくなかった。

　でも、その声を聞いたとき。彼の手がわたしの手を握ってくれたとき、軋きしむ心がほんの少しだけ落ち着いた。

　心を侵していたなにかドス黒いものが、引き潮のように消えていく。

「術式構造を掌しよう握あく！　肉体と術式の解除作業開始───起動アクテイヴエイトッ!!」

　拳銃を握る手の甲から、まばゆい光が溢あふれだした。

　全身に表れていた浅黒い紋様が薄れ、周囲に無数の魔法陣が展開する。

　魔法陣は空中に浮かび上がった傍そばから、バラバラと自壊していった。

　握力が緩み、拳銃が落ちる。地面にぶつかったそれは鈍い音を立てて損壊。バレルに込められていた一発の銃弾が零こぼれだし、涼しい音を立てて跳ねた。

　足元に転がってきた銃弾を一いち瞥べつし、メイス＝アレクトリアはやれやれと深い溜ため息いきを吐つく。

「……つくづく空気の読めない奴やつだね、君は、タイミング最悪だよ」

　瑠衣はゆっくりと顔をあげた。

　自分を後ろから抱くようにする一人の少年。体中傷だらけで、左腕は力なくダラリと垂れ下がっている。それでも、その眼光に宿る輝きは力強かった。

　彼は───錺矢水みな最もは。

　大きく息を吸い込み、対たい峙じする少女の姿をした悪魔へと猛たけ々だけしく吼ほえた。

「メイスッ。アレクトリアアアアアアアアア──────────ッ!!」





　　　　　　　//






　水最が駆けつけたとき、その場は予想もしていなかった惨状に陥っていた。

　ソラに運ばれて、ここに辿たどり着つくまで十数分。

　その間に何が起こったのかは知らない。ただ、止めようとしていたはずのユウナギはすでに半身が崩れかけており、黙って倒れ伏したまま動かなくなっていた。

　原因はわかっている。

　いや……元凶というべきだろうか？

「メイス＝アレクトリア……ッ！」

「やれやれ。精神と肉体に干渉していた術式を、見事に引きはがされてしまったか。まったく、君は恐ろしい奴やつだよ。鬼の居ぬ間に洗濯と思っていたけど、肝心なときにその鬼が帰ってくるとはねぇ」

　本気か冗談かわからない苦笑を浮かべ、メイスは膝を折った。

　足元に転がっていた銃弾───エーテルギアの触しよく媒ばいをひょいと拾い上げる。

　すかさず隣にいたソラが警戒するように拳を構えた。

　その挙動に、メイスは「おいおい」と手を振ってみせる。

「べつに君らに危害を加えるつもりはないよ。ボクはルイの願いを聞き入れて、それにふさわしい力を提供しただけ。……というか、君らはボクに雇われている身だと思うんだけど。頼むから、その拳を引っ込めてくれよ」

「うるせえ……！　なにが『提供した』だ。こうなることは初めからわかっていて、三み崎さきをうまく誘導したんだろうがッ！」

「ルイをエーテルギアの被験者にしたこと、怒っているのかい？　だとすれば、それこそお門違いだ。ルイは力を欲した。その想おもいが、エーテルギアと同期しただけだよ。ボクはルイに対して危害を加えるようなことは何一つしていない。そして、すべてを了承したうえで、受け入れたのはルイ自身だ」

　水みな最もはギリリと奥歯を噛かみしめてメイスを睨にらむ。

　こいつが言っているのは屁へ理り屈くつだ。メイスは瑠る衣いにユウナギを殺させようとしていた。越えてはならない一線を越えさせ、自分の思い通りになる兵器に仕立て上げようとした。その行為は、決して許せることではない。

「メイス。お前は企業の代表、魔導組合ＡＳＡを支える重要な一角だ。お前が都市を守り、オレたちが守られている限り、そのやり方に口出しはできない。だがな───」

　水最はキッと視線を鋭くして、

「これだけは覚えておけ。もしお前がこの先にも三崎に手をだそうってなら……都市も企業も関係ねえ。オレがこの手でお前を討つッ！」

「はははっ！　なんだいそれは？　都市を守るオペレーターの発言とは思えないな、君ぃ。……まったく、見ていて本当に飽きないよ。いいだろう。君を失うのはボクとしても本意ではない。金こん輪りん際ざい、ルイには関わらないようにするよ」

　銃弾のエーテルギアをドレスの胸ポケットにしまったメイスは、敵対の意思がないように両手をあげた。

　ソラが困惑した顔で見上げてくる。

　水みな最もは肩の力を抜きつつ、うなずき返してやった。

　……メイスのことは信用できない。だが、この状況でこれ以上なにかをしてくることはまずないだろう。ひとまずは警戒態勢を解く。

　安あん堵どの息をついた、そのとき。

「せん……ぱい……？」

　胸元から聞こえてくる呆ぼう然ぜん自失とした声。

　視線を落とすと、胸に抱いていた瑠る衣いがビクッと怯おびえたように震えた。彼女は口ごもり、水最から視線を外して目を泳がせる。

「先輩……あの……わたし……」

　弁明しようという素振りは見せるが、うまく言葉にならない。

　水最は半眼になって、そんな瑠衣を睨にらみつけた。とたん、瑠衣が「ひっ」と悲鳴をあげて身をすくませる。

　自分がやったこと。やってしまったこと。彼女自身もよく理解しているようだった。

　だからこそ、水最は胸の奥から湧いてくる怒りを隠そうともしなかった。

　苛いら立だったようにため息を吐ついて瑠衣を睥へい睨げいし、

「───いたいっ!?」

　ゴツンと。瑠衣の額に自分の額をぶつけて、軽い頭突きをお見舞いしてやった。

「せ、せんぱい……？」

　瑠衣はヒリヒリと痛む額を押さえて、目を白黒させる。

　水最は困惑する彼女に構いもせず、ぶっきらぼうに「アホ」と毒づいた。

「そんな泣きそうな顔するなら、最初から一人で無理なんかするな。もう少しで……お前はお前でいられなくなるかもしれなかったんだぞ？」

　その言葉で、瑠衣の表情がくしゃくしゃに歪ゆがんだ。

　目を伏せた彼女は、水最のシャツをギュッと握りしめる。

「……それでも。それでも、構わないと思いました。わたしは先輩を守りたいッ。先輩が傷つくところなんてもう見たくないんです！　今だってこんなにボロボロになって！　わたしは失いたくない！　もう何も……！」

　瑠衣は苦しげに息を吐き、

「だから、わたしは──────いたいっ」

　真剣な表情で語る小さな額に、水最は再度頭突きをお見舞いする。

　涙目になって「なにをするんですか!?」と騒ぐ瑠衣を見て、水最はさらに深いため息を漏もらした。自分も相当なバカだが、こいつも大概だ。

「……このドアホ。前にも言ったはずだぞ。オレはどこにも行かない。ずっとずっと、お前の傍そばにいる。オレだけは、絶対にお前を裏切らない」

　水最の声には一切の迷いがなかった。

　なんの臆面もなくそう言ってのける。その瞳は、真まっ直すぐに瑠衣を見み据すえていた。

「それなのに。お前のほうが勝手なことしてんじゃねえよ。いつも心配かけて悪いと思ってる。だけどオレだって…………お前のことが死ぬほど心配なんだよ」

　折れていないほうの右腕で瑠る衣いの肩をギュッと掴つかみ、引き寄せる。

　水みな最もの胸に抱かれながら、瑠衣は我を忘れたように呆ぼう然ぜんとしていた。

　だが、すぐに眉まゆ尻じりを垂れ下げて、泣き顔になる。涙で濡れた顔面を水最の胸板に押しつけて、か細い嗚お咽えつを漏もらした。

「先輩……ごめん、なさい……ごめんなさぁい……っ！」

　幼い子供のように泣きじゃくる瑠衣を、水最はしばらく黙って見つめていた。

　……伝えるべきことは、伝えた。

　自分には瑠衣の心の傷を完全に癒いやしてやることはできない。それでも、その傷を理解して、一緒に寄り添ってやることくらいはできるはずだ。

　たとえ、瑠衣が魔術や魔術師を許せないのだとしても。憎しみに囚とらわれて酷ひどく傷ついてしまうようなことにだけは、絶対にさせたくないから───。




「───ッ。ミィくんっ!!」




　そのとき、ソラの甲高い叫びが静せい寂じやくを破った。

　身を寄せ合っていた水最と瑠衣は瞬間的にハッとする。

　振り返ると、ソラが全身の毛を逆立てて拳を構えていた。

　その視線の先には、身体のほとんどが崩れかけながらも、よろよろと立ちあがろうとする少女の姿があった。

「ッ。ユウナギ！」

「ミ、ナモ……？」

　消え入りそうな声で告げながら、ユウナギは罅ひび割われた顔を傾かしげた。

「おいついて、きた、の？　どう、して。せっかく、あしどめ、したの、に。あなたとは、これ、いじょう、たたかいたく、なかった、のに」

　霞かすんだ眼球をキョロキョロと宙に泳がせて、虚空に向かって話しかける。様子がおかしい。どうやら目が見えていないようだった。

　その間にも、彼女の体はボロボロと崩壊していく。

「もういい！　もう終わったんだよ！　止まれ……止まってくれ！」

　メイスを狙って奇襲をしたユウナギ。だが、その目的はもう果たせない。彼女の命は尽きる寸前だった。

　それなのに、最期の最期まで兵器として動こうとするその姿に、胸がズキリと痛む。

　もうやめろ。動くな。終わったんだ。

　ユウナギをこれ以上、苦しめたくない。

　その一心で叫んだ水最だったが、

「おわ、り……？」

　小さな口から漏もれたのは、絶望に染まった声色だった。

「おわ、り。ワタシ、おわり。もう、つかえ、ない。いみなんて、ない。もう、おわ、り。だれからも、ひつようと、されず。わすれら、れて。あとは、きえる、だけ」

「違う！　そういう意味じゃない！」

「おわ、り。…………イヤ。おわりたく、ない。あんな、くらい、ばしょにもどるのは、もうイヤ。わすれられて、ひとりになるの、イヤ。イヤイヤ、イヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤ───アアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　頭を抱え、崩れ落ちるようにして絶叫。

　すると、ユウナギの足下に巨大な魔法陣が浮かび上がった。

　その色合いは不気味で、放たれる魔力は禍まが々まがしい。

　瑠る衣いとソラが堪たまらず悲鳴をあげた。水みな最もも目を剥むいて戦せん慄りつする。

　……この感覚、どこか覚えがある。

　吐き気を催しそうなほどの悍おぞましい気配。濃密な憎しみに彩られた、圧倒的な殺意。

　これは───！

「アアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　ユウナギが弾はじかれたように上半身を起こして、大きく吼ほえた。

　足下にあった魔法陣から火柱が発生し、天へと昇る。

　晴れ渡っていた空が一瞬にして毒々しい紫色へと塗りつぶされた。魔法陣から発生する魔力は、空気中を這はうようにして都市全体へと拡ひろがっていく。

　魔法陣の発生源は、明らかにユウナギ自身ではない。

　もっと地中奥深く。

　そこに潜むなにかが、ユウナギに干渉して、無尽蔵な魔力を垂れ流している。

「共鳴干渉……！　この魔力反応は───《五ご帝だいの骸むくろ》かッ!?」

　刹せつ那な的に脳内を巡る、先月の記憶。

　魔術師エル＝エルマ＝エルガルが召喚した異い形ぎよう。憎しみを振ふり撒まき、都市そのものを崩壊にまで追いやりそうになった、『原初のエーテルギア』。

　そのとき、流れでる魔力に中あてられてソラが「くっ」と膝を折った。共鳴干渉は魔力を孕はらむすべてのものに起こりうる。ソラ自身も、それは例外ではなかった。

「ソラっ！」

「へ、平気なんだよっ。この間と違ってまだ元気だから、ちゃんと耐えられるもんっ！」

　ソラはグッと全身に力を込めると、干渉してくる魔力を振り払うように立ちあがった。顔は少し引きつっている。だがその言葉通り、耐えられる程度には大丈夫なようだった。

「クソッ。なんだってんだ……！」

「さっき君自身が言ったじゃないか。───《五帝の骸》だよ。あの《人工魔女トライフルズ》の魔力に釣られて、眠りに入りかけていたモノが一時的に目覚めたようだ」

　背後から声がして、水みな最もは素早く振り返った。

「メイス……ッ！」

「まったく、困ったものだね。どこかの魔術師が一度封印を解いたせいで、こんなにも簡単にタガが外れてしまう。以前のように完全な封印を再現するには、最低でも半年くらいはかかると言うのに……」

　メイスはやれやれと首を振って、

「しかし、先月のように本体が直接出てきたわけではないからまだマシだ。魔力発現の媒体となっているのは、あくまでもあの《人工魔女トライフルズ》。彼女さえ消えれば、すぐにこの事態は収まるだろう。幸いにも、彼女はすでに消える寸前だ」

　冷静に下されるメイスの判断に、水最は激しい怒りの感情を覚えた。

　媒体となっている《人工魔女》が消えれば収まる？

　それは……ユウナギが死ねば、ということだろうか。

　固唾かたずを呑のみ、視線を前に戻す。

　立ち昇る火柱の中、悲痛な絶叫を上げ続ける小柄な少女。

　溢あふれだす魔力に中あてられて、彼女の体は急速に分解されていた。あの状態が継続すれば、ものの数分もしないうちに消えてなくなるだろう。

　彼女自身が恐れたように、なにもかもが『終わって』───。

「───ッざけんな！」

　煮えたぎる怒りのすべてを込めるように、吐き捨てた。

　腕の中にいた瑠る衣いが「先輩？」と驚いたように見つめてくる。彼女の瞳が不安げに揺れた。少し心が痛んだが、それでも水最は瑠衣の体をそっと引き離す。

「悪い、三み崎さき。またちょっくら無理するわ」

「…………」

「だけど、必ず約束は守るから。オレはどこにも行かない。だから少しの間だけ、そこで待っていてくれ」

　なるべく明るい顔をして笑いかけてやる。

　瑠衣は俯うつむき加減になって拳を固めていた。だけど、やがて顔をあげて、決意を固めたみたいに深くうなずいてくれる。

「……先輩は相変わらず、わたしの心配なんてどこ吹く風なんですから。ちゃんと約束、守ってくださいね？　破ったら一日中お説教の刑ですよ」

「そりゃ勘弁だな。余計に破るわけにはいかなくなった。……お前にはメイスのことを頼む。あいつはあいつで、この都市の存続に欠かせない存在だ。できるな？」

　訊たずねると、瑠衣は「はい！」と返事をして背を向けた。

　目じりには少しだけ涙が浮かんでいたが、泣くようなことはしなかった。自分を信じてくれている彼女を、本当に愛いとおしく思う。

　瑠衣に手を引かれて避難誘導されるメイスは、最後に一度だけこちらを振り返った。

「わからないな、ミナモ。どうして君はそこまでして戦う？　敵に情けをかけても、メリットなんて何一つないだろうに。君はなんのためにオペレーターをやっているんだい？」

　幾度と投げかけられた疑問。

　しかし、今の水みな最もは言葉を詰まらせることも、答えに迷うこともなかった。

　メイスからの視線を真まっ直すぐに受け止め、堂々と告げる。

「メイス＝アレクトリア。オレたちは確かに金で雇われるだけの傭よう兵へいだ。……だけど、そこにはやっぱり各おの々おのの信念がある。テメェが意図したように使われるだけの、都合のいい道具なんかじゃねえんだよ。納得いかないことがあれば抗あらがう。正しいと思うことがあれば自分の心に従う。自分の道くらいは、自分の心で選ぶ！」

　響きわたる宣言。

　メイスは呆あつ気けに取られたように口を開け放った。

　しかし、すぐに「ぷっ」とおかしそうに吹きだして、

「ぷぷぷっ……あはははははは！　いいね、君は本当に最高だよミナモ！　誰もが摂理に縛られ、安あん穏のんを享受し、諦てい観かんに沈み道具のように生きるその中で！　君だけは心のままに生きている！　興味深い！　ならば、君がどういうふうに踊るのかボクに見せてくれ！」

　晴れ晴れとした顔で告げて、メイスはクルリと背を向けた。

　瑠る衣いと共にその場から離れていく。その端たん麗れいな顔には、不敵な笑みがいつまでも浮かんでいた。

　水最はうんざりと息を吐つき、振り返る。

　すると、こちらを見上げるようにしてソラが待ち構えていた。

「ソラ」

「……うん」

「オレたちオペレーターは、企業の駒じゃない。お前たち《人工魔女トライフルズ》は破壊するためだけの兵器なんかじゃない。……教えてやろうぜ、あいつに。魔術やエーテルギア、この都市を根幹から支えるものがあいつを苦しめるなら。オレたちの手で、そいつを壊す」

「うんっ！」

　元気よく返事をして、ソラは拳を構えた。

　水最も腰のホルスターから《イグニス》を抜き、構える。

　狙いは前方にある魔力の火柱。その中で泣いている少女。

　あいつを。あいつの心を救ってやるために。

「殲せん滅めつせよ───《人工魔女》！」







「術式兵装展開！　起動、起動、起動、起動───ッ!!」

　呪じゆ詛そのように紡がれる詠唱。

　周囲の空間がたわみ、破砕音と共に片っ端から切り裂かれていく。













　魔力の火柱の中で自分の体を抱くようにしてうずくまるユウナギは、体内へ流れ込んでくる力をそのまま放出するように、連続して術式兵装を放った。

　すぐ脇にあるコンテナが紙切れのように切り裂かれるのを目視しながら、水みな最もは軽い舌打ちを漏もらす。

　攻撃が激しすぎてユウナギに近づくことさえできない。

「ミィくん！」

　と、叫びをあげたソラがすかさず前へと飛びだした。

　全身に纏まとう紫電の衣の出力をあげ、姿勢を低く構える。

　直後に、ユウナギが放つ不可視の刃やいばの一部が正面からぶつかってガキンッと涼しい音を立てた。ソラはグッと歯を食いしばってその衝撃に耐える。

「くそッ……滅め茶ちや苦く茶ちやだな」

　一点集中ではないので一撃一撃の威力こそ低いが、ユウナギを中心として無差別に放たれる術式はさながら刃の嵐だった。

　近づけば近づくほどその脅威度は増し、防ぐことも困難になるだろう。

「どうするのッ？」

「……一気に懐へ飛び込んでいくしかないな。あいつの体に直接触れさえすれば、干渉している魔力との接続を切り離すことができる。今の状態を止めるにはそれしかない」

　安直だが、それが最善かつ確実な方法だった。

　どのみち、悠長に考えていられる時間など残されていない。こうしている間にも、暴走を続けるユウナギの体は刻一刻と崩壊の道をたどっている。

　……いや、それどころか。

　ここで彼女を止めたところで、あの状態から命が助かることはまずないだろう。

　ユウナギは必ず死ぬ。それは避けられない残酷な現実。それでも抗あらがい、彼女を破壊の兵器のまま死なせたくないと思うのは自分のワガママだろうか？　果たして、ソラを危険にさらしてまでする価値のあることなのか？

　そんな逡しゆん巡じゆんが胸を過よぎった瞬間。

「───ミィくん」

　ソラが前を見み据すえたまま、《イグニス》を構える水みな最もの右腕を握り込んできた。

「ソラ……？」

「迷っちゃダメだよ、ミィくん。ミィくんはソラに言ったんだよ。『お前はオレのもの』だって。ソラ、それがすごく嬉うれしかったから。ミィくんのためなら、なんだってできるって思ったんだよ」

　ソラがこちらを振り返る。

　幼げな顔をほころばせて、太陽のようにニパッと笑った。

「ミィくんが望むこと。それはソラの望みでもあるの。企業から支給された兵器とか《人工魔女トライフルズ》の使命とか、関係ない。ソラはソラとして、ミィくんの力になる。───だから、ソラが大好きなカッコいいミィくんは、絶対に迷っちゃダメなんだよっ」

　ソラは少し頬ほおを赤らめながらも、ハッキリとそう告げた。

　水最は驚いて目を見開き……そして、フッと口元を緩めた。

「さらっと無む茶ちやを言ってくれるな、アホ。まあ、そのアホの主人であるオレも大概にアホだけどな。迷ったりするのはガラじゃない……か」

「うんっ！」

「じゃあ、行くぞ。アホはアホなりに、アホを貫き通す！」

　水最は握られた腕を引き、ソラを自分の胸元に引き寄せた。

　水最の体を軽々と抱き上げたソラは、地盤を叩たたき割わるほどの強い踏み込みで前へと飛びだす。纏まとった紫電の衣が渦を巻き、鏃やじりのような形状になって一直線に突貫した。

　身体にかかる多大な圧力。

　後先を考えない全力全開の最大出力だ。光速で突撃するソラから発生するそれは、当然のことながら一緒にいる水最にも襲いかかってきた。だが、リリバスにかけられた『時間停止』の術式がまだ僅わずかに効いているため、体にかかる負荷を最小限にとどめてくれる。

　一本の雷の矢と化した水最たちは、無差別に放たれる不可視の刃やいばを撥はね除のけながら、一心不乱に進んだ。敵の攻撃と衝突する度に、ソラ自身の体がギシギシと軋きしむ音が響く。

「はああああああああああああ───────────────ッ!!!」

　流れる刹せつ那なの刻とき。

　壮絶な刃やいばの嵐を貫き、ソラの術式兵装が中心にある魔力の火柱へと届いた。

　鏃やじりのように先端を尖とがらせた紫電の衣が、火柱の先端へと穿うがたれる。

　網膜を焼きそうなほどの鮮烈な火花が飛散する。

「くっ……ううううぅぅぅぅぅ……ッ!!」

　しかし、火柱自体を貫くことが出来ない。

　ソラの最大出力を以もってしても、まだ届かなかった。地面の魔法陣から立ち昇る火柱は悍おぞましい魔力を放ち、ソラの術式兵装を押し返していく。

　さらに、

「……うぐっ！」

　軋きしみを挙げていたソラの体から、バチィッと小さなスパークが迸ほとばしった。

「ソラっ!?」

　水みな最もは目を剥むく。

　……ソラの右肩。そこから薄い魔法陣が浮かび上がり、端から徐々に砕けつつあった。

　以前から不調を訴えていた箇所。術式の綻ほころびだ。

　無理を続ければ再発するのは当然とはいえ、最悪のタイミングだった。ソラの術式兵装が弱まり、さらに魔力の火柱に押し返される。

「まだ……いけるもん……っ！　ミィくんが隣にいる限り、ソラは絶対無敵なんだよっ!!」

　弱る体を叱しつ咤たするように、ソラが激げき昂こう。

　無理やり術式を奮い立たせて持ち直すが、やはり火柱自体を貫くことは叶かなわなかった。

　水最は焦りながらも、高速で思考を巡らせた。

　火柱を貫かなければユウナギに触れることができない。ソラの限界も近づいている。ここで手をこまねいて見ているだけでは、いずれ弾はじき飛とばされる。

　オレがやるしか───ないッ！

　決意を固めたときには、すでに体が動いていた。

《イグニス》を握る右腕を前方へとかざす。

　そのまま銃口を、ソラの術式兵装が穿つ火柱の隙間へとねじ込んだ。

「起動アクテイヴエイト───！」

　銃口前に魔法陣が展開。火柱を形成する魔力と無理やり接続させる。

　だが、いかんせん魔力の総量が大きすぎた。《イグニス》を握り込む右手の皮膚が高エネルギーに晒さらされ、ジュウッと音を立てて焼けただれ始める。

　それでも、水最は怯ひるまない。

　冷静に火柱を形作る術式を逆算していく。

「ミィくん……ッ!?　手が……！」

　ソラの怯おびえた声が耳に届く。しかし気にしている暇などない。皮膚が焼ける痛みを意識の外に無理やり追いだす。そして集中。

「───掌しよう握あく！」

　カラカラに乾いた喉で叫び、《イグニス》の引き金をひきしぼった。

　銃口から銃弾が射出され、穿うがたれた火柱の穴に直撃。

　水みな最もの意思によって導かれた『呪じゆ詛そ破り』の術式が火柱に浸透し、鮮やかな火の粉を撒まき散ちらしながら破砕した。その反動で《イグニス》本体にも亀裂が走り、内部から分解されるようにバラバラに砕ける。

　火柱が消失したことで、進路を妨げる障害はなくなった。

　だが同時に、ソラの体も限界を迎えたらしい。展開していた紫電の衣が急激に勢いをなくし、こちらを抱いていた腕が不意に緩むのを感じた。

　バランスを崩してよろめき、ドサリと地面に倒れ込むソラ。

　水最も術式演算に要した集中で気力を使い果たし、膝が崩れかけた。危ういところで踏みとどまり、持もち堪こたえる。……まだだ。オレはまだ倒れるわけにはいかない。

　揺らぐ意識を引きずり、前を見る。

　そこに───小さく蹲うずくまる少女の姿があった。

　彼女を包んでいた火柱は消えたものの、足元に浮かび上がる魔法陣自体はまだ残っている。《五ご帝だいの骸むくろ》の魔力は消えていない。早く切り離さなければ、また同じことになる。

「ユウナギィ─────────────っ!!」

　握っていた《イグニス》の残ざん骸がいを放棄し、擦すり切れそうな意識を立て直すようにして、水最は全力で彼女の名を呼んだ。

　ほとんど倒れ込むような形で前進し、崩壊寸前の矮わい躯くを抱き留とめる。

　すると、背に回した手の平に確かな魔力反応を感じ取った。

　これが元凶だ。これをどうにかしなければ。

「術式の再演算開始……ッ！」

　最後の気力を振り絞り、再び集中。

　ユウナギの体に纏まとわりつく魔力の除去に取り掛かる。

　しかし、思うようにいかない。度重なる脳の酷使で、頭が割れるように痛んだ。気持ち悪い、吐きそうだ。視界がグルグルする。

「あぐあッ……くそッ、があああああああああッ!!」

　離れろ、離れろ、離れろ……！

　必死に願いながら演算を行う。

　が、魔力は消える素振りを一向に見せない。それどころかまた膨れ上がり、ユウナギの全身からうっすらと魔法陣が展開し始めた。

「やめろ……これ以上、こいつを苦しめるなぁ!!」

　虚むなしい叫びが木こ霊だまする。

　そのとき、

「……ミナ……モ？」

　胸の中にいるユウナギが、か細い声をあげた。

　水みな最もは息を呑のんで視線をおろす。

「ユウナギっ？」

「ミナ、モ。ダメ……もう、ワタシ、ダメ、だから。とまれ、ない、とまれ……あああああああああああああ、あああああああああああああああああああッ!!」

　突然ユウナギの体がビクンと跳ねあがった。鼓こ膜まくを劈つんざかんばかりの絶叫が響く。

　水最は激しく暴れ始める彼女を必死に抱き続けようとするも、力が入らずに突き飛ばされてしまった。そこに追い打ちをかけるように、ユウナギが上からのし掛かってくる。

「───がッ」

　罅ひび割われた小さな両腕が伸びて、水最の首を絞めあげた。

　その華きや奢しやな見た目からは想像もできないような握力が加わり、首の皮膚がギチギチと生々しい軋きしみをあげる。

　水最は悲鳴をあげることさえ叶かなわず、かすれた息を喉から漏もらして相手を見上げた。

　……そこにいるのは、水最の知るユウナギではなかった。

　血走った両眼と、全身から溢あふれだす悍おぞましい魔力。

　容赦なく首を絞めてくる彼女の姿に重なるようにして───燃えるような赤毛を持つ少女の幻影を、水最は確かに見て取った。

「おまえ、は……!?」

　どこかで見た覚えのある顔。

　だが同時に、まったく別人の顔のようにも思えた。

　あのときの『あいつ』は、もっと優しい顔をしていたはずだ。誰よりも自分の愛する者を心配し、最期の最期まで想おもって逝いったはずだ。

「───ニンゲン」

　ユウナギの体を借りた少女の口から、湿っぽい吐息が漏れる。

　こちらを見下ろす瞳には、ねっとりとした憎悪の念が宿っていた。

「ニンゲン。───憎イ。憎イ、憎イ、憎イィィィィィィィッィ!!　ノロワレロ、ノロワレロ、ノロワレロォ…………ッ!!」

　ひたすらに呪じゆ詛そを吐き散らかし、さらに首を絞めあげてくる。

　もう意識を保っていられるのも限界だった。

　苦しみに喘あえぎ、呼吸もできないまま、水最は全身を痙けい攣れんさせる。必死に身を起こそうとするソラが何事かを叫んでいたが、その声ももはや届かなかった。

　……これが《五ご帝だいの骸むくろ》の意思。

　エーテルギアとは何なのか、それはわからない。

　だがもし、今目の前にある幻影が、自分の知る彼女と同一人物なのだとしたら。

　どこでこうなってしまった？

　なにが彼女をこんなふうにした？




『───アレはきっと〝呪い〟なの。わたしたちを隔てて、縛りつける、忌まわしい鎖。あんなものがあるから、わたしたちはわかり合えない』




　いつかの言葉がよみがえる。

　壊して、と。あいつは言った。オレにそう頼んで、逝いった。

　あの日のあいつが縛られていたモノ。

　今のユウナギを縛るモノ。

　そして、目の前の少女の幻影を縛ったモノ。

　それが全部同じで、あいつが正しかったのだとしたなら。

「消エロ！　ワタシノ前カラ、イナクナレエエエエエエエエエエエエエッ!!!」

　薄れゆく意識の中、首を絞めるユウナギの瞳孔がキュルルとしぼられた。

　術式兵装が飛んでくる。避よけられない。このままでは確実に死ぬ。

　なにもできないまま、なにもわからないまま。

「…………そんなッ、こと！　できるわきゃねえだろ…………ッ!!」

　必死に足あ掻がき、右腕を伸ばした。

　憎しみに染まるユウナギの表情。そこに宿る隠しようもない悲しみに届くように。あの日、あいつと交わした約束を、守るために。

　そして───。




「───よう、少年。こうしてまた会えるとは奇遇だね」




　腑ふ抜ぬけた男の声が、水みな最もの消えかけていた意識に響いた。

　ユウナギの背後。そこに、ヌッと大柄な影が現れる。

　気配を敏感に察したユウナギは、水最の首から両手を放して咄とつ嗟さに横へ跳んだ。

　直後、パッと明るい光が視界を覆おおう。

「……おっと、外したか。暴走している割には意外に敏さといな」

　気管が解放されて、水最はゲホゲホと咳せき込こむ。

　頭をクラクラさせながら見上げると、すぐ隣に長身痩そう躯くの青年がたたずんでいた。

　ファー付きのジャケットに、趣味の悪いアクセサリーが巻きつけられたスラックス。その手には分厚い本が握られていて、色鮮やかな魔法陣をいくつも展開させている。

　……その顔を見た瞬間、水最の中で反射的に激しい怒りが弾はじけた。

　それまでの疲労や痛みも忘れて、無心で掴つかみかかる。

　胸倉を絞めあげられる青年は、涼しい顔でゼィゼィと息を切らす水最を見下ろした。

「テメェ……ッ！」

「おう。久しぶり───なんて軽い挨拶を交わせるような間柄でもないか。君とおれは正真正銘、敵同士だからな。そうやって掴みかかってくる気持ちもわからなくはない」

　魔術師、曲まげ師し幸こう次じ郎ろう。メイスはこの男をそう呼んでいた。

　先月の魔導災害の際に、陰でエルを操っていたテロリスト。そして、今回の事件ではユウナギを《絶界の墓標ビヴロスト》から盗みだし、兵器として再利用した張本人でもあった。

　水みな最もが怒りを向けるには、充分すぎる相手だ。

「何をしに、きやがった……！」

「ん。おかしな質問をするんだな。アレはおれの所有物だ。どうやら予期せぬ事態で暴走しちまったみたいだから、急いで止めにきた。それだけだ」

「ふざけんなッ。眠っていたユウナギを無理やり起こして、オレたちやメイスに差し向けたのはテメェだろうが！　あいつをあんな状態にした元凶のくせに……！」

　こいつにとって、ユウナギはただの『道具』であるはずだ。

　そうでなければ、すでに廃棄されていた《人工魔女トライフルズ》を無理に起こして、再利用なんかするはずない。

　憤りで体を震わせる水最を、幸次郎はあくまで冷静な態度で眺めていた。水最はすでに満まん身しん創そう痍いであり、掴つかみかかる腕にもうまく力が入らない。振りほどこうと思えば簡単にできるはず。しかし彼は、抵抗する素振りを微み塵じんも見せなかった。

「言い訳はしない。君の言う通り、おれはあいつを都合のいい道具として利用した。メイス＝アレクトリアを討つため、魔術師の未来のため。すでに限界を迎えているとわかっていながら、あいつを酷使した」

　幸次郎の気だるげな目が、チラリとユウナギのほうを盗み見る。

　こちらから距離を取ったユウナギは、重なる赤毛の少女の幻影に操られるまま、血走った目でこちらをギロギロと凝視し続けていた。

「キエロ、キエロ……ッ！」

「ったく。もう見境なしかよ。よりにもよって『五ご帝だい』の魔力に憑つかれちまうとはな」

　幸次郎はやれやれと首を振り、

「……なーにが『問題ない。それでもいい』だ。本当は恐こわかったんじゃねえか。兵器として利用されるのも、使い捨てられるのも。それなのに平気なフリして、従順に言うことを聞いて。挙句に『五帝』の憎しみと同期して、意思を乗っ取られるとか。アホらしすぎて怒る気にもなれん。そうでもしなきゃ、おれに必要とされないとでも思ったのか？」

　静かに語る幸次郎の横顔を見て、水最は思わず胸倉を掴んでいた手を緩めてしまった。

　彼のやる気がない目に映るのは、どうしようもない憂うれい、憐あわれみ、悲しみ。

　なんだろう……こいつの表情は。思い描いていた『テロリスト』像と著しく違っている。

「お前……」

「少年。オペレーターというのは《人工魔女》の所有者。その存在の全てに責任を持つものなんだろう？」

　幸次郎は一歩だけ退ひくと、水最の全身を改めて見回す。

「なら、最後までその責任を果たさなくちゃな。君がおれを憎む気持ちも、敵対しようという姿勢もわかる。だが今は時間がない。見逃してくれるとありがたい───ねッ」

　唐突に幸こう次じ郎ろうの腕が伸び、水みな最もの肩を強く押す。

　すでに足元すら覚おぼ束つかない水最は堪たまらずに転倒。同じタイミングで幸次郎も後ろへ跳ぶ。

　そこへ、禍まが々まがしい魔力を纏まとったユウナギがものすごい勢いで突っ込んできた。

　振り下ろされた拳が、地面を砕く。だがそれ以上に悲鳴をあげているのは彼女自身の罅ひび割われた体だった。攻撃を繰りだした反動でさらにバキバキと軋きしみをあげる。

「……今、このときを以もって。作戦用に支給された《人工魔女トライフルズ》ユウナギは、我々にとって利用価値がなくなったものと判断する。───だから、ここからは魔術師としてではなく、おれ個人の感情で関わらせてもらうぞ」

　手にした分厚い本から浮きでる魔法陣を自在に回転させて、幸次郎はユウナギを見み据すえた。苦しげに吼ほえる彼女に向かって突貫していく。

「術式兵装展開……！　《アメノムラクモ》!!」

「自動演算式魔導書《スクリプト》起動アクテイヴエイト。───術式の再演算を開始！」

　ユウナギから放たれる不可視の刃やいばを周囲に展開させた魔法陣で防ぎつつ、すばやく懐へもぐり込んで、突き上げるような掌しよう底ていを腹へ叩たたきつけた。

　その手の平から、また別の小型の魔法陣が展開する。

「同族相手に気は引けるが。おれの相棒を返してもらうぞ、『五ご帝だい』！」

「グググ……ギギギギギィ……ッ!!」

　呻うめきながら、なおも術式兵装を放ち続けるユウナギ。

　空間が捻ねじれ、大気が切り裂かれる。その反撃を防御用の魔法陣で器用に防ぎながら、幸次郎は果敢に彼女に憑ついた魔力を除却しようと試みる。

　それでも、足りない。

　抵抗を続ける《五帝の骸むくろ》の魔力は、さらに膨れあがってユウナギの体を蝕むしばむ。あのままでは解放する前に、ユウナギ自身が砕け散ってしまうだろう。

　水最はよろよろと膝を突きながら、荒い呼吸を繰り返した。

　……体力も気力も限界。一瞬でも気を緩めれば倒れてしまいそうだった。

　しかし、立ちあがらずにはいられない。

　こんな状況で指を咥くわえて傍観なんてできるわけがない。

　身体を起こそうとする。が、足元がふらついてバランスを崩しかけた。

　倒れるかと思った瞬間、不意に誰かが横から支えてくれる。

「っ。……ソラ？」

　いつの間にか立ちあがっていたソラが、脇に寄り添うようにしてこちらを見上げていた。

　術式行使の許容量をとっくに超えているはずのソラもまた、水最と同じように立っているのが不思議なくらいボロボロだった。

　だけど、そのつぶらな瞳に宿る光は消えていない。

　水最の腕をしっかりと掴つかみ、物言いたげな視線を向けてくる。

「ミィくん。ミィくんがまだやるって決めたなら。ソラはどこへでもついて行くから」

　真しん摯しな眼まな差ざしでそう言うソラに、水みな最もは下唇を噛かみしめた。

　激しい攻防を繰り返しているユウナギと幸こう次じ郎ろうに目を向ける。……あいつらは敵。自分が守るべきものを狙い、奪おうとするテロリスト。助けてやる義理なんてない。

　それでも。自分自身の心がそうと決めたから───。

「……チィッ!!」

　激しい反発に、ついに幸次郎の体が弾はじき返かえされた。

　後ろへよろめきバランスを崩した隙を狙い、ユウナギが自身の術式兵装を最大出力で放出する。殺到してくる不可視の刃やいばの連撃。咄とつ嗟さに魔法陣で防御する幸次郎だが、耐え切れない。すぐに魔法陣を突破されて、幾重もの凶きよう刃じんが襲いかかった。

「───術式兵装展開。起動アクテイヴエイト、《メギンギョルド》ッ!!」

　刹せつ那な、その間隙に紫電の閃ひらめきが割り込む。

　巻き起こった紫電は、魔法陣の防御によって減速していた不可視の刃を残らず討ち払った。目を剥むいた幸次郎は、背後から現れた満まん身しん創そう痍いの少年と少女を凝視する。

「……なぜ？」

「そんなんオレだって知るかッ！　だけど、オレたちが何かを奪われるのを恐れ、守りたいと思うもの持っているように。お前たちにだってそれがあるんだろ？」

　水最はニッと不敵な笑みを浮かべて、

「こっちもとっくに限界だからな。手伝ってやれるのは半分までだ。文句はあるか？」

　驚いた顔をする幸次郎は───すぐにニヤリと笑い返してきた。

　覇気のない顔つきが、幾分か真剣なものになる。

「充分だ。心強い」

「なら、行くぜ───！」

　頷うなずき合あって、同時に前方へ大きく踏み込む。

　ユウナギが続けて術式兵装を放つが、水最の脇から飛びだしてきたソラが紫電を纏まとう拳を振るってことごとく撃ち払った。

　直接の撃退は不可能と判断したのか。ユウナギは視線を水最たちの足元へと向ける。

　不可視の刃が飛び、足元の地面が砕け、飛び散った瓦が礫れきが行く手を阻んだ。

　そして、ユウナギ自身は背後に跳んで上昇。……距離を取られる。時間がない。間に合わない。

「まだだ……止まるかよっ！」

　水最はグッと足に力を込めて、ユウナギを追うように跳んだ。

　飛んできた瓦礫を逆に足場として利用し、必死に追いすがる。邪魔な瓦礫は、後に続くソラと幸次郎が魔術を駆使して撃ち払ってくれる。

　自分は前へ。

　ただ、ひたすらに、前へ。

「ヤメロ……クルナアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　ユウナギが頭を抱えて絶叫。

　彼女の拒絶の意思に応じて、さらに不可視の刃やいばが飛んだ。

「やめねえよ……！　お前を……お前らを。自由にしてやるまで、やめるわけにはいかねえんだよッッ!!」

　ユウナギに、そしてその背後に宿る赤髪の少女の幻影に。

　必死に呼びかけて、水みな最もは限界まで手を伸ばす。

　ユウナギはハッと息をついて顔をあげた。

　罅ひび割われた頬ほおを、一筋の涙が伝う。

「───ミナモ……？」

　つぶやかれた、幽かすかな声。

　その刹せつ那な、僅わずかに不可視の刃の勢いが弱まった。

　水最は足元の瓦が礫れきを強く踏みしめ、ユウナギへ跳躍。幸こう次じ郎ろうもその後から続く。

　水最と幸次郎───伸ばされた二人の腕。

　伸ばされた二人の想おもいが、ユウナギの肩を掴つかみ取とる。

「「はああああああああああああああああ──────────ッ!!」」

　叫びが重なり、魔法陣が展開。

　激しい火花が飛び散った。




　……人間と魔術師。




　そこには大きな隔たりがあるのかもしれない。

　両者の間で奪い合われる魔術───奇跡と呼ばれる力。その価値に囚とらわれ、争い、傷つけあうことしかできないのなら、確かにそれは〝呪い〟と称するに相応ふさわしい。

　だが、人間も魔術師も《人工魔女トライフルズ》も。

　大切な何かを、誰かを守りたいと思う『心』は同じだから。

　今だけは。

　今この瞬間だけは、その〝呪い〟を本当の意味での奇跡に変えて───！




「───掌しよう握あく！　起動アクテイヴエイトッ!!!」




　淡い光を放ち、織りなされる術式。

　展開された魔法陣がパッと輝いて───収束していた強大な魔力が跡形もなく霧散した。





　　　　　　　//






　魔力が散ったと同時に、ユウナギの足下へ浮かび上がっていた魔法陣も消失した。

　空を覆おおい尽つくしていた毒々しい紫色が薄れていき、元の青空が広がる。

　……明るい陽光をスポットライトのように浴びて、少女の小さな体を抱く一人の青年。

　幸こう次じ郎ろうは、抱きかかえたユウナギを静かに眺めていた。

　纏まとわりついていた魔力から解放すること自体には成功したものの、ユウナギの体はすでに原形をとどめていなかった。下半身は完全に崩壊し、残った上半身も触れればすぐに崩れてしまいそうなガラス細工のようで。

　そんな幸次郎に、水みな最もはなんと声をかけていいのかもわからなかった。

　自分の腕には今、力を使い果たしてスヤスヤと寝息を立てているソラがいる。

　同じオペレーターと《人工魔女トライフルズ》。

　だが、自分とは違い、あちらはもう取り返しがつかない。

　いや……一歩間違えれば、ソラだって危なかったかもしれないのだ。そう思うと、掛けてやれる言葉なんて思い浮かぶわけもなかった。

「……ん」

　そのとき、幸次郎の腕に抱かれたユウナギが小さな声を漏もらした。

　幸次郎はピクリと眉まゆを動かし、彼女の顔を上から覗のぞき込こむ。

「よっ。お目覚めか？」

「………コー、ジロー……？」

　ユウナギの罅ひび割われた腕がスゥッと持ち上げられ、相手を求めるようにして宙を掻かいた。

　彼女の視力はすでに失われている。幸次郎はすかさずその手を取って、自分の存在を示すようにゆっくりと握りしめてやった。

「ごめん……なさい。コージロー、の、やくに、たてな、かった。ワタシ、しっぱい、した。ごめん、なさい」

「そうだな。おまけに暴走までしやがって。おかげでおれは本来の作戦ほっぽらかして、お前を止めにきたんだぞ？　本当にしょうがない相棒だよ」

「……ごめんなさい」

「バカ。謝るのはおれのほうだよ」

　幸次郎は頭を下げると、自分の額をユウナギの額にコツンとぶつけた。

「……どうして言わなかった？　死ぬのはイヤだと。消えるのはイヤだと。お前が人間らしいワガママを言ってくれれば、あるいはおれの心も揺らいだかもしれない。上の命令に反発してでも、お前にもっとマシな余生を過ごさせてやれたかもしれないのに」

「うそ。コージロー、は、そんなこと、しない。コージローは、つよい、ひとだから。なかまを、まもりたいって、おもってるから。ぜったいに、なかまを、うらぎらない」

「……痛いとこを突いてくれるね。はははっ。最低だな、おれは」

「ううん。コージロー、ワタシ、ひつよう、してくれた。くらいなかにいた、ワタシ、ひつよう、してくれた、から。───ワタシ、しあわせ、だった」

　ユウナギのかすんだ瞳が、ゆっくりと横に動く。

　そして、少し離れた場所にいた水みな最もとソラに向けられた。

　すでに目は見えていないはずなのに。それでも彼女は、満足げに微笑ほほえんでみせる。

「ひつようと、してくれて。ありがとう、コージロー。…………ワタシを、ニンゲンとして、みてくれて。ありがとう───ミナモ」

　儚はかなげな声で告げた瞬間。

　幸こう次じ郎ろうの腕の中にあった小さな体が───粉々に砕け散った。

　砕けた肉体は細かな粒りゆう子しとなって、キラキラと地面に落ちる。

　両手から砂のように零こぼれ落おちていくソレを、幸次郎はキュッと握りしめた。

「……じゃあな、相棒。短い付き合いだったが、それなりに楽しかったよ。あの世で会うことがあったら、またよろしく頼むぜ」

　哀切こもったつぶやきを漏もらし、幸次郎は祈りを捧ささげるように目を伏せた。

　水最は黙って彼の背中を見つめる。……あいつは敵だ。しかし、彼は己が宣言した言葉通りに、自分の《人工魔女トライフルズ》へ最後まで責任を果たした。

　自分たちは、ユウナギの心を救ってやれたのだろうか？　兵器として囚とらわれた運命から。戦って消えることしかできない定めから、解放してやれたのだろうか？

　……わからない。

　わからないけど、ユウナギが最期に見せた笑顔だけは、鮮明に頭に残っている。

　あの笑顔が答えであってほしいと…………あの笑顔こそが答えであったのだと。

　そう信じて。




「───さて。私用も済んだところで、そろそろ本来の仕事に戻るとしますか」




　そのとき、唐突に幸次郎がそう告げた。

　水最はビクリと反応して構える。

　黙もく祷とうを終えた幸次郎は、いつもの腑ふ抜ぬけた表情に戻ってこちらを見み据すえていた。

「お前……まだやる気かよ？」

「あいにく、色々なもんを背負わされている身でな。公私のけじめはつけなきゃならんのよ。おれは魔術師で、君は企業の傭よう兵へい。敵であることには変わりないだろう？」

　薄く笑う幸次郎。

　ユウナギを失ったことを悼いたみ、後悔をしていたのは、間違いなく彼の本心だろう。だが同時に、魔術師として役目をまっとうしようとする姿勢。それもまた、本物の彼だった。

　そして、それは水最も変わらない。

　気を失ったソラをしっかりと抱き寄せつつ、対たい峙じする敵と睨にらみ合あう。

　無言の緊張が流れた。

　どちらが先に仕掛けるのか……。

　緊張の糸が最大まで張りつめたその直後。




「───動くなッ!!」




　凛りんとした叫びが、大破したコンテナの転がる荒れ果てた広場へと響いた。

　間髪を入れずに、どこからともなく無数の影が飛び出してくる。

　現れたのは重装備に身を固める黒ずくめの男たち。それとはべつに、見慣れた防護服を纏まとう人間もちらほらと見受けられた。

　……アレクトリア社が雇い入れる警備隊。

　そして、警察に設けられた特殊部隊である《ワイズマン》の武装隊だ。

　両者が入り混じった混成部隊は、あっという間に幸こう次じ郎ろうを包囲して重火器の銃口を向けた。幸次郎は目を丸くして小さく口笛を吹く。

「うへぇ。マジかよ。ちょっとのんびりしすぎたかな？」

「その通り。形勢逆転ってやつだよ」

　と。包ほう囲い網もうを固める混成部隊の奥から、皮肉っぽい少女の声が響いた。

　武装した隊員をかき分けるようにして、三つの人影が前へ出てくる。

「───先輩っ！」

　そのうちの一人……瑠る衣いが、こちらの姿を認めるなりパタパタと駆け寄ってきた。

　先ほどよりもさらにボロボロになった水みな最もを見た彼女は、今にも泣きそうな顔になって、胸元に飛びついてくる。

「無事ですかッ？　ソラちゃんは!?」

「……平気だよ。気を失ってるだけだ。───それより」

　慌てる瑠衣を宥なだめつつ、水最は視線を戻す。

　ちょうど残りの二人、金髪碧へき眼がんの少女と黒スーツの女性が混成部隊の輪の中から抜け出てくるところだった。

　金髪の少女、メイス＝アレクトリアは、たたずむ幸次郎をニヤニヤと眺めまわす。

「惜しかったね。だけどもう詰みだ。街中で暴れていたエーテルギアはすでに鎮静化した。君のお仲間の何人かもこちらで確保している。今回の勝負、君たちの敗まけだよ、魔術師」

　敗北宣言を下された幸次郎は、疲れた顔になって肩をすくめてみせる。

「……みたいだな。まあいいさ。敗けるのには慣れている」

　もはや、今の彼には逃げ場などどこにもなかった。

　敗北。その事実は水最の目から見ても覆しようのない事実に思える。

　だけど……あいつの落ち着き払った態度はなんだろうか？

　慌てるどころか諦めたような素振りすら見せない。ただ平然と気だるげな顔をしている。

　メイスも幸次郎の態度を不審に思ったのか、僅わずかにニヤニヤとした笑顔を崩した。

「余裕だねぇ。わかっているのかい？　君はこれから、ボクたちの管理下に置かれるんだよ。その頭の中のものを根掘り葉掘り引きだされちゃうんだけど？」

「ああ。捕まった同志の何人かがお前らに好き勝手にされるのかと思うと、反へ吐どが出る。憂ゆう鬱うつにもなるさ。相棒を失い、仲間も失い、挙句に作戦も失敗する。───こりゃ、帰ったらリーダーからこっぴどく説教くらうな」

　幸こう次じ郎ろうの顔が情けない苦笑いを浮かべた。

　……ほぼ同じタイミング。

　突如として、広場に激しい突風が巻き起こる。

　横殴りの風は武装していた隊員たちを残らず薙なぎ倒たおし、コンテナの残ざん骸がいを空中へ巻き上げた。

　瑠る衣いが悲鳴をあげる。水みな最もは咄とつ嗟さに瑠衣と気を失ったソラに覆おおいかぶさるようにして、吹きつけてくる風に飛ばされないよう地面にしゃがみ込んだ。メイスもメイスで、中なか林ばやしに後ろから抱き留とめられる形で突風の猛威に耐える。

　疑似的な台風に見舞われたかのような惨状の中、幸次郎だけは口元をつりあげて真上を見上げていた。

「おれもさ。立場上、簡単に捕まってやるわけにはいかねえんだわ。この借りはいずれ倍以上にして返すぜ、人間。散っていった者たちの魂のためにもな」

　グニャリと。

　突然幸次郎の頭上にあった空間が、捻ねじれた。

　大気を食い破るようにして、吹き荒れる風の中からズルズルと何かが這はい出だしてくる。

　……まず目についたのは、赤黒く染まった全身を覆う鱗うろこ。

　広げれば地上にある広場全体を包み込んでしまえそうなほど巨大な両翼がバサバサと羽ばたき、巻き起こる突風の勢いをさらに強めた。

　牙の並ぶ顎あぎとは鋭く、獰どう猛もうな呻うなり声ごえをあげるものの、その全容はどこか機械的で無機質でもある。

　───機竜。

　そう呼ぶに相応ふさわしい化物が、いきなり上空へ出現した。

　メイスを支える中林が、目を剥むいて苦しげな声を漏もらす。

「エーテルギア、識別タイプ：悪塊グランド───《リンドブルム》だとッ!?　《大搾取カタストロフ》の際に最も多くの《人工魔女トライフルズ》を喰くらい、人類に甚大な被害を及ぼした史上最悪の兵器がなぜこの場に!?」

「……そりゃまあ。掘り返して、再び動けるように修復するのは大変だったさ。だが、お前らに勝つためにはこのくらいしなきゃな。こっちだって必死なんだ」

　そのとき、機竜の背の上からハラリと何かが垂れ下がってきた。

「───部隊長！　お早く！」

　それは縄なわ梯子ばしごだった。

　機竜の背から梯子はしごを垂らす青年が、幸次郎を見下ろしながら叫びかける。彼は漆黒のローブをまとい、顔を隠すようにフードを目ま深ぶかに被っていた。おそらくは魔術師だ。

　機竜の背にいるのはその青年だけではなく、背後に十数人ほどの人影が見て取れた。

　幸こう次じ郎ろうは彼らの姿を確認すると、ホッと息を吐ついて縄なわ梯子ばしごに手をかける。

「……クソッ。逃がすなッ。撃て！」

　中なか林ばやしが激げき昂こう。

　その場になんとか踏みとどまっていた武装隊員たちが、容赦なく手に持った重火器を発砲する。銃口が火を噴き、無数の弾丸が幸次郎を襲った。……が、その間に割り込んだ突風の壁がことごとく跳ね返してしまう。

　幸次郎を拾ったことを確認するなり、機竜の巨体が上昇を始める。

　離れていく幸次郎の背中。

　水みな最もはギッと歯を食いしばって、去りゆく彼に思いっきり叫びかけた。

「待てッ！　お前の目的はなんだったんだ!?　魔術師お前らは一体なんなんだ!?　《五ご帝だいの骸むくろ》やエーテルギア…………その根幹にある魔術ってなんなんだよッ？　答えろ！　魔術師、曲まげ師し幸次郎!!」

　こちらの問いかけに、幸次郎がチラリと振り返る。

　身を寄せ合う三人の少年少女。

　その姿を視界に収めて───彼は満足げにほくそ笑んだ。

「知りたいか？　ならば、自分で解き明かしてみせろ。自分の手で、自分の目で、自分の頭で。考えて、自分なりの答えを導きだせ。誰から与えられるでもなく、強要されるでもなく。君にはそれを成し得るだけの素質と、決意と、資格がある。うちの相棒やエルが、それを証明してくれた。もし君が魔術のすべてを解き明かし、悩んだ挙句に選んだ道がおれたちと同じだったとき。……また会おう、錺かざり矢や水最」

「答えになってねえよ───ッ!!」

「ああ、そうそう。エルと言えばさ。……すでにこちらで回収済みのあのじゃじゃ馬娘から、君宛てに伝言を預かっていたんだ」

「は……!?」

　唐突に飛び出したエルの名に、水最は目を白黒させる。水最はまだ、エルが魔術師たちによって企業の手から解放された事実を知らなかった。

　幸次郎はそんな水最の反応を面白がるようにニヤリと笑って、

「『今度会ったら絶対にブン殴る』───だとさ。あいつ、通信機の向こうでカンカンだったぜ？　覚悟くらいはしとけよ～」

　腑ふ抜ぬけた笑い声を残し。

　飛び立った機竜が、雲に紛れるようにして姿を消した。

「まだ遠くへは行っていないはずだ！　追え！　都市内に包ほう囲い網もうを敷くんだ！」

　中林がすぐさま隊員たちに命令を下し、幸次郎たちの行方を追うように伝える。

　だが、今さら追跡を試みたところでたぶん無駄だろう。メイスも諦めているのか、やれやれと息を吐ついて肩をすくめていた。

　水みな最もは幸こう次じ郎ろうが消えた空を見上げながら、ゆっくりと立ちあがった。

　……が、思っていたよりも足に力が入らずよろめく。

「せ、先輩っ？　───きゃ!?」

　慌てて後ろから抱き留とめようとした瑠る衣いだが、咄とつ嗟さのことでうまくいかず尻もちを突いてしまった。すると、意図せずして水最が瑠衣に膝枕をされるような体勢になる。

　瑠衣は顔を真っ赤にして、あわあわと目を回した。

「せ、せせせせせせんぱいっ……！」

「……んあ。すまん、三み崎さき。オレ、もう動けないわ」

「へうっ？　そ、そんなッ、この恥ずかしい体勢のままですか!?　みんな見てるのに！」

　瑠衣は周囲の視線を気にするようにますます恥ずかしそうにした。

　隊員のほとんどは幸次郎たちの追跡や仲間の救助作業で忙しくしていたが、中には足を止めて水最たちに不思議そうな目を向ける者もいた。

　水最も多少は恥ずかしいと思わなくもなかったが、体が動かないのだから仕方がない。

　それに、瑠衣の膝枕は思った以上に柔らかくて心地よかった。

　申し訳ないが、しばらくはこのままでいようと思う。

　そのうち瑠衣も諦めたのか、開き直るようにして水最の両肩に手を据えた。それでもまだ顔の赤みが消せてないのが、生き真面目まじめな彼女らしいと言えば彼女らしい。

「……こんなところをソラに見られたら、またやかましく騒がれるな」

「大丈夫ですよ。穏やかに眠ってます」

「オレも眠りたい気分だね。なんかすげえ疲れた」

「はい、お疲れ様です。……でもその前に。わたし、先輩に言っとかなければならないことがあるんです」

「…………？」

　見上げると、赤らんだ瑠衣の顔が柔らかく微笑ほほえみかけてくれた。

「───おかえりなさい、先輩」

　その笑顔が可愛かわいらしくて、とても眩まぶしく思えて。

　水最は、自分の顔も少し熱くなってきたような気がした。なんだかバツが悪くなり、辛うじて動く右手で表情を覆おおい隠かくす。

　しかし、口元は自然と笑ってしまった。




「ああ。──────ただいま」






　　　　終　章









　窓の外で、雀すずめが涼しげにさえずる。

　早朝の病室。ベッドの上で上半身を起こすメイス＝アレクトリアは、窓から差し込んでくる朝日に目を細めていた。

　彼女が着ているのはいつもの漆黒のドレスではなく、僅わずかに消毒液の匂いが香る質素な病衣。襟から覗のぞくうなじから右肩にかけて清潔な包帯が巻かれていた。その姿はどこか庶民的でもあり、彼女特有のカリスマ性みたいなものが心なしか薄れている。

「……まったくもって。業腹ものだね。このボクがこうして入院しているというのに、どいつもこいつも見舞いにすらこない。嫌われ者だって自覚はあるけど、こうストレートに現実を突きつけられるとさすがにショックだよねぇ」

　愚痴っぽく漏もらすと、ベッドの脇の椅子に座っている黒髪の女性が視線をあげた。

　中なか林ばやしは手に持っていたナイフと剥むきかけの林りん檎ごを棚の上に置き、眉まゆ尻じりを垂れ下げる。

「社長。私がいます」

「あ、そう言えば。最初のほうにミナモとルイが一度だけ見舞いに来てくれたっけ？　だけどそれっきりなんて、やっぱり酷ひどいよなぁ。毎日通うくらいでも全然かまわないのに。むしろ、そうしてほしい」

「私は毎日通っています、社長」

「他企業のジジイ共は、顔さえも見せやがらないし。あいつらの代わりにボクが犠牲になってやったってのにね。でもまあ、豪勢なお見舞い品は送られてきたからよしとしますか」

「…………」

　完全にスルーを決め込んでいると、いよいよ中林が泣きそうな顔になった。

　捨てられた子犬みたいな目で見つめてくる彼女の頭を、メイスはケラケラと笑いながら「冗談冗談」と撫なでてやる。

「しっかし。腹が立つのは確かだよ。本当に何もかもがうまく行かない。今回の事件は、ボクにとってまさに最大の災厄だったと言えるだろう」

「と、言いうのは。主犯の魔術師を逃がしてしまったことですか？」

「それもある。でも、一番痛手だったのはルイを手放さざるを得なくなってしまったことだよ。おかげで《第二世代人工魔女トライフルズ・セカンド》の計画は一時的にストップ。また被験者を見つけてこようにも、あれほど完璧に条件の整った逸材は中々いないしねぇ。いやはや、いよいよもって魔導組合ＡＳＡの中でのボクの立場がない」

　お手上げという仕草をするメイスに、中林は思わず顔をしかめる。

「なぜ。三み崎さきを無理やりにでも引きとめておかなかったのです？　いくら彼女が警察の人間であるとはいえ、我が社ほどの権威があれば黙らせることもできたはず」

「おいおい。物騒なことを言うね。ボクらは表向き、クリーンな一般企業だよ？　市民の人権を無視してそんな暴挙は働けない───ってのは、まあ。ぶっちゃけ建前なんだけど」

「やはり。あの少年のことですか？」

　中なか林ばやしの瞳が鋭く細められる。

　メイスは肩をすくめて苦笑した。

「ミナモはボクらにとって必要な人材だよ。ここで敵対して、失うわけにはいかない」

「私にはそうは思えません」

「今はそうだとも。だけど、いずれは変わる。『心』という不確定なものを拠より所どころとする魔術の謎を解明するうえで、彼の存在は必要不可欠になるだろう。それほどまでに、彼の素質は魔術と『適合』しているんだ。その能力……思想や性格も含めてね」

　メイスの言っている内容が、中林にはよくわからなかった。

　だから、それ以上はなにも口を挟まないことにする。

　黙って棚の上のナイフに手を伸ばし、リンゴ剥むきの作業に戻った。……彼女は《人工魔女トライフルズ》。主人の意向に従う、ただの道具なのだから。

「今回のことで、都市に潜伏していた魔術師はあらかた掃除できた。でも、まだまだ油断はできない。うち少なくない人数を都市外へ逃がしてしまったし、彼らが《人工魔女》をも凌りよう駕がする強力なエーテルギアを保有している事実も知れたからね。……そして、一度は奴やつらの手によって封印の解かれた《五ご帝だいの骸むくろ》。あれに細工を施されていないという保証もない」

　メイスの言葉が、重々しさを帯びて室内に響く。

　これで終わりではない。むしろ、状況は激化する。人間が魔術を必要とし、魔術師がそれを取り返そうとする限りは、確信を持ってそう言いきれた。

「どちらにせよ、魔製都市はこれからさらに混迷の渦へと落ちこんでいくことになるだろう。生き残るのはボクらか、それとも奴らか。とりあえずの即戦力として、君たちのことは頼りにしているよ…………《人工魔女》？」

「───はッ」

　従順な姿勢で応える中林を眺めながら、メイスは窓の外へと視線を戻す。

　端たん麗れいな顔に、悪魔的な笑みが浮かんだ。

「魔術もエーテルギアも。最終的にすべてを手中に収めるのは我々、魔導組合ＡＳＡだよ」





　　　　　　　//






「先輩。お水、取り替えてきました」

「ん。さんきゅー」

　水みず桶おけを両手に持った瑠る衣いに軽い礼を言いながら、水みな最もは屈かがめていた腰をあげた。

　立ちあがりつつ、改めて目の前の光景を視界に収める。

「……うし。こんなもんでいいか」

　天井部に大穴の空いた広い空間。

　上から差し込んでくる日差しを受けて、その中心に小さな石せき碑ひがポツンと建っていた。

　石碑の周囲には色とりどりの花束が供えられ、どこか哀愁のようなものを漂わせている。

　瑠る衣いは水みず桶おけを石碑のすぐ近くに置くと、水みな最もの隣に並んで同じ光景を眺めた。

「簡単なお掃除程度ですけど。わたしたちにできるのはこれくらいしかありませんし……」

「この程度でも、やる意味はあるさ。魔導組合ＡＳＡの連中は相変わらずこの場所に手を入れる気はないみたいだしな。まあ、こいつを建ててくれただけでもマシと考えるべきか」

　水最たちがいるのは、都市本土から隔離された孤島───《絶界の墓標ビヴロスト》。

　その島の中心に設けられた、廃棄済みの《人工魔女トライフルズ》を収納する施設だった。

　先日の事件で、このフロアにあった機材や《人工魔女》たちの遺体は、軒並み瓦が礫れきの下敷きになってしまった。組合側もさすがにマズイと思ったのか、瓦礫の撤去作業を行うと同時に、この石碑を建てたのだった。

　彼女たちの潰れてしまった遺体は、ここにはない。べつのフロアに移され、魔力の暴走や共鳴干渉が起こらないように厳重な保管体制が取られている。

　だが、この石碑は同時に《絶界の墓標》に眠る《人工魔女》たちすべての象徴であるとも言えた。人間のために戦い、道具として使い潰され、こんな場所で存在を忘れ去られていく《人工魔女》。施設の管理機能に直接手を加えることは許されていないが、せめて、この象徴だけは大切にしてやりたい。たとえ組合側としては体裁を取り繕うために建てたものだとしても。

　だから、どうか安らかに───。

　そう思っての、墓参りもどきだった。

　この許可を得るために先日、メイスの病室を訪ねたりもしたのだが、彼女は「ボクの見舞いはついでで、本題はそっちかいッ？」とかなり不満そうにしていた。まあ、なんだかんだで許可してくれたことには感謝している。

「これで……本当に報われるのでしょうか。ここに眠る《人工魔女》たちは」

「わからん。ただのオレたちの自己満足かもしれない。だけど、知ったからにはなにかしてやりたいと思った。それで現実になにが変わるわけでもないけどな」

「先輩……」

　寂しげな表情をする瑠衣は、隣にいる水最の横顔を見つめた。

　首から布で吊つられた水最の折れた左腕にそっと触れる。

　水最も驚いて振り返った。二人の視線が真正面から交わる。

「三み崎さき……？」

「先輩。わたし、やっぱり恐こわいです。魔術を巡って争い、憎み、失われていく。ここに眠っている子たちみたいに、いずれはわたしの大切な人たちが───先輩が、わたしの前からいなくなっちゃうんじゃないかって」

　見上げてくる瑠る衣いの真剣な眼まな差ざしに、水みな最もは息を呑のむ。

　咄とつ嗟さにうまく言葉を返せなかった。

　瑠衣が心配しているのは、たぶん単純に『戦って死ぬ』という意味だけではない。

　……先月の魔導災害、そして今回の事件。それらを通じて、水最の中にある魔術の謎への関心や、魔導組合ＡＳＡへの不信感は確実に高まっている。魔術とは、エーテルギアとは、なんなのか？　そのことについてのメイスからのハッキリとした回答は、今回も得られなかった。それどころか、瑠衣にまで手をだそうとする始末。水最の心は魔導組合から離れつつある。

　もしも、すべてを知って、それが自分の意にそぐわなかった場合。

　魔導組合のやり方、今の魔製都市の在り方を、間違っていると断定してしまったとき。

　自分は、どう行動を起こすのか？

　朝あさ桐ぎりからの質問、そして去り際に残した幸こう次じ郎ろうの言葉が、思い返される。

　先のことはわからない。

　わからないからこそ、瑠衣を裏切って、置き去りにしてしまわないとは言い切れない。

　───水最は浅い嘆たん息そくを漏もらした。

　難しく考えることが、段々とバカバカしくなってくる。

　そのときの自分がどう行動するかはわからない。だけど、なにがあろうとも変わらない気持ちはある。それだけは断言できた。

「オレは……どこにもいかねえよ。何があって、この先どうなろうとも。最後は必ず、お前のところへ帰ってくる。先月の魔導災害や、今回の事件のときみたいに。オレの心が、そう決めちまったからな」

　水最がニヤリと笑いかけると、瑠衣は少し頬ほおを赤くして口をつぐんだ。

　しかし、視線は外さない。熱っぽい目でおずおずと見つめ続けてくる。

　水最も真剣な眼差しで返した。

　二人の距離が徐々に近づき、呼吸が交わるくらいまでに接近する。

　そして───。




「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　な、ななななななにをしてるのっ、ミィく[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ!!」




　雰囲気をぶち壊すようなやかましい声が、真横からガンガンと飛んできた。

　水最は半眼になって動きを止める。瑠衣は沸騰してしまうんじゃないかと思えるくらいに頬の朱を色濃くして、跳とび退のくように離れた。

「ソ、ソラちゃんっ!?」

「ルイ！　ソラの知らないところでミィくんをたぶらかそうったって、そうはいかないんだよっ！　いつでもどこでもソラはミィくんの隣にっ。ソラの目があるうちは、悪い虫をミィくんに近づけさせはしないんだよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　フロアの入り口で、両手をブンブン振って憤慨するソラ。

　小さなその手には、彼女の体格にそぐわない大袋が握られていた。袋の中には、事前に水みな最もたちが供え物用に買い込んでおいた品が詰められている。あんな物を軽々と振り回せるのはソラの怪力ゆえだが、中身が滅め茶ちや苦く茶ちやになるので勘弁してほしい。

「ミィく[image: ][image: ][image: ]んっ。ソラの知らないうちにまた浮気なんてひどいんだよぉ───むふっ」

　飛びついてくるソラを受け止めるようにして、水最は右手でソラの頬ほおを挟み込んだ。そのままグリグリとやってやる。

「……酷ひどいのはお前だボケ。その両頬についた大量のアンコはなんだ？　お前、ここに運ぶ途中で供え物の一部を食っただろ？」

「ちょ、ちょっとだけ！　ほんのちょっとだけなんだよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

「ちょっとでも食うな！　このアホが！」

　ギャーギャーと騒ぐ二人。

　いつもの光景。見慣れた光景。

　瑠る衣いは呆あきれたように苦笑いで眺めつつも、どこか嬉うれしそうにしていた。

　───っと。そんなことをしていられたのも束つかの間ま。

「…………うげっ」

　水最のズボンのポケットの中で、携帯電話がブルブルと振動し始めた。

　しかも、個人用のではなく、仕事用のだ。

「ミィくん、ミィくんっ！　ケータイが鳴ってるんだよっ！」

「わかってる。……ったく、こっちは都市本土から離れてるっつーに。どこまでコキ使えば気が済むんだ、あの性悪金髪娘」

「ワガママを言っちゃダメですよ。それがわたしたちのお仕事なんですから」

　水最は携帯を取りだしつつ嘆たん息そくすると、両脇にいる二人の少女を交互に見やった。

　強くうなずいてくれる瑠衣とソラ。……そう、自分は都市を守るオペレーター。すべてを知り、見極めるために、この仕事を選んだ。自分自身の頭で、自分自身の心で。

　だから───迷わずに行こう。

　水最はニッと不敵な笑みを浮かべて、携帯の通話ボタンを押した。




「───さて。仕事の時間だ」






　　　あとがき









　どうも、みなさま。お久しぶりです。

　最近は便秘気味で、寝る前には欠かさずトイレの神さまに祈りを捧ささげている小こ山やまタケルです。

　……いや、いきなり下品なネタからで申し訳ないです。

　近況報告として書くことがないんです、真剣に。

「なにかここに書けるような面白いことないかな～？」と常に気を配りながら生活してはいるんですが、驚くくらいに何もない。いや、あるにはあるんですが、とてもここに書けるような内容ではなくて（震）

　周囲で変化したことを強いて言うなら、少し成長した甥おいっ子と姪めいっ子がダブルラリアットというタッグ技を覚えて、僕を練習台にプロレスラーを目指し始めたことくらいでしょうか？　二人の将来が楽しみです、はい。




　というわけで、『エーテル//ギア』の第二巻をお届けしました。

　本作はとりあえず、今巻をもって一区切りとさせていただきます。

　かなりゴチャゴチャとした設定で、敵と味方が判然としない内容ではありましたが、いかがでしたでしょうか？　自分なりに書き切ったつもりではいるので、みなさまに少しでも「面白かった」と思ってもらえたならば幸いです。




　この作品を書くにあたって、作者的に一番の思い出深いこととしては主人公の名前でしょうか？

「水最」で「みなも」。

　当然のことながら、初期設定で一発変換できるはずもなく……。

　執筆中はずっと「みず（水）もっとも（最も）」で打ってから、余計な「も」を消すというしち面倒くさい作業をしていました（最初から変換できるように設定しとけと言う……）。

　なので、僕の中で「みなも」くんは、ずっと「みずもっとも」くんという響きでインプットされている始末でして。

　担当さまとの打ち合わせのときも、何度か「みずもっとも」と言いかけて、慌てて「みなも」と言い直した記憶があります。主人公の名前をちゃんと言えない作者ってどうなの……。




　謝辞の方を。

　挿絵を担当してくださったシロウさま。

　今回もお時間の少ない中、素敵なイラストをありがとうございます！

　文章内でこちらの言葉が足りない分、世界観を補ってくれる可愛かわいくてカッコいいイラストの数々、本当に助けられました。

　もうね？　自分で書いていて「こいつ、小憎たらしいな～。自分は好きだけど、読者さんに受け入れてもらえるかな？」とか不安に思っていたキャラが、シロウさんのイラストが付いた瞬間に可愛く化けるんですよ。ビックリです。もはやマジックです。本当にありがとうございます！

　今回も色々な面でご迷惑をおかけした担当さま。前述した主人公の名前を含め、所々でテキトーな自分をフォローしていただき、ありがとうございました。これからも、どうぞよろしくお願いいたします。

　そのほか、本作の刊行にあたってお世話になった関係者の方々、親身になって相談に乗ってくれた同業者の先生方にも、惜しみない感謝の言葉を。




　そして、引き続きこの作品を手に取ってくださった読者のみなさま。

　本当にありがとうございます！

　この業界に足を踏み入れてからすでに一年以上。まだまだ至らない部分の多い自分ですが、みなさまの支えがあって、なんとか続けることができています。

　本作はここまでとなりますが、また別の場所、別の作品でお付き合いいただけるならば、これ以上の喜びはありません。

　そのときはどうか、よろしくお願いいたします！




　それでは、ページの終わりもそろそろ近いということで。

　また次にお会いできる機会があることを願いつつ。





小こ山やまタケル











　著者

　小山タケル（こやま・たける）

　　１９８８年生まれの神奈川県民。

　　某モンスター育成ゲームの新作が出ると聞いて狂喜乱舞している育成廃人。あと半年くらいかぁ……うん、頑張って仕事しよう。




　イラスト

　シロウ

　　引っ越ししてから以前より緑に触れる機会がすごく多くなりました。車で山の方へ名水を汲みに行ったりもするんです。水の味の違いは正直わからないんですが山の空気の味はやっぱ全然違いますね。落ち着けるようになったらイロイロ散歩してみたいなと思います。
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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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